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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／ゆーげん







第一章　セカイがセカイが大ピンチ？







　飽きるほどに見慣れた我が帝都の風景は……あちらこちらで大きく様変わりしていた。

「……ひどいものですな」

　妾わらわの隣に座っている宰相のザハールが、呟つぶやくようにそう評した。

　確かにひどい。

　羽車の窓から街路の様子を覗のぞき見ると、まず目につくのが怪け我が人にん達だった。あちこちで地面に直接座り込んでいる。医術の心得のある者や、治癒の魔法の心得のある者が、忙せわしげに彼らの間を走り回っているのも見えた。

　彼らが路上にいるのは、建物の中に──屋根の下にいる方が危険だと分かっているからだろう。喚わめいていたり、啜すすり泣いていたり、あるいはただ呆ぼう然ぜんとしていたり、様子はさまざまだが、彼らの多くが初めて体験するこの災いに、相当な衝撃を受けたのは間違いあるまい。

「…………」

　泣き叫ぶ幼子を抱えたまま、瓦が礫れきに背中を預けて座っている男の姿が見えた。

　年齢からして幼子の父親だろう。だがその傍かたわらにいるべき母親の姿がない。怪け我がをしてどこかに運ばれていったのか、幼子と夫を置いて自分だけ逃げたのか、あるいは……彼の背後の瓦礫の下にまだ埋まったままなのか。

　建物も──さすがに丸ごと倒壊したものは少ないが、一部が崩れたり、傾いたり、あるいは壁全体に亀裂が走ったりと、完全に無事である家屋はほとんど見かけない。

　いや。たとえ外見が無事に見えたとしても、中は惨さん憺たんたるありさまであろう。花瓶やら絵の額やらが落ちて壊れる程度ならば、まだしも……大きく重い家具までが倒れているとなると、床そのものが傷んでいることも考えられる。貴重な品や大事な品、あるいは手当てのための道具や薬──そういったものを取りに入るのすら、ままならないと聞く。

　誰も、こんなことになるとは思っていなかったのだろう。

　だから備えなど、あるはずもなかった。

　大地は盤石たるもの。我々はそう思って疑いもしなかった。

　──『地震』。

　言葉としては妾わらわも知ってはいたが、それを自分が、そして我が帝都が体験することになるとは思ってもみなかった。少なくとも妾が──ペトラルカ・アン・エルダント三世が即位してからは、我が国で地震と呼べるようなものが発生した記録はない。ザハールが若い頃に一度経験したことがあるというが、それも辺境地でのことで、この帝都マリノスにおいて地震というものが起きたという記録はない……そうだ。

「陛下。あまりお顔をお出しになられませんよう」

　とザハールが言ってくる。

「分かっておる。しかし羽車の中で蹲うずくまっておっては視察にもなるまい」

「……然さ様ようでございますが」

　妾は現在、地震の被害に遭った城下町を見て回っている。

　幸い、強固な岩盤をくりぬいて作られているエルダント城そのものには、目立った損害は出ていない。家具や調度品の類たぐいが何割か壊れた程度だ。

　だが、庶民の家はそうはいかない。そもそも我が国の家屋は地震のことなど考えて造られてはいないからだ。今回の、一連の地震で大層な被害が出ていることが考えられる。

　このため、妾が直々に城下町の被害状況を見て回り、国民への支援策をまとめると共に、今後の施政を考えるうえでの参考にしようと考えたのだ。

　だが……迂う闊かつに皇帝たる妾がこうした場に顔を出せば、民は我先にと救いを求め、直訴しようとするだろう。

　そうなれば、街はさらに混乱し、治安はますます乱れる。少なくともザハールや近衛騎士の長であるガリウスはそう考えていた。ゆえに妾は隙間から覗のぞくように羽車の窓から、帝都の惨状を見ているに留とどめていたのだ。

　非常に心苦しいが、仕方がない。

　妾わらわが己の無力を嚙かみ締めていると──

「あれは……」

　ふと街の風景の端に、見慣れぬものが映った。

　いや。見慣れぬというのは間違いか。

　何度もその姿を妾は見ているが──

「ジエータイですな」

　とザハールが言う。

　そう。それはニッポン国から来た者達だった。

　ジエータイと呼ばれるかの国の軍隊。かの国の使節の一人であるマトバや、自身もその一員であるミノリに言わせれば、ジエータイは『軍隊ではない』そうだが、それはさておき……彼らは濃い緑の衣装を着て、鉄てつ兜かぶとをかぶり、何やら鳥の牽ひかぬ車を操って、街の民達を助けて回っているようだった。

「陛下が城をお出になる直前、マトバからジエータイによる救援活動を許可してほしいという申し出がございました。事は急を要しますし、陛下のお手を煩わずらわせるほどのこともないかと思い、私の名義で許可を出しておきました」

「ようやった。相変わらずその辺りの判断は素早いの」

　良くも悪くも、宰相とは領主の責務を肩代わりする代わりに、領主に準じた権限を備える。だからこそ領主の手を煩わせるべきか否か、その辺りの判断を自分一人で素早く、適切につけられねば、宰相という重職は務まらない。ただの伝令でもあるまいし、何でもかんでもいちいち領主にお伺いを立てねばならないような者など、何の役にも立つまい。

「恐悦でございます」

　とザハールは頭を下げてくる。

「……連中の道具は、魔法とは関係なく動くようだしの」

　地震のせいなのか、単なる偶然か……精霊達の動きがおかしいという報告はあった。

　このため、今、マリノスでは魔法が使いにくい──というか魔法の『効き』があまり良くないようだ。おかげで被害に遭った国民の救助が進んでいない、とのことである。

　妾はとある一件を思い出す。

　この帝都周辺で魔法が一時的に使えなくなった事件。

　あのときはシンイチが──

「…………」

　思わず溜ため息いきが出た。

　ザハールは何か言いたげな顔をしていたが、いちいち言葉に出してくるほどに野暮でもなかったようだ。もちろん……ザハールは、妾わらわの心をいちばん大きく占めているのが、このマリノスの惨状や、そこに住む民のことではないということに、気付いているだろう。

（シンイチ……）

　彼が側そばにいてくれれば、心強いのに。

　ついつい妾はそう考えてしまう。

　カノウ・シンイチ。ニッポンからやってきたオタク文化の伝道師。

　彼は今、どうしているだろうか。

　彼ならば、妾には思いつきもしないような、奇抜な、しかし実のある対策を素早く打ち出せていたのではないか──そんなふうにも思ってしまう。妾はいつの間にか、困ったことがあればまず彼に相談する、という癖がついてしまっていた。

　だが今、彼と、彼を慕う何人かの娘達は、このマリノスにいない。というよりエルダント帝国領土内にいないらしい。

　まったく何をやっているのか、あの男は。この大変なときに。

（どうせミュセルやエルビアといちゃいちゃしておるに決まっておる）

　ミュセルは最近、積極的にシンイチに甘えるようになっておるようだし、エルビアも何やら少し様子が変わってきているように思う。『禁忌の鎧よろい』で本音を出し合ったおかげか、妾の中に彼女らに対して悪い印象はもうないが、だからといって妾を差し置いてシンイチとの距離を詰められるのも、釈然としない。
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　妾わらわの目が届かぬのを良いことに、『キセイジジツ』なんぞ作られてしまったら、と考えるとどうにも落ち着かないのだ。

　いや。もちろん、そんな色恋沙汰を気にしている場合でないのはよく分かっているのだが……

「まったく……」

　若干、理不尽であることを自覚しつつも──妾は今、彼が隣にいないことについて、軽く腹を立てていた。
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　まさしくそれは──地獄の風景だった。

　バイオ●ザードか。もしくはデビル●イクライか。はたまたダークソ●ルか。

　とにかく、そっち系の陰鬱な景色が僕の前に広がっている。

　空の青や草木の緑はどこにもない。あるのは岩の暗色と、そして……ぐつぐつと、頼みもしないのに容赦なく煮にえ滾たぎる溶よう岩がん溜だまりの朱色ばかりだ。

　岩壁が造り出す、隔絶された空間。

　むしろ面積としてはあちこち走り回れるほどに広く、息が詰まるような圧迫感はない。だが、外の光や風が入り込んでくることはなくて……この場を照らしているのは専もつぱら、その溶岩が放つ光だった。

　離れていても、間近で火に炙あぶられているかのような熱が押し寄せてくる。

　溶岩に落ちればもちろん、命はないけれど、この場に佇たたずんでいるだけでも熱中症になって倒れてしまうだろう。何にしてもここは人間が来て良い場所じゃない。長く留とどまることすら困難だ。どうやってこんな施設を造ったのかと不思議に思うくらいに。

　だけど──

「……引き返すわけには、いかない」

　僕は自分自身に言い聞かせるように言った。

　世界の命運が、この僕に掛かっているのだから。

「この奥に、あるのか……世界を滅ぼす闇のエネルギー……！」

　僕はその根源を叩たたくためにここまでやってきた。

　何しろ闇である。世界を滅ぼすのである。

　きっと生半可な力では対抗なんかできない。

　この僕──加か納のう慎しん一いちただ一人で挑むのはいっそ自殺行為と言えるだろう。

　しかし……

「──！」

　唐突に溶岩の池が盛り上がる。

　そこから灼しやく熱ねつの溶岩を水みず飛沫しぶきのように撒まき散らしながら──とてもとても迷惑である──姿を現したのは、異い形ぎようの怪物だった。

　黒く長い、まるで岩でできているかのような、厳いかつい身体のあちらこちらに亀裂のような赤い線が走っており、それが呼吸するように明滅している。一瞬、龍りゆうか大蛇の類たぐいかとも思ったけれど、そいつに目や鼻はない。代わりにその先端に十字の切れ込みが走ったかと思うと、花開くように──それが『顎あぎと』を開いた。

　グロい……！

　むしろその姿はある種の蟲むしに近い。四枚に開いたその『顎』にはびっしりと牙が生えており、その奥に見える部分はやはり赤く発光し、舌の代わりにちろりちろりと炎が揺らぐのが見えた。あるいは血の代わりに溶岩を循環でもさせているのか。この溶岩の中を平気で泳ぎ回る以上、そのくらいはやりそうな怪物だった。

　条理も常識も通用しない、文字通りのバケモノ。

　人間などが勝てるはずがない。

　ないけれど──

「くっ！」

　僕は咄とつ嗟さに横に跳ぶ。

　一瞬前まで僕が占めていた空間を炎が焼き、火の粉が僕の身体に降りかかる。火傷やけどの痛みを感じつつ、しかし僕は両腕を胸の前で交差させて身構えた。

「負けられないんだ、僕は……！」

　脳裏に僕をここまで送り届けるために、死んでいった仲間の顔が過よぎる。

「みんな、僕に力を！」

　僕は叫んで──前に踏み出した。

　熱い。痛い。

　火の粉でも被かぶってしまったのか、僕の服が燃え上がるのが分かった。

　瞬く間に全身が炎に包まれる。今の僕は、まるで歩く松たい明まつだった。

　皮膚が爛ただれ、焼けて、落ちていく。激痛が僕の意識をかき乱す。

「ああああああああああああああッ！」

　だが僕は構わず前に出る。

　後ろに下がれば世界は終わる。僕が逃げたら世界は終わる。前に進むも死、後ろに下がるも死──同じ死ぬならば前のめりがいい。僕はそう決めていたのだ。

　そして……

「…………！」

　もう声も出ない。

　声帯も、いや、喉そのものが焼け落ちているのだろう。

　目も見えない。眼球はとっくに沸騰して破裂している。

　しかし……

　…………

　不死鳥フエニツクス──そう呼ばれる伝承上の生物がいる。

　炎を身にまとい、死に際しては自らの亡なき骸がらをその炎で焼き尽くし、やがてその灰の中から新たな身体を以もつて生まれ変わるため、死を超越する存在として知られる。

　人を超えるためには一度人たるその身を、滅ぼし尽くさねばならない。

　死を禊みそぎとして生まれ変わる者──それはすでに人間であって人間ではない。

　超人とは常に、人としての死を踏み越えて生まれてくるものだ。

　それが、いわば人を超えるための儀式である。

　だからこそ──

「………ぁぁぁぁあああああああああッ！」

　僕は吼ほえた。

　まるで脱皮するかのように焼けただれた僕の皮膚が、肉が、ぼろぼろと身体から剝がれ落ち、その下から新たな僕の身体が出現する。怪物の火炎にもびくともしない、脆ぜい弱じやくな人間を遥はるかに超越した、無敵の肉体。

　今こそ僕は、死を越えて世界を救うのだ。

「ああああああああああああ！」

　全身が──そしてどこにもまして胸元が熱い。

　見れば胸に鮮やかな白い紋章が浮かび上がっていた。

　勇者の証あかしだ。

　世界を救うための光の力──その担い手の証。世界が危機に瀕ひんするとき、それは選ばれた勇者の身体に浮かび上がるのだという。それが今僕の身体にある。伝説は、預言は、本当だったと告げるかのように！

「あああああああああああああああッ！」

　僕の身体が光に包まれ、ふわりと石畳から足が離れる。

　正しき聖なる光のエネルギーに包まれた僕は、次の瞬間、虚空を蹴るようにして目の前の怪物に突撃していた。

「やああああああああああああッ！」

　叫び声と共に僕が拳を繰り出すと、その動きをなぞるようにして、巨大な光の拳がどこからか飛び出して、怪物を殴る。邪悪な闇のエネルギーによって駆動していたその怪物にとって、聖なる光のエネルギーは猛毒だ。僕が──光の拳が殴った部分に焼き印の如き『拳跡』がついたかと思うと、次の瞬間、そこから内圧に耐えかねたかのように光と炎が噴き出してくる。

　──ぎしゃああああああ！

　怪物は断末魔の叫びを上げながら破裂した。

　ぼとぼとと岩とも肉ともつかないその残骸があちこちに落ちる。

　だが僕は、そんなものをいちいち見てはいない。

「はーっ……はーっ……」

　僕は荒い息をしつつ前に進んだ。

　討つべきはこの奥にある。

　闇のエネルギーの根源。邪悪なその力は、すべてを腐らせこの世の理ことわりをねじ曲げてしまうという。すなわち──

「──！」

　ごごごごご、と低い地鳴りのような音と共に奥の岩戸が開いていく。

　ラスボスのお出ましか。

　身構える僕。

　そして──

「…………なっ!?」

「ふふふふふふ」

　低い笑い声が僕を出迎えた。

　僕はただただ目を見張ってその笑い声の主を見つめる。

　世界の闇のエネルギーを統べる──暗黒の王。

　すべてを腐敗させて滅ぼすという、究極の悪……

「まさか、まさか、貴女あなただったなんて……」

　僕は愕がく然ぜんと呟つぶやく。

　そう。それは僕のよく知っている相手だった。

「──美み埜の里りさん……！」

「よくぞここまできたわね、慎しん一いち君」

　彼女は眼鏡をくい、と指で押し上げてそう言った。

　溶岩の光をレンズが反射する。だから彼女がどんな目で今僕を見つめているのかは見えない──

「さすがとほめてあげるわ。そこで提案」

　彼女──古こ賀が沼ぬま美埜里は朗らかな笑顔でそう言った。

　見た目は僕が最後に会ったときと変わらない。いや。服装は革製らしき黒い身体にぴったりした、水着のような代しろ物もの──いわゆるボンデージとかビザール系とかいわれるものに変わっているけれど、その容姿そのものは僕がよく見知っている彼女のものだった。

　ぶっちゃけ、すごく似合っているというか、反則気味にエロい。

　いや、それはさておき……

「私と手を組みなさい。そうすれば世界の半分をあげるわ」

「…………」

「もちろん、このままでは君に勝ち目がないのは分かっているわね？　君は今、私を倒すのに必要な絶対武器──破邪聖剣〈ノンケソード〉を持っていない」

　そう。確かにその通りだ。今の僕は武器を持っていない。

　しかし……

「私の片腕になりなさい。君にはその資格があるわ」

　とむしろ優しい笑みを浮かべて美み埜の里りさんは言った。

　今の僕に選択の余地はない。そう言いたげだった。

　そう。その通りだ。

　だから僕は──

「騙だまされませんよ、美埜里さん」

「……そう？」

「くれるったって、どうせ『世界の半分』って名前の椅子とかでしょ！　そんでもっていろいろ壊れちゃった挙げ句に、半裸に覆面かぶって俺は王様だぞォーとか、ぶれいものー、とか言って馬鹿笑いするんだ！」

「……ばれたか」

　と眉をひそめて美埜里さんは言った。

　正直、危ないところだった。『世界の半分』なんてベタなこと言われたから、僕は我に返ることができたけれど。『この胸を心ゆくまで揉もませてやろう』とか言われていたら、ついうっかり頷うなずいてしまっていたかもしれない……！

　あ。いや。真面目にやります。すんません。

「だいたい、美埜里さんの支配する世界って男は男としか結婚できないとかそういうのでしょう。早々に滅亡しちゃうじゃないですか！」

　そんなの半分もらってもしょうがない。

「ああ、大丈夫大丈夫。『パタリ●』でもマラ●ヒ、バンコ●ンの子供産んでたじゃん」

「いや。そんな稀き少しよう例れい出されても」

「やおい穴は万能よ」

「そんな仮想器官はないってば！」

「むー……細かいことにいちいちこだわるわね」

「細かいかなあ」

「交渉決裂ね。かくなるうえは──もう容赦はしないわよ」

　びしりと僕を指さしながら美み埜の里りさんは言った。

「もともとしてませんでしたよね!?」

　どう考えても、普通の人間がさっきの怪物とかと出会ったらその場でジ・エンドだ。

「うるさいわね。いくわよ！」

「のぞむところです！」

　身構える美埜里さんと、それに応じてやはり身構える僕。

　彼女の全身から腐臭のようにじわりと闇の気配が滲にじみ出だし、僕の身体から放射される光の気配と拮きつ抗こうする。今、光と闇の最終決戦ハルマゲドンが始まるのだ。

　そして──
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「美埜里さん、かくご！」

　そう呟つぶやいた僕の後頭部に、ごつりと拳骨が食い込んだのは次の瞬間だった。

「ぐあっ……痛い！　頭が割れるように痛い！」

　魔王の攻撃！

　慎しん一いちは99のダメージを喰くらった！

「薬草、薬草を飲まないと！　救急スプレーでもいいけど！」

「何をぶつぶつ言ってるの」

「……はっ!?」

　僕は目を瞬しばたたかせて振り返る。

　そこにいたのは──

「暗黒と腐敗の力を操る魔王!?」

「誰がよ？」

　そこには、いつもの格好の美埜里さんが腕を組んで立って、僕を見下ろしていた。

　もちろん、ボンデージでもビザールでもなくて、タンクトップに自衛隊の野戦服のズボンという格好である。残念。

　いやまあこの人の場合、充分タンクトップでもエロいというか、タンクトップの端からブラがちらちら見えて、実に──いやまあ、それはまあさておき。

「膝抱えて壁に向かってぶつぶつ言い始めたから、いよいよ壊れたのかと思ったわよ」

「いよいよって何ですか。壊れるのが既定路線みたいに」

　と僕は立ち上がりながら言った。

「だから何やってんの？」

「あ、いや、ちょっと現実逃避を」

「……わりと事態は切迫しているみたいだから、そういうのはまた今度にしてくれない？」

　と──周囲を気遣ってか、小声でそう言ってから、美み埜の里りさんは溜ため息いきをつく。

　でもって……

「シンイチ様……？」

　宝石みたいな薄紫の目で、気遣わしげに僕を見つめているのは、亜麻色の髪の間からエルフの尖とがり耳を生やした可愛いメイドさんだった。いや。今はメイド服着てないけども。

　ミュセル・フォアラン。

　僕らの屋敷に勤めてくれているハーフエルフのメイドさんである。ちなみにそのすぐ後ろには彼女そっくりの顔立ちをした、しかし明らかに物腰というか雰囲気が違う女性が立っている。ミュセルのお母さんであるファルメル・フォグロンさんだった。

「大丈夫ですか……？」

「あ、ああ、うん、大丈夫大丈夫」

　僕は笑顔を取り繕ってそう言った。

「急に壁向いて座り込んじゃうから、驚いたっすよ？」

　と言ってくるのは、獣耳に獣尾を備えた、闊かつ達たつそうな少女。彼女はいつも通りのだぶだぶズボンにチューブトップ、というおへそ丸出しスタイルで、健康的なエロチシズムを常時散布中。

　ウェアウルフのエルビア・ハーナイマンである。

　こちらは僕らの会社──総合エンタメ商社〈アミュテック〉お抱えの絵師さんだ。もともとはバハイラム王国が送り込んだ密偵スパイだったわけだけれども。でもって彼女の隣には双子、いや三つ子の姉であるアマテナと、アマテナの部下のウェアタイガーのクラーラ・ベルバリスの姿もある。ちなみにこの二人は軍服をぴっちり着込んでいる。残念。

　……いやまあ、それはともかく。

「どうせ変な妄想でもして現実逃避してたんでしょう」

　と少し離れた壁際で呆あきれたように言うのは、長い黒髪と黒いゴスロリ系衣装が怖いくらいに似合っている美少女──ではなくて美少年。果てしなく美少女に見えるけど美少年。とにかく美少年。大事なことなので三回言ってみました。

　綾あや崎さき光流ヒカルさん。僕と同じ〈アミュテック〉の社員である。

　良くも悪くも頭のきれる人なので、僕の反応なんかお見通しらしい。

　まあ、ここまではよく見知った面メン子ツなのだけれども。

「覚悟は決まったか？」

　と問うてくるのは、あんまり馴な染じみのない相手だった。

　確か名前はテレジアって名乗ってたっけ。

　ぱっと見には人間そのもので、ミュセル達にも匹敵するくらいの美少女──なのだけれども、実は彼女は人間ではない。人形だ。その胸元に薄く発光する幾何学的な『部品』が埋まっていて、頭部の髪飾りとか手足の一部も何ヵ所か発光しているのが、薄衣を透かして見てとることができた。

　ずいぶんと昔に作られた自動人形──というより微細機械素材ナノマテリアルでできた女性型擬人機械ガイノイドらしい。

　でもって、彼女が語った事実と状況があまりにも衝撃的すぎて、僕はついつい現実逃避というか、妄想の世界に耽たん溺できしてしまったのである。

　とはいえ、いつまでもこうしていられないのは確かに美み埜の里りさんの言う通り。

　なにしろ──

「繰り返して言うぞ。お前なら反応炉の暴走を止められるはずだ」

　と両手を腰にあててテレジアが言った。

「反応炉……」

　彼女の背後に視線を移して──今、僕らがいる場所を改めて見回す。

　屋内、というより『穴蔵の中』といった方が印象は近いだろう。

　ここはバハイラムの兵達から〈竜の巣〉と呼ばれる遺跡であり、重要拠点だ。

　小高い丘の下にある地下施設。入ってすぐのこの辺りは、バハイラム軍が整えたようで、煉れん瓦がを積み上げて半球状の──ドームみたいな感じの空間になっている。広さはだいたい直径百メートル前後、ぎりぎり中でサッカーの試合ができるくらいだろうか。おそらく建築にはドワーフも関わっているのだろうけれど、この規模の地下施設を造っちゃうなんて、バハイラムの土木技術も侮れない。

　もっとも、僕らのそのすぐ足の下には、こんなドームなんて子供の遊びにしか思えないような、超技術の遺跡が眠っているわけだけれども。

　そしてテレジアはその管理人なんだとか。

　その管理人たる彼女が言うには、ここの最深部で、大型の反応炉が絶賛暴走中。これが完全に破綻した場合、国を幾つか巻き込む規模が吹っ飛ばされてしまうのだという。

　大惨事だ。もちろん、巻き込まれれば僕らも生きていられない。

　吹き飛ばされるのがバハイラムとエルダントだけだとしても、何万、何十万、いや、何百万という死傷者が出るだろう。

　いや──厳密に考えれば、それだけでは済まないかも。

（下手をするとこの世界が丸ごと滅びかねないんだよな……）

　たとえば……核戦争がもし起こった場合に『核の冬』が来る、という考え方がある。

　これは核兵器の放射能とは別に、その爆発や広範囲の延焼によって大気中に巻き上げられた灰や煙──つまり浮遊する微粒子のせいで、世界全体が数時間から数年間、日光が遮られてしまう状態をいう。要するにひどい曇りの日が、地球全体で延々──長ければ年単位で続くということだ。

　当然、植物はその多くが枯死してしまうだろうし、それを食料とする動物も餓えて死ぬだろう。気温もおそらく下がることから、これを『冬』と言っているわけだけど、とにかく、地球環境そのものが激変し、生物の大半が死滅を余儀なくされる──という。

　ここで問題なのは、あくまで『大規模な爆発によって巻き上げられた灰や煙』であって、これは核兵器でなくとも、同規模の爆発が生じれば同じことが起きるのは充分考えられる。

　やはり、単に数ヵ国が滅亡するだけじゃなく、この世界全体が滅びかねない。

　しかも……反応炉の暴走が最終的に破綻の状態に達するのは、そう遠い先のことではないのだという。

　ゆっくり妄想している場合ではないのだ。確かにその通り。

　しかし──

「だから、なんで僕なんですか」

　と我ながら情けない感じの声で、僕はそう問うた。

　世界を救う、といえば格好は良いのだけれど。

　どう考えても無理ゲーっぽい状況で、『世界を救えるのは君だけだ、頑張れ』とか言われても、途方に暮れるしかない。むしろ罰ゲームの類たぐいに見えてしまう。

　現実の僕は別に光の戦士でもなければチート設定プレイヤーでもないのだ。

　それこそ全身火だるまになったりしたら、転生とか無理で、ただただ死ぬしかない。

　なのに、どうして僕を名指しなのか。

　そもそも事の発端は、ミュセルの母親であるファルメルさんが、『カノウシンイチならばこの状況を打開できる』と未来予知しちゃったせいなのだけれど、いざ来てみたら、このテレジアという人形娘に『その通り』と太鼓判押されちゃった──とかそんな感じだ。

「お前しか反応炉に近づけないからだよ」

　何をいまさら、といった口調でテレジアが言ってくる。

「だから何を根拠に？」

　人形の──人間より遥はるかに頑丈であるはずのテレジアですら、反応炉には『近づけない』と言っているのだ。近づけば数秒で炎上──文字通りに──してしまい、作業どころではないのだという。だったら僕なんて即死だろうに。

「根拠も何も──」

　そう言ってテレジアは僕の方に近づいてくると、その白い手を伸ばして僕の顎に触れる。

「えっ……な、なにを……」

　いや。あの。近いんですけど。

　息が届くような距離で見つめられると、ちょっとどきっとする。相手が人形だとか、その中身はもともといい年の女性軍人だったらしいとか、そういうことが分かっていても、見た目は非の打ち所のない感じの美少女なので、まあ、これは仕方ないというか。

　しかもその指先が、そっと僕の顎からのど元を撫なでていく。

　それがエロい。実にエロい指使いだ。

　くすぐったいというか何というか、あ、駄目、とか思わず声が出ちゃいそう。

　……なんだかミュセル達の視線が痛い気がするけど、それはそれとして。

「これがあるからだよ」

「……あっ!?」

　ミュセル達が声を上げる。

「え？　なに？」

　対して僕は彼女らが何に驚いているのか分からない。

　しかし──

「慎しん一いち君、首元──っていうか胸の辺り！」

　と美み埜の里りさんが僕を指さして言ってくる。

「え？」

　僕は思わず、彼女の指し示すのに従い、顎を引いて自分の胸というか、鎖骨の辺りに無理矢理目を向けた。

　すると──

「……え？」

　まるで妄想の中の『勇者の紋章』のように。

「なにこれ!?」

　なまっちろい、典型的なインドア派の肌をした僕の首元に、何か紋章のような、回路のような、複雑な模様が描き込まれているのが見えた。もちろん、首を曲げるのにも限界があるので、僕に見えるのはその端っこだけなのだけれども。

　でも、こんなのいつの間に!?

　妄想の続き、じゃないよね!?
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　僕の名は加か納のう慎一。

　異世界初の総合エンタメ商社〈アミュテック〉の支配人だ。

　これはもともとオタクで自宅警備員だった僕を、異世界との交流──という名目で、その実、文化侵略──を推進したい日本政府が、〈アミュテック〉を任せるのに『都合の良い人材』として採用した結果だ。

　まあその後、日本政府の思惑を知った僕がいろいろ反抗したり、僕の代わり、というか後任として日本政府が綾あや崎さき光流ヒカルさんを送り込んできて一ひと悶もん着ちやくあったりと、まあ、いろいろあったけれども、おおむね僕の、異世界におけるオタク文化布教は順調だった。

　むしろ乾いた土が水をよく吸い込むように……エンタメ産業に乏しかったこの異世界では、僕が持ち込んだもろもろの作品は猛烈な勢いで広まり、オタク文化そのものが瞬く間に根付いていった。

　気がつけば……同人誌を創る者が出てくるほどに。

　このままいけば、数年後にはそれこそ、異世界初の同人誌即売会とかできるんじゃないだろうか、なんて僕が夢想するくらいだ。

　しかし……

　ここに来て、事態は急激に変わり始めた。

　僕が拠点として活動していた異世界の国家──神聖エルダント帝国の隣、バハイラム王国で何やら深刻な問題が発生したらしい。

　何でも第三王都にある〈竜の巣〉と呼ばれる施設、そこを中心に地震やら大規模火災やらが生じ、第三王都そのものが壊滅状態に陥ったという。

　でもってうちのメイドさんであるミュセルの母親、ファルメルさんがその現場にいて巻き込まれ、彼女が持つ独特の魔法──というより能力『先さき見みの力』で、この大災害がこれ以上広がるのを止められるのは、僕だけだと知り、これまたその場にいたバハイラムの軍人にしてエルビアの姉、アマテナと、その部下クラーラに、僕を第三王都まで連れてきてくれと頼んだのだ。

　結果──ファルメルさんを救うため、そして第三王都を救ってくれというアマテナ達の頼みもあって、僕は皆と一緒にバハイラムまでやってきたのだけれど。

　そこで、僕らは野生のドラゴンや、裸のウェアウルフやウェアタイガー達に襲われ、分断されてしまう。

　苦労して何とか〈竜の巣〉で合流、ファルメルさん達とも会えたのは良いのだけれど、そこで僕は、〈竜の巣〉本来の管理人──人形少女であるテレジアから、この事態の真相と、この世界そのものの秘密を聞かされることになった。

　すなわち──

　この世界に存在するエルフだのドワーフだのウェアウルフだのリザードマンだの……亜人種と呼ばれる人達はもともと、遺伝子工学の末に作り出された存在、すなわちＢＯＵ──バイオニック・オーガノイド・ユニットであり、この世界における魔法と呼ばれているものは、大気中に散布されたマイクロマシンによって引き起こされているものであるということを。

　ちなみにこのマイクロマシン、こちらでは精霊と呼ばれているらしい。

　でもって──〈竜の巣〉とは、かつての超文明が遺した遺跡であり、ドラゴンと呼ばれる生物もまた、ＢＯＵの一種で、〈竜の巣〉はそうしたＢＯＵの生産工場であったのだ。

　要するにバハイラムは、そうした過去の超文明の遺跡を発掘し、これを都合良く利用した挙げ句に、制御に失敗してしまった。

　その結果が──この〈竜の巣〉の奥底に眠る反応炉の暴走なのだという。

　迷惑な話だ。

　だけどいちばんの問題は、そこじゃない。

　驚いたことに、テレジアの話には、僕がよく知っている単語が幾つも出てきた。

　アメリカとか中国とか。

　そう。この世界における『過去の超文明』とは僕らの世界の未来の姿だった。

　すなわち、この異世界は──僕らが異世界だと思っていたこの世界は、僕らの世界の遥はるかな未来の姿だったのだ。

　もちろん、厳密に考えれば僕らの世界の延長にこの異世界があるのかどうかは分からない。たとえばこの世界の過去がたまたま、僕らの世界と似た国家名や技術を備えていた平行世界パラレル・ワールドである可能性も残っている。

　時間とは必ずしも一本の線で表せるものではなくて、時に、さまざまに分岐し、類似の、しかし明確に異なる世界を生み出す──なんて考え方は、ＳＦではお馴な染じみだ。

　ともあれ、ファンタジーそのまんまだと思っていたこの異世界は、一皮剝けば、ＳＦ要素が潜んでいたということである。まあ漫画やアニメやゲームではよくある話なのだけれど、まさか自分が実際にそういう世界に行って、しかもその世界の真実というのが暴かれる現場に居合わせることになるとは思ってもみなかった。

　ともあれ──
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　我がバハイラム王国は、強固な結束力を誇る王制国家だ。

　しばしば他国と比較して『国民個人の自由が少ない』『全体主義だ』などという批判に晒さらされることがあるが、これは事実であると同時に、的外れな意見と言わざるを得ない。

　国家の存在があってこそ、国民は安定して豊かな生活を送れるのだ。

　国家がなければ法もなく、法がなければ、治安もない。ゆえにこそまず大切なのは国家が国家として存在し健全に稼働することであって、国民の自由などというものは国家の存在そのものよりも優先度は低い。当然ながら国家が健全に稼働するためには、国民の自由を制限することもやむを得ない。

　その意味で、我がバハイラム王国は非常に優秀な国家だと言える。

　父王様を頂点として、その下にすべての臣民は平等となり、それぞれの役割を果たして国家を支える。それが我が国の基本の体制だ。臣民は国家の健全な稼働を第一の目的と考え、そのために働き、励み、奉仕する。

　理想的な国家の形と言えるだろう。

　だが……

「──だからあれはエルダントの奴らが仕掛けたことだ！」

　机を叩たたいて〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の隊長はそう喚わめいた。

　第三王都から鱗うろこ車ぐるまで半日程度離れた場所に設置された──我が軍の野営地。

　ここには今、大小百を超える天蓋テントが並んでいる。

　もともとその大半が遊牧民だったバハイラムにおいては、騎き蜥蜴とかげの乗り方と、野営用の天蓋の張り方は子供でも知っている。物心つくと親が教えるのが伝統になっており、国民の誰もが呼吸するかのようにその作業をこなせる。軍人ならばさらに上手く素早くそれが可能だ。

　だからこそ、我が軍の動きは速い。

　第三王都において問題が発生してからわずか四日。

　我が軍は緊急召集された部隊を展開させ、第三王都奪還の計画を立てていた。そして詳細な状況を知るために、ひときわ大きな将軍用の天蓋テントに、〈墓守隊〉の生き残りが呼ばれたのである。

〈墓守隊〉は、第三王都の最重要施設とも言うべき〈竜の巣〉を守る特別部隊だ。

　基本的に父王閣下の直属であり、独立性が高い。彼らが普段、何をしているかは、父王閣下と、後は数名の大将軍しか知らない。だからこそ普段の彼らの振る舞いは傲ごう岸がん不ふ遜そんであり、同じ軍人でも彼らをあまり良く思っていない者は多い。

　第三王都奪還部隊を指揮する将軍や、その腹心達──私、すなわちジジレア・ハーナイマンを含めた数名──も同様だった。

「具体的に、何を、どう仕掛けてきたのだというのかね？」

〈墓守隊〉隊長の正面に座る将軍が目を細めて問う。

「少なくとも我々は、エルダントの動きを捉えていないが？」

「それは、少数の──部隊で、おそらく、その、破壊工作を……」

　とたん、〈墓守隊〉の隊長は言葉を濁す。

「おそらく？　おそらくと言ったかね？」

「いや、それは」

「君はおそらくといったな」

　覆い被かぶせるように将軍は言い、確認するかのように私達部下を一いち瞥べつする。私達はただ無言で頷うなずいて見せた。

「つまり推測混じりというわけだ」

「違う、それは──」

「エルダントの攻撃ではなく、君達が何か失敗したのではないかね？」

「違う、断じて違う、我々はあの日も、いつも通りに、計画表に従って──」

「だから……」

　将軍はわずかに身を乗り出して言った。

「そもそも君達の存在そのものが失敗だったのではないのか、という話だよ」

「な……なんだと？」

「あの〈竜の巣〉がいったい、何なのか、誰が何のために造ったものなのか、実のところ、分かっている者は誰もいない。誰も、ね。だから多くの者は迂う闊かつにアレに触るのを良しとはしなかったのだ」

「馬鹿な、何を言っている!?」

〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の隊長は激げき昂こうして喚わめいた。

　将軍が、今回の一件について喋しやべっているのではなく、〈墓守隊〉の存在そのものの是非を語っているのだということに気がついたのだろう。

「いかに将軍とはいえ、無礼にもほどがある！　我らは父王閣下直属の〈墓守隊〉だぞ！　〈竜の巣〉を掘り起こし、研究し、その利用方法を我々が日夜解明しているからこそ、傀く儡ぐつ竜りゆうをはじめとして我が国の軍事力は──」

「傀儡竜の成功で調子に乗って、ろくに調べもせぬまま、より深くまで掘り起こしていったのではないのかね？　墓守どころか墓荒らしだよ、君達は」

「なっ……」

「いや、私から見れば、君達は、使い方もよく知らぬままに刃物で遊んでいる子供だな。いつかやらかすのではないかと思っていたが」

　そう言って将軍は溜ため息いきをついた。

「本当、たいへんな粗相をしてくれたものだ」

「…………」

〈墓守隊〉の隊長は喘あえぐように口を開け閉めしていたが、言葉は出てこなかった。

　将軍が、自分達の話など最初から信じるつもりがないのだと分かったのだろう。

　我がバハイラムにおいては、前述の通り、国家が健全に稼働することが何よりも最優先になる。そのためには個人の都合などさして重要視はされない。だが長くこの体制が続けば続くほど、国家への奉仕よりも、保身や──さらには、己の地位の向上、財産の充実を優先する愚か者が出てくる。

〈墓守隊アンダーテイカーズ〉にそうした不心得者が多いというのは、我々の間ではよく知られた話だ。

　特別扱いされる者は、当然のように増長する。

　そういうものだ。甚はなはだ情けない話ではあるが。

　ただ──

「──まあ、いい」

　鷹おう揚ように頷うなずいて見せながら、将軍は言った。

「原因がどこにあろうと、第三王都が現在、我々の支配下にないことは事実だ。これはひどい失態であり、大問題だ。速やかに我らは第三王都を奪還せねばならない。だが──」

　ここで将軍は初めて笑顔を見せた。

　押しと引き。我が上司はこの使い方をよく心得ておられる。

「我々としても、君達の尻ぬぐいというのはいささか、気が引ける」

「なに……？」

「ここは是が非でも、エルダントの仕業ということにしておかねばつまらんだろう」

「…………」

「我々はエルダントと戦うのだ。先にエルダントが手を出してきたのなら、我々が連中と交戦するための大義名分は立つ。だからな、君達にはもう少し、きっちりと『エルダント』にやられたのだとする筋書きを立ててもらわねば困る」

　ここしばらく、我が国とエルダント帝国との間では、小競り合いが続いているが、規模の大きな会戦は発生していない。そのことに不満を抱いている軍人も多く──我が将軍もその一人だった。

　戦場に立ち、一人でも多く敵兵を殺してこそ、軍人の誉れ。

　だからこそ是が非でも大会戦をするための口実がほしい──というのが将軍の本音だ。

　そしてそのために、第三王都の問題は、エルダント帝国の仕業であるという説を、〈墓守隊〉にはきちんと主張してもらわねばならない。責任逃れのための、細部のいい加減な口から出任せではなく──だ。

「もう少し君は説得力というものを考えなさい」

　将軍は〈墓守隊〉の隊長にそう告げると、私達に目を向けて言った。

「プリスケン。他の〈墓守隊〉や脱出してきた住民から、できるだけ詳細に第三王都の状態を聞き出せ。特に〈墓守隊〉の兵には、どういう経路で脱出してきたか、地図と照らし合わせて精密に通行可能な道を確定しろ」

「御意」

「ハーナイマン。お前はそこの隊長が、もう少しもっともらしい『筋書き』を作るのを手伝ってやれ。その後は第十隊を率いて特別任務にあたれ」

「御意」

　と私も頷うなずく。

「プリスケン、情報確定後は第七、第八隊を先遣隊として派遣、情報の精度の確認を。その後、後続と合流して進軍」

「御意」

「他の者は兵と蜥蜴とかげの状態を確認、第一隊から第六隊までは、いつでも進軍できる状態で待機。第七、第八隊の報を待って三方向から同時侵攻し、本当にエルダントの奴らがいた場合はこれを蹴散らせ。万が一にいたとしても少数の部隊だ、単純な包囲と力押しで問題あるまいよ」

「御意」

　と私以外の腹心達が頷く。

「では諸君、今一つ気乗りのしない仕事だが、後々の戦場を夢見て、励みたまえ」

　そう言って──締めくくるように将軍は、ぱんぱんと手を叩たたく。

　我々が将軍同様の笑みを浮かべて一斉に立ち上がるその様を──〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の隊長だけが、呆ほうけたような顔で見つめていた。
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「反応炉の暴走を止められるのはお前だけだ」

　とテレジアは繰り返しそう言った。

　意味が分からない。

　こっちも繰り返すけど、僕は肉体的にも知識的にも凡人に過ぎない。強しいて言えばオタク知識は人並み以上という自負はあるけど、そんなもの、現実の機械の暴走を前にして役に立つとも思えないし。

　しかも──

「……なにこれ？」

　そして彼女が触れた僕の胸──というか鎖骨の間辺りに、うっすらと光る模様みたいなのが浮かび上がっている。いや。それは模様というより……

「バーコード？」

　と美み埜の里りさんが眉をひそめて呟つぶやく。

　そう。それはバーコード、というか、携帯やらスマートフォン関係の雑誌や広告でよく見るＱＲコード──あの白黒で四角くてぎざぎざの、初期のファミコングラフィックみたいなアレ──によく似ていた。

「三次元コードだな」

　と説明してくれるのはテレジアだ。

「正確にはＭＭ顔料による入タれト墨ウの一種だが。普段は見えない──というか、簡単に複写されても困るからな、権限を持った者や特定の機材で証明要請をしなければ見えねーようになってる」

「はぁ……」

　そんなこと言われても、何が何やら。

　いつの間にこんなものが僕の身体に刻印されていたのか。ＭＭってマイクロマシンのことだろうか。だとすると──

「お前、ＰＤＷＳ使ったろ？」

　とテレジアが僕の顔を覗のぞき込みながら問うてくる。

「ＰＤＷＳ？」

「鎧よろいっつーか、なんつうか。このコード見る限りじゃ試作型の〈アイアン・クラブ〉Ｆ型か。よく男があんなもん着けようって気になったな。いくら緊急モードがあるとはいえ」

「鎧って──まさか」

　ここ最近で、というか異世界に来てから僕が着けたことのある鎧、というかそれに類似のものといえば──

「「『禁忌の鎧』!?」」

　僕と美み埜の里りさんの声が重なった。

「ああ？　ＢＯＵの連中にはそう呼ばれてんのか？」

「あ、うん、たぶん──そう」

　僕は屋敷で起こった『禁忌の鎧』絡みのドタバタを思い出しながら頷うなずいた。

「勝手に頭の中のこと喋しやべったり、本音が抑えられなくなったりとかで、いろいろ厄介だったから……」

　だから『禁忌』なんて名が冠された。

　思ってることをそのまんま口に出しちゃうので、何というか、意味もなく喧けん嘩かを誘発しちゃうのである。気遣いがいっさいできなくなるというか。で、かつてアレを使った人達は、そうしたいざこざが原因で、街が一つ滅んじゃったとか。

「支援ＡＩのレベルを下げてなかったからだろ」

　と呆あきれた様子でテレジアが言ってくる。

「支援ＡＩって……あの」

　確か『禁忌の鎧』を装着すると、誰かが頭の中に話し掛けてくるような感覚があったけれども。あれがそうか。そういえば美埜里さんが『経験の浅い兵士が混乱することなく戦場で友軍と意思疎通し、適切な行動がとれるよう、鎧が喋らせたりしているのではないか』なんて言っていたけれども。そのものドンピシャだったらしい。

　確かに危機的状況でテンパっているときとか、言葉が出てこない、なんてのは僕も経験があるけれども。だからって鎧がこっちを操って勝手に喋らせるとか、余計なお世話も甚はなはだしい感じだった。

「まあ支援ＡＩに関しては、開発当初もいろいろ問題視されてはいたけどな」

　とテレジアは肩を竦すくめる。

　どうもさきほどから見ていると、この人形少女、仕草が妙に大雑把で人間くさい。喋り方もやたら乱暴なんだけど、これはどうやらもともとが──今現在搭載されている人格が、実際にかつて存在した女性軍人のものをそのまま使っているかららしい。

　僕は何となくだけど、髪を短く刈り込んで、筋肉ムキムキの身体にタンクトップとアーミーパンツ着てるような……それこそジェームズ・キャメ●ン監督の映画に脇役としてよく出てくる、タフな女性兵士の姿が透けて見えるような気がした。

　まあ今現在の見た目は、可か憐れんな少女なのだけれども。

「ともあれ、ソレだ」

　とテレジアは改めて僕の胸の模様──もといコードを指さして言った。

「ＰＤＷＳの基本仕様はとにもかくにも防御性能重視だ。特に〈アイアン・クラブ〉は記録を見る限り、力場防御に特化している分、パワーが続く限りはたいていの環境で問題なく活動できる。溶岩の中に潜ることだって理論上はできるはずだ」

「…………それってつまり」

　嫌な予感を覚えつつも僕はテレジアを促す。

「ＰＤＷＳを着用して、反応炉の制御機構がある区画に行ってほしいんだよ。で、制御機構を操作して反応炉を止める。制御機構は反応炉施設の要かなめで、それこそＰＤＷＳ以上に何重にも防御が施されてるから、まだ動く──というか、こっちの操作を受け付けるはずだ」

　そう言ってテレジアは、手近な壁に手をかざす。

　すると──どういう理屈か、まるでその壁にプロジェクタか何かで画像投影しているみたいに、この〈竜の巣〉最深部、つまりは反応炉とその制御機構がある区画の見取り図らしきものが浮かび上がった。

「操作そのものは、緊急停止機構を動かすだけだ」

　彼女がそう言うと、見取り図の上にさらに一枚、写真のようなものが映し出される。

　直径五十センチほどの、斜めに切りおとされた円柱みたいなのの上に、小さめのレバーが幾つか。これがどうやら緊急停止機構、らしいのだけれど。

「ぶっちゃけ、この端っこのレバーを一つ降ろすだけで済む。難しいことは何もねえよ」

「いや、それはいいんだけど……」

「なんだよ」

　とテレジアは半目になって僕を睨にらむ。

　僕は──おっかなびっくり、といった口調で言った。

「あの……その『禁忌の鎧よろい』……ＰＤＷＳだっけ？　今……手元にないんだけど……」

「はぁ？」

　何言ってんだこいつ!?　みたいな調子でテレジアが声を上げる。

「だから、その、反応炉を止めたいのは山々なんだけどね……？　エルダントのお城の中に──隣の国の首都に保管されてて、ここにはないんだよ」

「…………」

　テレジアは僕をしばらく睨んでいたけれど。

『コノすっとこどっこいの言ってるのは本当か？』とでも言わんばかりの表情で、美み埜の里りさんと、そしてミュセル、エルビア、光流ヒカルさん、アマテナ、クラーラ、ファルメルさんを順に眺めていく。

　ちなみに……僕達はさきほどから、日本語で会話している。

　なのでテレジアの言葉が分かっているのは僕と美埜里さんと光流さんだけで、こっちの世界出身の皆には、会話の内容がよく分からないだろう。アマテナとクラーラ、ファルメルさんは、まったく日本語ができないのでもちろんだけど、わりと流りゆう暢ちように日本語を操るミュセルや、カタコトながら少しは日本語を喋しやべれるエルビアも、きょとんとした顔をしていた。

　まあ、テレジアの言葉には専門用語っぽいものも多いしね。

　一応、僕の言葉は魔章指輪で通訳されているようだけど──

「『禁忌の鎧』はここにはないって慎しん一いちさんが説明したんです。で、それは本当かとこの人が聞いてます」

　と解説してくれるのは、光流ヒカルさんだ。

　そもそも『禁忌の鎧』のことを知らない人達はやっぱりきょとんとしていたが、ミュセルとエルビアは何度もテレジアに頷うなずいて見せた。

「というわけで本当よ。ここにそのＰＤＷＳはないわ」

「──本リ当アかリよー？」

　駄目押しするように言った美み埜の里りさんの言葉に、テレジアは呆あつ気けにとられたような表情でそう言い──

「畜生ジーザス!?」

　頭上を振り仰いでそう言うと、近くの壁を握り拳で殴った。
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　第七、第八隊による偵察は問題なく終わり──我々は第三王都奪還の本作戦を実行に移すことになった。

「第一から第六隊は、〈墓守隊アンダーテイカーズ〉と共に三方向から第三王都に侵入する。第七隊は第一、第二隊と合流後、北側から、第八隊は第三、第四隊と合流後、東からだ」

　将軍は天蓋テントの周囲に整列した兵士達を見回しながらそう告げた。

「〈墓守隊〉の諸君は、道案内をよろしく頼む」

「ま、任せてくれ！」

　と勢い込んで頷くのは〈墓守隊〉の隊長である。

　バハイラムでも屈指の重要施設の責任者としてその管理と防衛を任されながら、おめおめと逃げ出してきた彼は、この奪還作戦でそれなりの功を立てねば間違いなく父王様直々の[image: ]責が待っている。良くて処刑、悪ければ一族郎党根絶やしだろう。

　とりあえず『道案内』などと言われてはいるが、本作戦はいわば攻城戦に近く──事実上、最前列での進軍となると、『盾』、いや『踏み台』代わりの扱いであるが、そのことにあの隊長が気付いているのか否か。どちらかというと兵士ではなく官吏、あるいは学者としての側面が強いため、実戦に出た経験もないようなので、おそらく自分達がどう扱われているのかは分かっていまい。

　だが私としては、あまり同情心を感じない。

　今のバハイラムの成長を妨げているのは、ああいう、無能なくせに保身にだけは熱心な連中である。機会があればさっさと表舞台から──場合によってはこの世から、退場していただくのが我が国のためとも言える。

「出撃！」

　細かな指示が一通り将軍から下された後、第一から第六隊は整然と進軍を開始した。

　兵士達の足音が、騎き蜥蜴とかげの足音が、そして鱗うろこ車ぐるまの車輪の音が、渾こん然ぜん一いつ体たいとなって地鳴りのように響く。わずかな土煙を足元にまとわりつかせながら、総勢一万の兵士達は悠々と、堂々と、我らが第三王都へと向かっていく。

　北、南、そして東、三方向から第三王都を同時侵攻する──そのために。

　その姿を見送りながら……

「──将軍」

　私の同僚、第九隊を指揮する男が将軍を振り返った。

「では、我らも」

「うむ。急げ」

「御意」

　将軍が頷うなずくのを確認すると、第九隊の指揮官は大きな天幕の一つに走って行く。

　他の天幕と色が違うそこには、通常の兵士ではなく、特別に引き入れた連中──特殊兵力とも言うべき連中がいる。天蓋テントからしばらく出ないようにと告げたうえ、〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の連中には彼らの存在を知らせてはいないので、その『特殊兵力』がどういうものかは、〈墓守隊〉の連中は知らないだろう。当然──彼らを用いた作戦がどういうものになるのかも。

　つまり……

「──やれやれ。ようやく出番かい」

　そう言って天蓋から姿を現したのは、我が国の兵ではなく……もともとは建築関係で他国から招しよう聘へいされたドワーフの一隊だった。その数はおよそ二十人。単純な戦力という意味ならば、彼らはさして役には立たない。そもそも彼らは工兵であって、最前線で敵と斬り結ぶようなことはない。

　しかし──

「ようやくだ。存分に働いてもらうぞ」

　第九隊の指揮官がそう告げる。

「それは良いがな。我らだけでは長い坑道を掘ることはできんぞ。土砂を運び出すのに人手が要る」

「それは第九隊の兵、千人が担当する。お前達は存分に穴を掘ってくれればそれでよい」

「了解だ、野郎ども、杯を置け、仕事の時間だぞ！」

　頭目格のドワーフがそう叫ぶと、他のドワーフ達も鬨ときの声こえを上げ、第九隊の隊長の後をついて歩き始める。掘り始めに適した地点は私の第十隊が偵察の際に目星をつけているので、まずはそこに向かう手て筈はずになっていた。

　土を扱うことに関しては、彼らの右に出る者はいない。

　彼らの魔法は土や鉱物関係に特化している部分があり、また彼ら自身がその短たん軀くに比して異常なほどに力が強いので、こうした坑道造りには適している。というより、短時間で長い坑道を掘り進むなど、彼らにしかできない作業だ。

　つまり……

「将軍。では私も」

「うむ」

　上官に挨拶をして私も歩き始める。

　私の指揮する第十隊はドワーフ達ほどではないにせよ、やや、特殊で通常戦力とは異なる。偵察や暗殺、破壊工作に特化した部隊であるため、その出番はたいてい、作戦における最初と最後だ。今回でいえば、ドワーフ達が掘った穴を通って最初に『現場』に侵入し、偵察するのが、我が隊の役目だった。

　そして偵察や侵入に適した人材が我が隊にはいる。

　彼らにまた働いてもらうことになるだろう。

　…………そう。

　つまり、そういうことだ。

〈墓守隊アンダーテイカーズ〉は、そして彼らに随伴する第一から第八隊は敵の目を引き付けるための囮おとり、つまりは陽動役なのだ。

　所属不明の兵力や、野生のドラゴンが徘はい徊かいする地上を馬鹿正直に進軍して攻めても、間違いなく被害が出るばかりで効果を上げるのは難しい。

　だからこそ巨体のドラゴンが侵入しにくい地下から、密かに、我らの主力は〈竜の巣〉に侵入し、第三王都最重要施設を奪還した後、地上の第一から第八隊と共に『内外』から挟撃する。

　これが我々の作戦の骨子だった。
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　…………ええと。

　とりあえず分かったことをまとめてみよう。

　バハイラム王国が掘り起こした過去の遺跡──〈竜の巣〉

　これは実は超科学の産物で、その最深部には、この世界を丸ごと滅ぼしかねない出力の反応炉がある。

　ちなみにこの反応炉、対つい消しよう滅めつ式……つまりは反物質とか鏡像物質とか呼ばれる代しろ物ものを使った形式で、原子炉よりもさらに進んだ代物だ。少なくとも放射能漏れとかそういうのは基本的に心配しなくて良いのだとか。結構なことである。

　ただ──これが、バハイラム王国の人達によって好き勝手に弄いじり回された挙げ句に、制御装置の一部が機能異常を起こして、暴走中。

　つまりそれは、世界滅亡、もしくはそれに匹敵する大災害が秒読み段階に入っちゃったことを意味する。

　これを停めるためには、反応炉のある最深部、具体的には地下七階にまで降りていって、手動で緊急停止装置を操作しなければならない。

　しかし、この最深部が、暴走する反応炉の熱で灼しやく熱ねつ地獄状態。ざっと計測した限りでは三百度を超えているとか。当然、生身の人間が降りていけば呼吸するだけで肺を焼かれて即死だ。

　ちなみにテレジアによると、制御装置を動かすにも『権限』が要るそうで──純然たる人間でないと操作できない。反応炉は重要施設だからだ。

　その意味では同じ『禁忌の鎧よろい』を装着した経験があっても、ミュセルやエルビアでは反応炉を止めることはできない。この場にはいないけれど、たぶん、人間であるペトラルカであれば操作はできただろう。しかし、皇帝たる彼女が、そんな危険な現場に出てくる事は無い──というか、皆が止めるはずだ。

　ミュセルの母親で予知能力持ちのファルメルさんが『カノウシンイチならばこの事態を解決できる』と言ったのは、こういうことだったのだ。

　ここまでは分かった。理解した。納得もした。

　けれども──

「どうしよう？」

　僕は皆を見回し、そして最後にもう一度テレジアに目を向けた。

　ここに『禁忌の鎧』は──テレジアが言うところのＰＤＷＳは、ない。

　でもってＰＤＷＳでしか問題の制御区画に入れないというのならば、保管してあるエルダント城まで行って、とってくるしかないのだけれど……

「反応炉が完全にもう制御できなくなるまで──何もかもが手遅れになるまで、あとどれくらいなの？」

　と美み埜の里りさんが尋ねる。

「そうだな、二十五時間といったところか」

「……って一日と少し!?」

　テレジアの答えに僕は驚いた。

　もうほとんど時間がない。少なくとも取りに戻って、事情をペトラルカ達に説明して、それから『禁忌の鎧』を保管場所から持ち出して──なんてことをやっていると、たぶん、とても間に合わない。

「ど、ど、どうしよう!?」

　もちろん、何もかも見なかったことにして逃げる──のも意味がない。

　たぶん、現状でとり得るいちばん早い移動手段、すなわち生物兵器の一種であるドラゴンに乗って逃げたとしても、爆発の影響圏から逃げられるかどうか。それに爆発から直接逃げ切ることができたとして、そのあとに来るであろう大規模環境の激変に、生き残れるかどうか。

　世界が丸ごと滅びかねないってときに、逃げても仕方がない。

　……というか。

　こっちの世界が丸ごと滅んだ場合、日本やその他、超空間通路の向こう側の世界には影響が出るんだろうか？　まあ今も蓋がされてるみたいだし、あんまり影響はないのかもしれない。

　それはともかく──

「……駄目だ」

　僕は唸うなるように言った。

　手詰まりだ。

　何とかして今すぐペトラルカ達に連絡がとれれば、あるいは、『禁忌の鎧よろい』を持ってきてもらえるかもしれないけれど、その手段が僕らにはない。

　一応、美み埜の里りさんは無線機を持ってきていたみたいだけど……最初に傀く儡ぐつ竜りゆうが撃墜された際、壊れてしまったのだとか。まあ壊れていなかったとしても、距離が距離なので、エルダントの自衛隊と連絡をとれたかどうかは怪しい。

「……っていうかさ？」

　僕はテレジアの方を振り返って問うた。

「そもそもここにそのＰＤＷＳはないの？　反応炉が暴走したときのために、非常用としてそういうのってあらかじめ設備の中に置かれてても──」

「もちろん、あったんだが、その保管施設が潰れてんだよ。地殻変動でな」

　と忌いま々いましげにテレジアは言った。

「作動してる限りはちょっとやそっとでＰＤＷＳは壊れたりはしねえがな。保管状態だと防御力場がないからな。普通の機械と変わらねえよ」

「じゃあ、えっと、その……テレジアさん本人も人間よりは耐久性あるんだよね？」

　サイボーグ、というより、人間の人格を移植したアンドロイド、というのが正しいみたいだけれども。テレジアはこの人形の筐きよう体たいのことをアバターと言って──…………

　…………

　アバター……？

「もちろんあるけどな。ＰＤＷＳほどじゃねえんだよ。もともと戦闘用ですらねえからな。さすがに摂氏三百度とかになると、こんな華きや奢しやな筐体じゃどうにもならねえ。紙や木が自然発火する温度だぞ？」

「…………」

「だいたい──っておい？　聞いてるか？」

　テレジアは怪け訝げんそうな表情を浮かべて僕の顔を覗のぞき込んでくる。

　けれども僕は──

「光流ヒカルさん！」

「え、はい？」

　唐突に僕に名を呼ばれて、光流さんは目を瞬しばたたかせて首を傾かしげた。

「な、なんです？」

「そうだよ、光流さんだよ！」

　僕は自分の思いつきに興奮しながら言った。

「今の光流ヒカルさんは、テレジアさんと同じアバターなんだよね？」

「それは、そうですけど」

　と若干、気け圧おされたように首を竦すくめながら光流さんは言った。

　そう。今、ここにいる光流さんは、本人じゃない。

　以前、ドワーフの地下工房の拡張工事の際に出てきた出土品、これを身につけてみたところ、同じく出土品であるスライムみたいな物質からできあがった、人形なのだ。テレジアの言葉が正しいのなら、あのスライムみたいな物質が微細機械素材ナノマテリアルだったのだろう。

　目立った危険はないらしいということで、それからも光流さんは懲りることなく、ちょくちょくこの人形を使っていたらしい。人間の身体よりも力が強くて頑丈で、そのくせ柔軟性が高いってことで、いろいろ便利だから、というのが彼の弁。

　ともあれ──

「まさか、このアバターを使い捨てて、無理矢理私に制御区画に行けと？」

「そうじゃない、それで反応炉の停止装置を操作できるんなら、僕らにどうこう言う前にテレジアが自分でやってるよ！　そうじゃなくて──アバターとの接続を解除すれば、エルダントにいる光流さんの方に意識が戻るんだよね!?」

「……あ！」

　僕が言いたいことにようやく彼も気付いてくれたようだった。

「なるほど、それは──」

　美み埜の里りさんも感心した様子で頷うなずいている。

　そう。今の光流さんはアバター、つまり遠隔操作の人形に意識だけを載せてこの場にいる状態だ。この人形との接続を切れば、彼の意識はもともとの身体に戻る。

　そして光流さんの身体は今、エルダントの、僕らの屋敷にある。

　つまり──光流さんは、一瞬にしてエルダントに戻るのと同じことになるのだ。

　彼ならもちろん、ペトラルカ達とも顔見知りだし、『禁忌の鎧よろい』騒動についても知っているから、ペトラルカ達に事情を説明して『禁忌の鎧』をエルダント城の保管庫から借り出してくることも可能だろう。

「どういうことだ？」

「──私は今、アバターを使ってここにいるわけですが」

　首を傾かしげるテレジアに光流さんが自ら説明をする。

「私の本体というか、もともとの、生身の身体は『禁忌の鎧』が──ＰＤＷＳが置いてある場所の近くにいます。つまりアバターとの接続を切れば、ＰＤＷＳをここに持ってくるために往復せずとも、良いということになります」

「とはいえ、そう時間があるわけでもない──か」

　と美み埜の里りさんは眉をひそめながら言った。

「陛下やコルドバル卿きように事情を説明して、理解してもらって、それから『禁忌の鎧よろい』を保管庫から取り出して──それだけでもけっこう時間を食うわよ。こっちの人は『核の冬』とか知らないでしょうし……」

　確かに世界の危機と言われてもピンとこないかもしれない。

　僕らは直接的にその威力を体験していなくても、核兵器がどんな破壊力でどれだけ恐ろしい代しろ物ものなのかということを、数々の創作物で知っている。世界の危機なんて言葉、創作物の中でさんざん使われてきて、むしろ陳腐に思えるくらいだ。

　しかし──

「こっちに運んでくるとして、敵対国との国境を越えてくるわけでしょう。バハイラムはバハイラムで、この第三王都が大変な状態になっていることには気付いているでしょうから、当然、この機に乗じてエルダントが攻めてこないかって、警戒するはずだし。簡単にいくかどうか……」

「いえ。でもこのままだと私達も死ぬことに変わりはありませんし……やれるだけやってみましょう」

　光流ヒカルさんはそう言って──それから彼は僕の方に目を向けてきた。

「一度、接続を切るとしばらく繫つながらなくなるみたいですから、私がこっちに『戻って』来られるかどうか分からないですけど。このアバターをよろしくお願いします」

「あ……うん」

「それから慎しん一いちさん？」

　ふと何か思いついた様子で光流さんが首を傾かしげる。

「こっちは女性の身体だからって悪戯いたずらしたら駄目ですよ」

「しないよ!!」

　とんでもないことを言い出した光流さんに僕は悲鳴じみた声でそう言った。

「冗談ですよ。では時間が惜しいですね。行ってきます」

　光流さんは皆を見回してそう告げると──次の瞬間。

「…………」

　気絶するようにその場に倒れる。

「ヒカル様!?」

　慌てて近くにいたエルビアが彼のアバターを支えるけれど、それ以後、彼はぴくりとも動くことはなかった。

　もちろん、アバターがもともとのゲル状物質に戻るなんてこともなかったのだけれど、表情が全部消えたうえ、目も見開いたままで、なんというか……その、死体みたいでちょっと気持ち悪く思ったり。

　接続を切ったらしい。

　後は──上手く彼の意識が〈アミュテック〉の屋敷で目覚めたのかどうか、だ。

　でもって僕達にはそれを確認する術すべがない。

　つまり……

「彼を信じて待つしかないわね」

　美み埜の里りさんが一同の気持ちを代弁するように、そう言った。





第二章　ヨロイをヨロイを運ぶのだ！







　気がつけば、見慣れた屋敷の自室で私は天井を見上げていた。

「…………戻れた……」

　長い夢を見ていたかのような、そんな淡い倦けん怠たい感かんが身体に纏まとわり付いている。このまま改めて眠ってしまいたい誘惑に駆られたけれど、自分が何のために『戻って』きたのかを思いだし、私はベッドから飛び起きようとした。

　しかし……

「──え？」

　身体が動かない。

　首を動かして見てみると、家具の幾つかが折り重なるようにして私の上に被かぶさっているのが分かった。互いに微妙な均衡バランスで支え合うような形になっているので、身体が潰されるということがないのは幸いだけれど、足首や腰ががっちりとその隙間に塡はまり込んでいて、ベッドから出ることができないのだ。

　これはいったい、どういうことなのか。

　屋敷を出てバハイラムに出発する直前までは、部屋はこんな惨状ではなかったはずだ。

　まるで規模の大きな地震にあったかのよう──

「──反応炉のエネルギー放出！」

　私は、テレジアという人形娘が言っていたことを思い出した。

　バハイラムの連中が、迂う闊かつに弄いじり回して暴走させてしまったという反物質反応炉。

　初期の段階である種の安全装置が働いて、その過剰なエネルギーを幾つかの形で放出し、反応炉の機構そのものが破綻するのを防いだ──というか、先延ばしにしたらしい。放出されたエネルギーは施設の周囲にある地殻に伝わり、それらが地震を引き起こしたとか。

　おそらくその地震が……エルダント帝国にまで波及したのだろう。

　もともとエルダント帝国は地震の類たぐいがほとんど起きない。そういう土地だと私は聞いていた。だからこそエルダント帝国の建物のほとんどは耐震性をあまり考慮されていないし、家具を固定するなどという考え方もない。

　おかげで──地震が起きた際、家具が揃そろって倒れてきて、こんなありさまになったのだろう。

「……押しつぶされていなかったのは幸いだけれど」

　私は自分の想像にぞっとしながら呟つぶやいた。

　自分の本体の身体がもし潰されていたら──完全に死んでいたら、私はどうなっていたのだろうか。その時点で意識が消失して、アバターも『死ぬ』のか。それともアバターの中に意識が残り続けるのか。

　そういえばテレジアは、私と同種のアバターを使っているようだけれど、本人はとっくに死んでいるといっていたから──やはり意識だけがあの人形の身体に残るのか。

　いずれにせよ……

「まずい。なんとかしないと」

　とりあえず今すぐ死ぬというようなことはないみたいだけれど、ここでぼんやりと助けを待っていると、わざわざ接続を切って戻ってきた意味がない。時間的余裕はほとんどないのだ。ここは何とかして脱出し、城へと向かわねばならない。

「くっ……」

　私はとりあえず自由になる両腕でのしかかっている家具を退どけようとしたのだけれど、無駄に高級な──つまりは重く硬い木を使った家具は、私の腕では押しても引いてもびくともしない。しかも半分寝転んだ状態にあるので、余計に下半身が踏ん張れずに力が出ないのだ。

　アバターのときに比べると、私の本当の身体は、笑ってしまうくらいに非力だった。

「どうしたら……」

　私は焦った。これでは私に一いち縷るの望みを託してきた皆に申し訳が立たない。

　それこそ、漫画や小説ではここで都合良く近くに刃物か何かがあって、勇敢な登場人物は自分の足を切り落としてでも自由になって、目的を果たす──なんて場面をたまに見るけれども。手元にそんな刃物の類たぐいはないし、たとえあっても、さすがに自分の足を切りおとすような思い切りも私にはない。

　では、どうすれば良いのか。

　せめて梃て子こか何かの要領で家具を退けられはしないか。

　そう考えて私は周囲を見回して──

「──ぎ？」

「……あ」

　その子と目が合った。

　マーニャ、ではなくて、ええと、名前は何だったか。

　とにかくブルークとシェリスの子供の一人だ。たくさんいるので、名前を覚えるのはもとより、全員を見分けるのはかなり難しい。

　ともあれ、その子は不思議そうにベッドの脇で悪戦苦闘する私を眺めていたらしい。まだ幼い子供なので、私が何をしているのか、今ひとつ理解していないのだろう。

　しかし、確か成長の早いリザードマンの子は、一週間もすればそれなりに会話ができるはずだった。そのことを思い出した私は、できるだけ落ち着いた口調を取り繕って彼──だろうたぶん──に言った。

「えっと。お父さんとお母さん、呼んできてくれる？」

「うぎ？」

「ブルークさんとシェリスさん。呼んできて。ちょっと私は動けないから」

「わかた」

　こっくりと素直に頷うなずくと、リザードマンの子は意外に素早い動きで部屋を出て行った。

　もちろん、よく考えたらブルークやシェリスが屋敷にいるかどうか、あるいはあの二人が無事かどうかも分からないのだが……さすがに子供だけを屋敷に残して出掛けたりはしないだろうし、屋敷全体が崩れるような地震でもなかったようなので、彼らが怪我をしている可能性は低い。

　私が、祈るような気持ちで──基本、無宗教だが──三分ばかり待っていると。

「ヒカル様！」

　まずブルークが、そして次にシェリスと、マーニャと、さらに何人かの子供達が部屋に駆け込んできた。

「てっきり旦那様達とお出かけになったものと……！」

「ああ、出掛けたのは私の人形の方で──とにかくこれ、何とか退どけてもらえませんか。動けないんです」

「はい」

　一も二もなく頷いて、ブルークとシェリスは家具に手を掛けると──あっさりそれらを退けてしまった。そういえばテレジアの話によると、獣人はウェアウルフにせよ、リザードマンにせよ、戦闘用に作られた遺伝子操作生物なのだそうだけれど。だからこそ運動能力や筋力は私達の比ではないのだろう。

「ありがとう、助かりました」

　私はそう言って、自分の身体を確認。

　ベッドから降りようとして──

「──あ」

　かくん、とその場に膝をついてしまった。

　どうやら思った以上に強く足が圧迫されていたらしい。足の感覚がほとんどない。幸い、血流が阻害されて壊死を起こす──なんてことはないみたいだけれど、長く正座をしていたかのように、痺しびれて力が入らないのだ。

「ヒカル様？」

　慌ててブルークとシェリスが左右から私を支えて立たせてくれる。

「ありがとう。ちょっと足が痺しびれて……」

「大丈夫ですかい？　何なら医者に──」

「いえ。それよりももう一つお願いがあって」

　私は大柄なブルークの方を見ながら言った。

「私はしばらく満足に歩けないみたいですけど、大急ぎで城に向かわないといけないんです。羽車を手配してもらえますか」

「大急ぎで、ですか」

　ちょろちょろと舌を出し入れしながらブルークが首を傾かしげる。

「ええ。それこそ一秒でも早く。世界の危機っていうか、このままだとエルダントでもバハイラムでもたくさんの人が死んでしまうんです」

　いや。実際には『たくさん』なんて優しい言葉で表現しきれる事態では、ないかもしれない。下手をすれば亜人種を含め、この世界の人類が絶滅しかねないのだから。しかし細かく説明している暇はないし……ブルーク達には悪いけれど、戦略核兵器かそれを超える規模の爆発、という概念を彼らがすんなり理解できるとも思えない。

　ブルークは、数秒、私の言葉を嚙かみ締めるようにして舌を出し入れしていたけれど。

「……なら羽車を呼ぶよりもあっしが」

　と言ってきた。

「──え？」

「シェリス。子供達を頼む。俺はヒカル様をお城に連れて行く」

「分かりました」

　とシェリスがあっさり頷うなずいて、私から手を離す。

　同時にブルークがひょいと軽い動きで私を持ち上げて、背中におんぶしてくれた。

　ブルークは上半身裸のようなもので、彼の鱗うろこ肌はだに密着するような形になるわけだけれども──意外にもあんまりざらざらしている感じはなくて、むしろ冷たくて気持ちいい。

「あなた」

　すかさずシェリスがシーツを裂いてブルークに渡すと、彼は私を二重三重にそのシーツで自分の背に縛り付ける。まるであらかじめ打ち合わせしてあったかのように、いっさいの淀よどみなく、流れるような作業に私は驚かされる。

　そして……

「では！」

　ブルークは、そのまま扉から──ではなくて、すでに硝子ガラスが割れて枠もぐらついている窓から──その残骸を吹き飛ばす勢いで、飛び出していた。

「急ぎますぜ。何か痛かったり辛つらかったりしたら言ってくだせえ！」

　そう言って地面に着地、猛烈な勢いで走り始めるブルーク。

（……そういえばリザードマンの英雄なんだっけ）

　ふと私はそのことを思い出す。

　彼はもともと兵士──軍人なのだ。だから、こういう危急の現場での対処に優れ、判断も決断も速い。そしておそらく彼に連れ添う妻だからこそ、シェリスも同種の判断力や決断力が身についているのだろう。

　見事という他ない。

「…………」

　周囲の風景が飛ぶように流れていく。さすがに自動車ほどの速度は出せていないようだけれど、自転車並みの──時速三十キロとか四十キロとか、それくらいの速さでブルークは走ってくれている。これがお城までちゃんと続くのであれば、半時間とかからないだろう。とりあえずは間に合いそうだ。

　とはいえ──

（後は、陛下達がこっちの説得で素直に『禁忌の鎧よろい』を出してくれるかどうか……）

　そのことが、とりあえずの懸案事項だった。
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　待つ身は辛つらい──なんて言葉があるけれども。

　時間が限られているのに、できることがない、という状態がこんなに辛いとは思ってもみなかった。

　しかも間に合わないと全滅エンドが──少なくともこの場にいる僕達は皆死んでしまうという結末が待っているわけで、どうも落ち着かない。かといって気晴らしや時間潰しに、しりとりやら三目並べやらをやる気分にもならない。

　何か作業っぽいことでもできれば良いんだろうけれど。

「…………」

　僕達は今……〈竜の巣〉の玄関口とも言うべきホールに揃そろって光流ヒカルさんの帰り、もしくは『禁忌の鎧よろい』の到着を待っていた。

　いつもの面メン子ツ以外に、ここにはフォグロン商会の商人さん達、逃げ遅れた何人かのバハイラム国民達の姿もあって、わりと大所帯だけれども──ホールがかなり広いので、狭苦しく感じることはない。むしろ広い床の上にそれぞれ、ばらばらに座っていて、閑散とした印象すらある。

　そんな中──

「……ヒカル様、大丈夫っすかねえ」

　ぽつり、とエルビアが呟つぶやくように言った。

　だけど彼女の近くにいる僕も美み埜の里りさんも他の皆も、そしてもちろん、テレジアも何も言わない。何も言えないというか、今の僕達には分かるはずもない。信じて待つしかないのだ。

　たぶん、エルビアも別に誰かが応えるのを期待したわけでもないだろう。

「…………」

　とはいえ、やっぱりただじっと待っているというのも落ち着かないわけで。

　ちなみに、アマテナとクラーラは、今〈竜の巣〉の中にいない。

　第三王都に誰か居残っていないかを確認しに、外部に偵察に出ていった。もともと第三王都の地理を知っているうえ、身体能力に優れたウェアウルフやウェアタイガーの彼女らならば、僕にはとうてい通れないような場所でも行き来できる可能性がある。

　でもってミュセルはというと──さきほどからファルメルさんの側そばにいる。

　僕らとは少し離れたところでフォグロン商会の人達が固まっていて、その側で彼女らは向かい合って床に座っていた。

「──少し瘦せた？」

「え？　あ、そ、そうかも」

　ファルメルさんとミュセルがそんな会話をしているのが聞こえてくる。

「エルフは太りにくいっていうか、油断しているとすぐ瘦せてしまうから」

　苦笑してファルメルさんは言う。

　なんでも、エルフはむしろ太るのが難しい体質なんだとか。まあ人間にもたまにそういう人がいるけれども……ダイエットに励み、一キロの増減に一喜一憂する世の女性達が聞いたら、嫉妬で暴れそうな話である。

「ちゃんと食べてる？」

「はい。あ……でも女の四十キロ台は甘えって」

　ふと目を瞬しばたたかせてミュセルが言った。

　…………

　…………って、まだ引っ張るの、そのネタ!?

「は？　なにそれ？」

　キログラムという単位が分からないのか、怪け訝げんそうにファルメルさんが尋ねる。

「それくらい瘦せてた方がいいって……私はまだ太りすぎっていうか」

「シンイチさんが言ったの？」

　じろりと僕の方を一いち瞥べつしてファルメルさんが問う。

　いや。あの。僕じゃないんですけど……あ、でも理想体重とか訊きかれて、かなり無茶っぽい数字を答えちゃったのは僕か。すんません。二次と三次の区別がつかないオタクで……
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「あ、いえ……」

　ミュセルはそう言って僕を庇かばってくれるが、ファルメルさんは僕が言ったものだと完全に思い込んでしまったようだ。しばらく呆あきれたような表情で僕を睨にらんでいたけれども──

「無理な瘦せ方すると、後々、大変よ。気をつけなさいね」

　ファルメルさんはミュセルの頰に手を添えて言った。

「あ……はい」

　ミュセルは目を伏せつつもどこか嬉うれしそうだ。

　そんな娘の反応を見てファルメルさんはふっとその表情を緩める。

「苦労するって言ったでしょ。まあ、頑張るのも程々にしないと保もたないわよ」

「……はい」

　…………

　何というか、親子の会話だなあと思う一方で、ひたすら僕が責められている感じがしてどうにも落ち着かない。甲か斐い性しようなしの亭主のせいで瘦せる妻、それを気遣う実家の母、みたいな。

　どうもファルメルさんの話を聞いていると、エルフって心因性のストレスでも瘦せちゃうみたいだし、半分人間とはいっても、見た目、ミュセルは百パーセントエルフだって言われても違和感ない姿だし……やっぱ悪いのは僕ですかそうですかすみません。

「…………」

　エルフ。

　造られた──種族。

（ＢＯＵ……バイオニック・オーガノイド・ユニット……だっけ）

　テレジアによると、エルフやドワーフは、魔法に──というかクラウド・ネットワークを構成するマイクロマシン群に効率よくアクセスできる、いわば、オペレーターとか、システム・エンジニア系の種族として開発されたＢＯＵらしい。

　でもってこの世界ではマイクロマシンのことを精霊と呼んでいるらしくて。

　…………うーん。

　なるほど、と思う反面、『造られた』って事実をミュセル達はどう受け止めているのだろうか。

　まあ……案外、何とも思ってない可能性もある。人間だって『神様に造られた』っていう神話を山ほど抱えているわけで。進化論がまだなかった時代なら、むしろ何もないところから自然発生するよりも、よほど、納得しやすい考え方なのだろう。

　そんなことを考えていると──

「…………」

　ふとこちらを向いたミュセルと目が合った。

「……？」

　何だろう。

　彼女は一瞬、微妙な表情を浮かべて目を伏せた。

　照れているのではない。それはさすがに僕にも分かる。ミュセルがああいう表情と仕草をするときというのは、何か悩んだり困ったりしているときだ。

　そのまま彼女は自分の膝元を見つめていたのだけれど──ファルメルさんが何か彼女に囁ささやくと、意を決した様子で立ち上がり、僕の方に歩いてきて、隣に腰を下ろした。

「あ、あの、シンイチ様……」

「あ、はい」

　先の会話のこともあり、改まって声を掛けられると緊張してしまう。

　しかし──ミュセルはまた目を伏せながら、呟つぶやくように言った。

「あの……なんていうか……私……その……」

　ミュセルは何やら言葉を選んでいるというか、探しているというか、とにかくつっかえつっかえ明らかに迷いながら、断片的に言葉を連ねている。

「シンイチ様は……どう思われました……でしょうか……？」

「え？　あ……ああ、えっと、すいません」

　とりあえず僕は謝っておくことにした。

「……え？」

　ミュセルが目をぱちくりと瞬しばたたかせながら僕の方を見る。

　あれ。違ったのか。

「瘦せたのが僕のせいとかそういう話じゃないの？」

「ち、違います！　そうではなくて──その」

　ミュセルは再び自分の膝元に目を向けて言った。

「私達が……その……造られた……存在だって……」

「ああ。そのことか」

　むしろほっとして僕は頷うなずいた。

「どうって何？」

「ですから、その……どんなふうに思われたのかなって……」

「ああ、そうなんだ、と思ったかな」

　まあ納得もいった。

　エルフやドワーフやリザードマンやウェアウルフ、ウェアタイガー……そうした種族がこの世界にいることの説明としては、わりと合理的な方だろう。

　しかし──

「はあ……」

　曖昧な表情をミュセルは浮かべたままだ。

　今の答えじゃ駄目なんだろうか。

「それが何か？」

　何かミュセルは気にしているようなのだけれど。

　やっぱり自分達が、何者かに造られた存在だって話は、彼女らにとって、辛つらいものなのだろうか……それとも……？

「その……気持ち悪いとか……気味が悪いとか……」

「え？　なにが？」

「私達が……人形みたいっていうか……」

「へ？　………あ、ああ、ああ！　なるほど！」

　ようやく合点がいって、僕は頷うなずいた。

　神様ではなく人間に造られた。

　それは人間から見れば、人形やモノと同じなのではないか……そんなふうにミュセルはテレジアの話を受け止めていたようだ。

　そういえば、実際、僕らの世界でも妖精とかは神様に造られた生き物じゃないから、魂を持っていないのだ、その意味で人形やモノと同じなのだ──的な考え方が古典的な幻想文学にはあったようなのだけれど。

　魂。魂ね……

「ミュセル」

「は、はい」

　僕が改めて声に力を込めて呼び掛けると、ミュセルは弾かれたように顔を上げた。

「君は僕を何だと思ってたんだ？」

「え？　シンイチ様は……え？」

「萌もえには幾つもの種類があるけれど」

　僕は拳を握りしめて言った。

「ロボ子萌え、人造人間萌え、球体関節の人形少女萌え、その他もろもろ──主流ではないかもしれないけれど、どれもこれも奥深く、熱烈なファンのいる分野だ」

「は……はぁ……？」

「どの属性も充分イケます」

「えっと……あの……？」

「人間に造られたから何なの。人形だって充分愛めでられる口ですよ、ぼかぁ！」

　フィギュアサイズのヒロインが出てくる作品だって一杯あるし。

　そもそも光流ヒカルさんが普段コスプレしてるのも、人形少女のキャラだし。

　抱き枕だって愛でちゃうよ！

　僕に言わせれば、人形だろうが人造人間だろうが、見た目が普通の女の子に近ければ、全然問題はない。というかむしろ何が問題なのか不思議に思えるくらい。

「だいたい、たかが遺伝子改良でしょ」

　ちょっと暴論かなあとも思いつつ僕はそう言った。

「そりゃ身体がセルロイドとか、鋼鉄とかでできてたら困るけど……」

　どう困るかはあえて言わないけれど。

「そういうわけでもないでしょ？　それにミュセルは半分人間なんだから、造られたっていっても半分じゃん。というか、それ以前に、造られたのはそもそもミュセルのずっとずっと前のご先祖様なだけでしょ？　関係ない関係ない」

「……あの、それって」

　ミュセルは不思議そうに何度も瞬まばたきしてこちらを見つめていたけれど。

「これまで通り、お側そばにお仕えしてよろしいのでしょうか……？」

「というか、いてくれないと困るって」

　僕がそう言うと、ようやくミュセルは笑ってくれた。

「あ、は──はい！」

「少なくとも僕はそう考えてるよ。お母さんにもそう報告しておいて」

「はい！」

　嬉うれしそうに言って、ミュセルは立ち上がると──ファルメルさんのところに駆け寄っていく。

　ファルメルさんはファルメルさんで苦笑しながら僕の方を見ていた。そういえばエルフは耳が良いんだっけ。僕らの会話がどれだけ聞こえていたか分からないけれど、まあ、とりあえず怒っている感じでもないから、及第点はもらえたみたいだ。

「じゃ、じゃあ、シンイチ様」

　と何故かそれまで黙って僕らの会話を聞いていたエルビアが、犬みたいに四よつん這ばいで寄ってくる。何故か尻しつ尾ぽは力なく垂らしたままで。

「ウェアウルフは大丈夫っすか……？」

「だから大丈夫って何だよ」

　僕は苦笑して言った。

「アタシとかは半分どころか十割純血のウェアウルフっすけど……」

「だからそれが？」

　僕はよく分かるように首を捻って見せて問い返した。

「気持ち悪くないっすか？　萌もえられるっすか？」

「充分いけるって前にも言ったけど。覚えてない？」

　と僕はエルビアに頷うなずいて見せた。

　確かエルビアが僕らの屋敷に来てすぐのときだっけ。ちょっとした事故というかラッキースケベというか、そんな感じで僕がエルビアを抱き締めちゃったことがあるけれど。あのときも『気持ち悪くないか？』と尋ねられたので僕は自信たっぷりに『アリ。いける』的な答えを返した記憶がある。

　だいたい、自慢じゃないが毎月エルビアに『月のモノ』が来るたび、勢いに流されないようにと自分を制するのが大変なくらいだ。

「それはもちろん覚えてるっすけど……」

　エルビアは少し恥ずかしげに目を伏せて言った。

　あ。恥ずかしがるエルビアとかすごく新鮮。これだけで僕はご飯三杯はいけそう。

　いやそれはともかく。

「あのときは造られた種族なんだとか、そういう話はなかったっすし……」

　やっぱりエルビアも気にしているのはそこか。

　しかし萌えるかどうかとか、恋愛対象になるかどうかとか、もっと言えばえっちな気分になれるかどうかとか……そんなの基本的には見た目の話であって、造られた種族かどうかとか、そんな『キャラ設定』じみた部分、気にならないけどなあ。

　それともこれは僕が変なのだろうか。

「その辺はエルフだろうがウェアウルフだろうがドワーフだろうがウェアタイガーだろうが、一緒だよ。さすがにリザードマンに萌えられるかって言われたら、ちょっと僕の感覚ではきっついけど」

　でも確かアメリカじゃドラゴン萌えというか、ドラゴンが自動車とエッチなことをする動画とかが出回ってたり、一つのジャンルとして定着しつつあるんだっけか。そうなると育った文化圏や個人的趣味嗜し好こうによっては、リザードマンだって充分いけちゃう人達が出てきてもおかしくなさそうだ。

「とにかく、ミュセルもエルビアも、造られた種族だからって、僕が『うわっ、キモっ！　近寄んなっ！』とか鬼畜なこと言い出したりは絶対にしないから。今まで通りにしてくれればいいんだよ。というかいまさら、お抱え絵師やめたいって言っても困るからね」

「いや、そうではなくて……」

　と言いかけて。

　何かを振り払うようにぷるぷるとエルビアは首を振った。

「でも、いいっす！　何でもないっす」

　でもって笑顔でそう言ってくる。

　こちらも納得してくれたらしい。

　でもって……

「あ、アマ姉達、遅いっすね！」

　いきなり明後日あさつての方を見ながらエルビアは言った。

「アタシ、ちょっと外、見てくるっすよ！」

　そう言ってエルビアは立ち上がると、ホールの入り口の方へと走っていった。

　まあ、エルビアにしてもミュセルにしても、とりあえずは自分達がＢＯＵの末まつ裔えいだって話は受け容れることができたみたいだけれど。結局、人間って世界がどうの、未来がどうの、なんて机上の空論ぽい壮大な話よりも、自分の身近な人間との関係性がいちばん、気になるってことだろう。

　まあ、分かる話だ。

　幼おさな馴な染じみに振られた結果、引きこもっちゃってた僕にはよく分かる。

　家族がいて、友人がいて、恋人がいて、仲間がいて、その向こう側にようやく『世界』があったりするわけで。まず手を伸ばして触れられる範囲の知り合いにどう思われるかってのが、何より大事なのだ。世界を気にするのはその後でいい。足場が固まっていない状態で背伸びして遠くを見ようとしたってしょうがないよね。

　そんなことを僕がつらつらと考えていると……

「立派だったよ」

　ふと声が横手から降ってくる。

　見上げると、僕のすぐ側そばに腕組みした美み埜の里りさんが立っていた。

「……といいたいところだけど。たぶん、問題はもうちょっと違うところにあるのよね……」

「……あえて考えないようにしてたんですけどね」

　僕は溜ため息いきをついて同意した。

　そう。人造人間がどうとか遺伝子操作がどうとか、まあ、その辺はどうでもいい。

　真面目な話、ミュセルと恋人になるとか結婚するとか……そういうことになったとしても、その辺の事情は少なくとも僕にとっては障害になり得ない。えっちなことしたら赤ちゃんだってできるみたいだし、そうなると、人間かエルフかなんて、本当、大した隔たりではない。

　けれど──

「タイムパラドックス……」

「その可能性は残るわけよね」

　美埜里さんは眉をひそめてそう言った。

　そう。この異世界が実は文字通りの異世界とかじゃなくて──実は僕らのいた二十一世紀の地球から見て、遥はるか未来の世界だったらしい、ということ。

　つまりは世界ではなく、時代が異なっているのだということ。

　これは……なかなかに厄介な問題を引き起こす。

　過去と未来。

　本来交わり合うことのない二つの時間が接触するとき、因果関係が歪ゆがみ始める。

　原因より結果が先に来るとか。未来からの過去への干渉が、未来そのものを変えてしまうとか。ほんのささいな出来事が、遥かな時間の果てで、世界を滅ぼすような大事になっているとか……

　時間モノのＳＦを見ていると、その辺のややこしい問題は枚挙に暇いとまがない。

　風が吹けば桶おけ屋やが儲もうかる──と同じ理屈で、ささいな行為一つが、将棋倒しのようにさまざまな形で波及していって、結果として世界を滅ぼしかねない。

　たとえば、過去に戻っていつも何げなく殺している蚊一匹を殺さなかったとして。

　その蚊を食べたがために、別の虫──たとえばトンボが餓死する事なく生き残ることになって。

　そのトンボを追いかけて、本来なら怪我をするはずがなかった男の子が怪我をして。

　その怪我がきっかけで男の子の両親は子育てについての不満をぶつけ合い不和になり。

　その男の子は両親の離婚をきっかけに道を踏み外し、本来ならば大人になって出世して、国政を左右する立場になっていたはずが、就職も進学もせずニート化。その男の子がもし政治家になっていたら、彼の才覚で回避できていたはずの戦争が、勃発してしまい……

　…………

　そう。始まりはささいな出来事でも、どんどん事態が波及的に変化していき、止めることができない。最終的に戦争が起こったり、大惨事が起こっても、おかしくないのだ。

「まあ『ドラえ●ん』じゃ途中過程は違っても未来は同じポイントに辿たどり着くなんて話もありましたけど」

　未来の世界の猫型ロボットが持ち主の祖先の人生に干渉するとか……未来から過去への干渉の最たるものだけれど。あの漫画ではその辺を、曖昧にごまかしていた。

「実は時間の流れにはある種のバッファーがあって、小さな干渉は吸収しちゃうって考え方もあったわよね」

　と美み埜の里りさん。

「最近の時間モノじゃ、未来から過去に干渉した結果、その時点から世界が分岐するのでタイムパラドックスが起こらない、なんて話もありますけどね」

「で、無限に平行世界パラレル・ワールドが増えるわけでしょ、その場合？」

「…………まあそうなりますよね」

「大丈夫なのかしらね」

「…………」

　そんなの分かるはずない。

　そもそも世界分岐説も、あくまで仮説の一つでしかないわけで、何か証拠があるわけでもないし。単純に未来から過去に干渉した結果、未来の何かがいきなり消えて『なかったことに』なってしまうことだってあり得る。

　たとえば……ある日突然、ミュセルが最初から存在しなかった、なんてことにもなりかねない。死んだのではなくて、そもそも生まれてこなかった、という現実がそこに固定されてしまうとか。

　考えただけで恐ろしい。

　死ぬことを『なくなる』なんて言うけれど。

　この場合は本当に『なくなって』しまうのだ。跡形もなく。

「……今までさんざん好き勝手やってきて、いまさら言うのも何だけどね」

　と美み埜の里りさんも溜ため息いき交じりに言う。

　そう。すでに僕達はさんざん、遥はるかな未来と関わってしまった。

　僕らがこっちでやってきたもろもろは『未来』に対する干渉だから、過去干渉にはならないかもしれないけれど、超空間通路で繫つながっている以上、まったく影響がないなんて言えない。

　実際、魔力や精霊は日本側に漏れちゃってたわけだし。

　未来人であるミュセル、ペトラルカ、エルビアを連れて、日本にも行っちゃったし、そこでアメリカ軍やら自衛隊やら交えてドカチャカやっちゃったし。

　その結果がどうなるのか──誰にも分からない。

　しかし……
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　さすがは戦闘用に造られたという種族。

　ブルークは──私を一人背中に背負いながら、私自身の全力疾走よりも遥かに速い速度を維持して、城下街に入った。

　そういえばブルークがこんなふうに走ったり飛んだりしているのを見るのは初めてだ。外見が蜥蜴とかげなだけに、もっともっさりとしか動けないのかと思っていた。まあ、慎しん一いちさん達は、私が来る前に、一度ブルークがサッカーで大活躍する様を見ていたそうだけれど。

　そして──

「……ひどい」

　私は帝都の──城下街の風景を見て思わずそう呟つぶやいていた。

　エルダント城は巨大な岩山をそのままくりぬいて造られたものだそうで、その城下街というのは、当然ながら山麓の一帯に築かれた民家の群れを指す。エルダント帝国の首都だけあってかなり面積としては広く、人の数も多い。

　要するにこちらの世界の大都会だ。

　そこが──

「あちこち崩れていやすな」

　とブルークが言う。

　城下町では、三軒に一軒といった割合で家屋が何らかの損害を受けていた。単に壁に亀裂が入っただけのものから、ほとんど倒壊して柱や壁の一部しか残っていないものまで。前者はともかく、後者は中に人がいた場合、間違いなく怪け我が人にんが出ているはずだ。あるいは死人も出ているかもしれない。

　これではきっと、城は大騒ぎだろう。

　行っても陛下やコルドバル卿きよう、ザハール宰相といった権力者に会えるかどうか。

　その場合、時間を惜しむなら『禁忌の鎧よろい』を盗み出すことになるわけだけれど、そこからさらにこれをどうやって運ぶのか、という問題が生じる。

　慎しん一いちさんの鎧一式だけだとしても、一抱え以上もある木箱に入っていた代しろ物ものだ。私が手持ちで運ぶというわけにもいかないし……なにより、エルダントとバハイラムの国境には険しい山もある。

　いろいろとまずい気がする。

　何か別の手を考えねばならないのではないか。とり得る次善策は幾つある？

　そんなことを考えていると──

「──ヒカル!?」

　いきなり名を呼ばれた。

　それも聞き覚えのある声で。

　それは──

「──え？　陛下!?」

　と私が振り返ると、街の通りをゆっくりと進んでいた羽車の一つから、ペトラルカ陛下が顔を出しておられるのが見えた。

　どうやらお忍びというか、非公式に城下の状態を視察しておられたのだろう。慌てて中からコルドバル卿のものらしい手が伸びて陛下を羽車の奥に引っ張り込むのが見えたが、もう遅い。

　周囲の街の住人達が羽車に向かって集まり始めているのが見えた。

「ブルーク、あの羽車に」

「承知！」

　言葉短くブルークはそう応じると、だん！　とひときわ大きな足音と共に──跳躍。

　彼は私を背負ったまま、羽車を取り囲みつつあった人々の頭上を軽々と飛び越えて、御ぎよ者しや台だいの上に着地していた。

　いきなり羽車に飛び乗ってきた私達に対して、御者が足元に置いていたらしい剣を抜こうとして身構えるが──

「よい、知り合いじゃ！」

　と陛下が言ってくれたので、御者は渋々といった様子ながら、剣をまた足元に戻した。

「陛下、ちょうど良いところに！」

　ブルークに降ろしてもらいながら私はそう言った。

「なんじゃ、汝なんじ、何をしておる？　というか、ヒカル、汝もシンイチ達と一緒に出掛けたのではなかったのか？」

「そのことはご説明いたします、ですからどうか、お城に向かってください！」

　羽車の窓からこちらを見ている陛下と──そして集まってくる街の人々の視線を浴びながら、私はとりあえずそう訴えた。
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　バハイラム第三王都──最重要施設〈竜の巣〉

　僕らがいるのは、そう呼ばれている地下遺跡の中だ。

　もともとは何百年、いや、何千年か何万年か、とにかく遥はるかな昔に造られた生物兵器生産工場らしい。いや。昔というのはこの世界を基準として見た場合で、僕が生まれた世界から見れば未来なのだけれど。

　ああもう、ややこしい。

　ともあれ……

「これから、いったいどうなるんですか……」

　僕らから少し離れた壁際で、不安そうに人々が話し合っている。

「あのテレジアとかいう娘も得体が知れないし……」

「というかフォグロン商会はあの少年のことを知っているようですが、いったい──」

「彼は、我が商会の会長の娘が働いている屋敷の責任者で──」

　……等々。

　ここには全部で結構な数の人間が避難してきている。

　第三王都そのものがあちこちに炎の柱がそびえていて、猛烈な暑さで、うっかりするとすぐ熱中症にかかってしまうような気温であることに加え、あちこち建物が崩れて危険であるためだ。

　その多くは、ファルメルさん率いるフォグロン商会の商人達。

　でもってその次に多いのが、第三王都からの避難に間に合わなかったもともとの──バハイラムの人達。僕らがここに来たときと比較するとバハイラム勢は数が増えている。第三王都を巡回したアマテナ達や、テレジア支配下の裸族達が連れてきた人達だ。

　ちなみにアマテナはもう戻ってきているけれど、裸族達は引き続き、ドラゴンと共に第三王都を巡回警けい邏ら中ちゆうである。

　ちなみに、このバハイラム勢の中には、軍服姿の人達も何人かいて、アマテナによると〈竜の巣〉を警護していた〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の隊員であるようだった。

　ちなみに発見当初はこの〈竜の巣〉は地下墳墓の類たぐいだと思われていたらしいので、一種の暗号として〈竜の巣〉警護部隊のことを〈墓守隊〉と呼ぶようになったのだとか。

　彼らのほとんどには、僕達の──というかこの〈竜の巣〉の状況がどうなっているのかを説明していない。迂う闊かつなことを言えば恐パ慌ニ状ツ態クになりかねないと美み埜の里りさんが判断したからだ。

　なので、彼らからすれば、僕達は『いきなりやってきて、でも何をするでもなくだらだらしている』だけの変な奴らにしか見えないわけだ。

「えっと──テレジア、さん？」

　僕はふと思い立って壁際で腕を組んで立っている人形娘に声を掛けた。

「なんだ？」

「この施設って僕達が見ただけじゃないよね。どれくらい大きいの？」

「そうだな」

　テレジアは自分の傍かたわらの壁に掌てのひらをつくと、そこに映像で〈竜の巣〉の全体像を描き出して見せた。

「我々がいるのがこの区画。さきほど見せた、ＢＯＵの生産工場区画がここ。そして階層としてはさらに──」

　と立体映像３Ｄのようにくるくると〈竜の巣〉の縮図を回転させながらテレジアは説明を加えていく。

「……あれ。ってことはこっちにも部屋とかあるんだ？」

　僕達のいる入り口すぐの広間の他にも、おおむね同じ階層で幾つも部屋が描かれている。

　しかし──

「この辺りは地殻変動で断絶していてな。あるいは行き来はできるかもしれないが、回路が切断されていて、管理システムからはアクセスできない」

「…………」

　テレジアがそう示す部分は、そこだけ赤く塗られて点滅している。

　結構な広さの空間があるみたいで、彼女によるともともとはこの施設関係者が詰めるための宿舎のようなものだったらしい。この区画、重要な設備は特にないということで、彼女はあまりその断絶区画について気にしていないみたいだったけれども。

「まさかとは思うけど……」

　やることがなくて暇だからか、いろいろと余計なことばかり考えてしまう。

　それも良くない内容のことばかりを。あらかじめ最悪を想定することで、『少なくともそうはならなかった』と安心したいがための人間心理なのかもしれない。

　……〈墓守隊アンダーテイカーズ〉……

　この〈竜の巣〉を守っていたバハイラムの部隊。

　何人かの隊員がここに残っていることからも分かるけれど、第三王都がこの異常事態に陥ったとき、最も逃げるのに手間取ったのは彼らだ──と考えることはできないだろうか。

　火柱が上がったり、地震で建物が崩れたり、そういうことだけでも一般の住民は危ないと考えて迅速に避難を始めるだろう。けれども位置的にも第三王都中央で、なおかつ、超重要＆機密の施設を警護していた部隊が、やすやすと持ち場を離れるだろうか？

　いや。むしろすべての元凶に接していた彼らだからこそ、早々に見切りを付けて逃げ出したと考えるべきなのか？

　でももし──

（実は逃げ遅れた〈墓守隊〉の隊員達が、もっとたくさんいて……）

　彼らは、〈竜の巣〉の奥から出てきたＢＯＵ──すなわち正体不明の裸族達を警戒して、いったん、どこかに隠れたということはないだろうか？　そしてそういう連中が、今、この入り口近くに居座っている僕達を見たら、どう思う……？

　僕がそんなことを考えていると──

「おい、何を……というか誰だ、あんたら!?」

　フォグロン商会の人達が声を上げる。

　僕が振り返ると、そこには──驚いたことに、剣で武装した十数名のバハイラム軍人らしき者達が立っていた。さきほどまでは明らかに見なかった連中だ。

　ということは──まさか、本当に断絶した区画に隠れていたバハイラムの、というか〈墓守隊〉の兵士がいたってことなのか？

「来るな、触るな！　エルダントの犬どもめ！」

　バハイラム兵──〈墓守隊〉の隊員らしき連中は、剣を抜き放ち、こちらを牽けん制せいするようにこれを振り回しながら喚わめく。

「貴様らにこの〈竜の巣〉は渡さん！」

　彼らの内の何人かが、木箱を抱えているのが見えた。

　見た目は本当にただの木箱そのものなのだけれど、僕は──それが妙に気になった。剣はともかく、この状況であの連中は何を抱えている？　まさか食料や水じゃないだろう。わざわざ戦いの現場にまで持ってくる意味がない。では武器か？　でもそれならもう中からとりだして構えている方が良いわけで。

「エルダントめッ！　ここは我らバハイラムのものだ！」

　隊長格らしい男──人間の中年男性だ──が剣をこちらに向けながら叫ぶ。

　どうやら僕らを、そしてフォグロン商会のことを、エルダント勢力だと認識しているみたいなのだけれど──

「──あ？」

　と反応したのは、エルダント勢ではなく、テレジアだった。

「誰のものだって？」

　この施設本来の管理人である彼女は、目を細めて前に出る。

「渡す、渡さねーとか、何様のつもりだ、てめえらは」

　彼女はずかずかと乱暴な歩調で前に出ながら、奥の──より深い階層に続く階段に向かおうとするバハイラム兵にこう続けた。

「これはもともとお前らのモンじゃねえんだよ」

「黙れ！　これは我らがバハイラム帝国の軍事的財産だ！」

　後ずさりながらもそうバハイラム兵は主張する。

「貴様らに渡すくらいなら……」

　言ってそのバハイラム兵は木箱を持っている仲間に目め配くばせする。

　仲間の兵士は木箱の蓋を開けて、中身を取り出した。

「いっ!?」

　思わず変な声が出た。

　僕はそれに見覚えがあったからだ。

「〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉……！」

　爆弾に相当する魔法兵器。

　以前、エルダントの領内でテロ組織が使ったのとまったく同じ形だ。ああ。つまりあのテロ組織ってバハイラムから武器の支援を受けてたわけね。対立勢力を内部から崩壊させるために、他国がテロリストに武器支援するってのは、よく見る構図だ。

　いや。今はそんなことはどうでも良くて。

　アレ、確か僕らの学校を丸ごと吹っ飛ばせるだけの威力があるとか。

　そんなものをこの地下施設で使ったら……！

「よせ、彼らはエルダントの兵ではない！」

　とバハイラム兵を説得しようとするのはアマテナである。

　しかし──

「黙れ、裏切り者の雌犬め！」

　中年男は口から泡を吹くかのような勢いでそう叫んだ。

　あー。駄目だこれは。説得とか聞くような心理状態になさそう。

　というより──

「我ら誇り高き父王様直属の〈墓守隊アンダーテイカーズ〉──貴様のように、敵国に懐柔されたりはせんぞ！」

「なっ……」

　アマテナが言葉に詰まる。

　どうやらこの〈墓守隊〉の連中……隠れて僕達の様子をしばらく窺うかがっていたらしい。あるいは何人かいた〈墓守隊〉の兵が、断絶区画に隠れていた仲間に報告をしていたのか。

　とにかく僕やミュセルといった『エルダント勢力らしき連中』と、アマテナ達が『仲良く』していたのを彼らは知っているのだ。

「貴様らに渡すくらいなら、我らはこの〈竜の巣〉を爆破する！」

　おそらく……バハイラム側からすれば、軍事機密満載のこの〈竜の巣〉を、万が一にもエルダント側に押さえられれば、まずいと考えていたのだろう。

　だからそうした際に中身を綺き麗れいさっぱり焼き払って駆逐するための魔法兵器、つまりは、自爆装置を用意していたらしい。〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉が木箱に入っていたのは、あらかじめ、そういう事態を想定して、どこかに保管されていたからだ。

　この古代超文明──というか何というか──の施設が、魔法兵器でまるごと破壊できるかどうかは僕にも分からないが、少なくとも〈墓守隊〉の連中はそうすることで超重要軍事施設の管理者としての責任を全うするつもりのようだった。

　いや、すでに反応炉の暴走でこの施設全体にガタが来ているらしいことを思えば、〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉でも〈竜の巣〉を決定的に崩壊させる可能性がある。

　しかも万全を期してのことか、〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉が入っていると思おぼしき木箱は全部で三つある。相手の意表を突くなり何なりして、一つを何とかしたとしても……全部を同時に無効化することはできないだろう。

「この面倒なときに、面倒な連中が出てきたわね……！」

　美み埜の里りさんが機関拳銃を片手に唸うなるように言う。

　彼女の腕ならば、とりあえず一人か二人は銃で制圧することができるかもしれないけれど、全員は無理だ。先に連中が〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉を爆発させてしまう。

　どうする……？

　僕は焦燥感に苛さいなまれながら、周りを見回すものの、以前のテロ事件のときと違って、消火器もなければ、携帯電話にタイマーを仕込んでいる時間もない。相手の意表をつくのは難しいどころか、迂う闊かつに刺激するとその場で〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉を爆発させかねなかった。

「寄るな！　エルダントの犬どもめ！」

　職務に殉じることを英雄的行為とでも思っているのか、目を血走らせながらそのバハイラム兵達は得意げに魔法兵器を掲げてみせるのだった。
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　──世界が滅びる。

　普通に考えれば、それは戯ざれ言ごとにしか聞こえないだろう。

　良くも悪くも、魔法があるということを除けば中世と大差ない文明のこの世界においては、『世界』という言葉の定義すら曖昧だ。さすがに巨大な亀の甲羅の上に何頭かの象が乗って陸地を支えている──なんて認識ではないとは思うけれど、地球という惑星のこと、大気とその循環のこと、そういったもろもろの知識がないと『核の冬』だの『環境変化による緩やかな滅亡』だのは理解しがたいに違いない。

　いっそ、一発で世界が何もかもなくなる、と言った方が通じやすいだろうか。

　キリスト教における『最後の審判』や『黙示録』から仏教の『末法の世』あるいは北欧神話の『神々の黄昏たそがれ』等々──私達の世界でも神話だの宗教だので『世界の終わり』という概念そのものは多々あったのだから、それはきっと人間の意識には自然に発生する概念なのだろう。となると、細かいことはさておいて、それが実際に来ると訴えた方が理解が早いだろうか。

　そんなことを考えつつ、とりあえず私は『バハイラムにある地下施設で世界を丸ごと焼き滅ぼしかねないモノが暴れていて、群発する地震もそのせい』と伝えてみた。駄目なら駄目でもっと宗教的、神話的に嚙かみ砕くつもりで。

　すると──

「それはあれか。カクヘイキとかハンノウダンとか、そういう類たぐいか」

　驚いたことにペトラルカ・アン・エルダント三世陛下は、いきなりそんな言葉を口に出してきたのだ。

「あの……陛下？」

「世界を滅ぼしかねんとなると、おおむね、そういうやつじゃろ？　ハドーホウとか、ワクセイハカイビームという手もあるが、あれはウチュウセンカンか何かで外から狙うわけじゃから、地下にあったりはせんじゃろうし」

　と何故か妙に得意げな表情で陛下は言った。

「あ……えっと、理解が早くて助かります」

　私はただただ面食らいながらとりあえずそう言った。

「その手のネタは、マンガやアニメでさんざん見たからのう」

　と腕を組んで頷うなずく陛下。

　あ。そうか。

　それでいいのだ。

　よく考えれば、私達だって、核兵器だ、絶滅兵器だ、大規模殺さつ戮りく兵器だ、なんて言葉を当然のように使うけれど、それが実際にどういう代しろ物ものか、身を以もつて知っているわけではない。それこそ記録映像か、さもなくばそうした兵器を扱った創作物の中の描写で知っているだけのことだ。

　だがそうした兵器の脅威を脅威として認識するには、それで充分なのだ。

　そして創作物の中のそうした大規模殺戮兵器は、演出の意味もあって、とにかく、分かりやすく、場合によっては過剰なくらいにその威力を強調して描かれる。作中では戦術核兵器だといいつつも、実際の描写がもう完全に戦略核兵器のソレ、なんてアニメもあったくらいで。

　だからなおさら、分かりやすいのだ。

「あの、キノコのような雲がいきなり地面から生えるやつか」

「一瞬で焼かれて灰になって──おお、怖いですな」

「私としては『超人●ック』のジオイド弾もなかなか」

「コルドバル卿きようは通なところをついてこられますな。私はコ●ニー落とし辺りが」

　とかなんとか……コルドバル卿やザハール宰相まで頷いている。

　私はただ啞あ然ぜんとするばかりだ。

　ザハール宰相まで『ガン●ム』見てたのか──ではなくて。

　オタク文化が、こんな形で役に立つとは思わなかった。

　さすがにここまでのことを見越していたわけではないだろうけれど、今は慎しん一いちさんが入念にオタク文化を広めていたことに感謝すべきだろう。逆に言えば、アニメや漫画を文化侵略、思想洗脳に使おうとしていた日本政府の考えも、苦肉の策だったとはいえ、それなりに的を射ていたことになる。新しい概念を理解するうえで、『物語』というのは詳細な資料よりも遥はるかに有利だ。エピソードに乗せて語られると、たいていの概念は引っかかることなく、自然と人々の頭に入り込んでいく。

（ああ、そうか。たいていの宗教が神話仕立てなのも──）

　そうした効能から来るものなのかもしれない。

　ともあれ──

「とにかく。それの爆発を止めるのに、『禁忌の鎧よろい』が要るんです。アレを貸し出して、そして、バハイラムの第三王都まで運んでほしいんです、お願いします」

　これならば充分に間に合う。

　私は勢い込んで陛下達にそう訴えた。

　しかし──

「……それなのだが」

　と顔をしかめて応えてきたのは、陛下ではなく、コルドバル卿きようだった。

「実を言えばさきほど、報しらせが入ってな」

「報せ、ですか？」

「密偵スパイと、それから国境付近で展開中の斥せつ候こうからのな。バハイラム王国軍が、我が国国境から、第三王都に至るまでの数ヵ所で展開中──なのだそうだ。それも相当な規模でな」

「…………」

　一瞬、啞あ然ぜんとしたが──考えてみれば確かにそれは、あり得る話だった。

　もともと第三王都はバハイラムにとって重要軍事拠点だ。手放すなどということは考えられないだろう。となると、当然、奪還のための作戦を練るはずだ。

　同時に……地震でバハイラム各所も、そしてエルダント各所も、それなりに被害に遭っている。お互い大変な時期だから、と敵対勢力に配慮するような吞のん気きさは、さすがにバハイラム王国にはないだろう。むしろ今だからこそ攻め込むべきと唱えるタカ派がいてもおかしくないし、そうでなくとも、エルダント側からの侵攻を警戒するのは当然のことだ。

　つまり──

「迂う闊かつに我らがバハイラムの中に入ろうとすると、当然、侵略ととられる。迎え撃たれるのは当然として、大義名分が向こうに生じるから、むしろバハイラムの連中は嬉き々きとして大部隊をエルダントに向けて進軍させかねん」

　とコルドバル卿は言った。

　確かに……『先に手を出してきたのはお前達だ』と言われれば反論する術すべがない。

　良くも悪くも永く対立してきたというエルダントとバハイラム、ここ数年は国境線での小競り合いで済んでいたというけれど──さすがに第三王都にエルダントの部隊が『進軍する』となると、燻くすぶっていたもろもろに火が点ついてしまう可能性がある。

　バハイラム側からすれば、それこそエルダントが災害に乗じて侵略してきた、としか見えないはずだ。

　事情を説明して──というのも難しいだろう。

　バハイラムはおそらく、最高軍事機密である〈竜の巣〉の存在自体を公おおやけには認めない。

「何よりバハイラムの軍が第三王都奪還に動いている以上、第三者である我々が割り込む余地があるかどうか……周辺諸国も認めますまい」

　ザハール宰相もひとしきり唸うなってから、そう言ってきた。

　この世界に国家はエルダントとバハイラムだけ、というわけではない。かなり微妙な力関係や外交関係で周辺諸国との関係が成り立っているのはこちらの世界でも同じだ。

　だからこそ、いきなり『大義』のない状態でエルダントがバハイラムに『侵攻』した場合、周辺諸国との関係が悪化する、という可能性もある。

　かといって周辺諸国に『バハイラムで爆発する可能性のある反物質反応炉を止めるため』と説明して、理解が得られるかどうか……

「なんとかならんのか、ガリウス、ザハール」

　と陛下が焦りの表情で尋ねられた。

　慎しん一いちさんのことが大好きな陛下としては、一刻も早く『禁忌の鎧よろい』を彼の元に届けたいのだろう。気持ちは分かるし、ありがたい。けれども、神聖エルダント帝国の皇帝という立場の彼女は、その気持ちだけで無理を通すわけにはいかないのだ。

「…………」

　二人の側近は唸うなるばかりで、具体的な言葉が出てこない。

　私はポケットの中から懐中時計をとりだして時間を見る。

　アバターからの接続を切った際にどの程度の時間が経過していたのか分からないけれど、おそらく、もうあまり時間はない。動くならできるだけ早く──悩んでいる時間はもうないはずだ。

「世界が滅ぶかもしれないんですよ？」

　と私は陛下達の危機感を煽あおってみる。

　しかし──

「それは承知しているが、バハイラムとの戦闘になったり、周辺諸国の軍が乱入してきたりすれば、当然──『禁忌の鎧』を第三王都に届けることそのものが難しくなる」

「それは……」

　確かにコルドバル卿きようの言う通りだ。

「──いや」

　短く溜ため息いきをついてコルドバル卿は言った。

「どちらにせよ、そのハンノウロとやらの爆発が本当ならば、手をこまねいていても結果は同じか。やれるだけのことはやるしかあるまい」

「そうなりますかな」

　ザハール宰相もそう言って己の腰を叩たたいた。

「どれ。大急ぎで羽車を仕立てて、周辺諸国に特使を飛ばします。間に合いますまいが、とりあえず筋は通しておけば、後から何らかの言い訳もできますでしょう。魔法通信の可能な国には宰相権限で連絡を」

「頼む。私は輸送部隊と、その護衛を急ぎ編成する」

　そう言って──コルドバル卿は私に頷うなずいて見せた。

「それでよいな？　ヒカル」

「はい。ありがとうございます」

　まずは何とかなったようだ。私はほっと安あん堵どの吐息を漏らす。

　だけど難しいのはこれからだ。

　大急ぎで、バハイラムの軍が展開している中を突っ切って、第三王都まで『禁忌の鎧よろい』を届けねばならない。

　はたして間に合うのか。そもそも届けられるのか。

　それが、問題だった。
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　バハイラム国王直属──遺跡守備隊〈墓守隊アンダーテイカーズ〉。

　彼らはこの〈竜の巣〉の片隅に隠れて、虎こ視し眈たん々たんと僕達が油断する機を狙っていたのだろう。良くも悪くも彼らは異世界人で、僕らの使う言葉が分からない。だからテレジアの説明も、おそらくはまったく理解していなかったはずだ。

　いや。理解していても結果は同じだったかもしれない。

　彼らは〈竜の巣〉が他国の部隊──僕らのことらしい──に占領されるくらいならば、施設ごと自爆して果てるつもりらしい。

　軍人としては、筋の通った立派な責任のとり方、なのかもしれないけれど、そもそも誤解されているだけの僕らとしては、ひたすら迷惑な話だった。

　ここは、どうにかして連中の気を逸そらして、それから、それから、ええと……

　ああああああ、どうにも考えがまとまらない！

　本当ならこんなゴタゴタやってる場合ではないのだ。

　世界が滅びるかもしれない──なんて話をしかし、この〈墓守隊〉の連中に説明しても理解はできないだろうし、理解できたとしても、受け容れてもくれないだろう。連中にとって僕らは敵で、敵の話なんか最初から聞く耳持ってないはずだ。何しろ自爆するつもりなわけだし。

　ここはまず、僕とミュセルが風の魔法でまとめてあの〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉を連中の手からはじき飛ばすなり何なりして──呪文詠唱をごまかすために、エルビアに、いや、アマテナとクラーラに頼んで連中に話し掛けてもらって……

　などと、僕が必死に策を巡らせていると。

「動くなッ！」

　明らかに破れかぶれと分かる声で〈墓守隊〉の一人が僕達にそう告げてくる。僕はそもそも呆ぼう然ぜんとしていて動くも何もあったものではないのだけれど、あるいは、美み埜の里りさんかエルビア辺りが連中の隙を突こうと身構えていたのかもしれない。

　相手を刺激しないようにゆっくりと、声の方を向いて、僕は──驚いた。

「あっ──!?」

「シンイチ様……！」

　いつの間に。

〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の兵士らしいリザードマンが、ミュセルを羽交い絞めにして、首筋に短剣を突きつけている。

　ぎょろりとよく動くその目に僕は見覚えがあった。

　エレアマチ族！

　以前、僕の屋敷に逃げてきていたアマテナ達を追いかけて派遣された暗殺者達、それが同じエレアマチ族だったはずだ。大枠ではブルーク達と同じリザードマンに分類されているみたいだけど、見た目からも分かる通り、連中はもうまんま、二本足で立つカメレオンだった。

　でもってその能力もカメレオン同様、どころかそれ以上だ。

　連中はコブシメ並みの速度で、自分の表皮を周囲の色に合わせて変える。それはもう手品を見ているかのような素早さである。なので連中がその気になったら、まともに戦うのも難しい。ほぼ完璧な迷彩だからである。目の前に立たれても気付くのに若干の時間が要るくらいなのだ。

　ミュセルが人質にとられちゃうのも無理ない話だった。

「動くな、寄るなよ」

　とさきほどから怒鳴っている中年男の兵士が僕達を睨にらみながらそう告げてくる。

　ん？　待てよ。なんで、そんなことを言う？

　魔法兵器〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉を爆発させるなら、今すぐここでやればいい。ミュセルを人質にとるとかする必要もないし、いや、そもそも僕らの前に姿を現す必要もなかったんじゃないの？

　ということは……

「…………」

　ミュセルを人質にしながら、彼らは揃そろって後ずさり、一ヵ所に固まっていった。

　彼らの背後には、より下の階層に降りるための傾斜路がある。

　つまり──

（より深くで〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉を使って、施設丸ごと埋めるつもりか……）

　この〈竜の巣〉がどれくらい頑丈なのかは知らないけれど、何百、何千、あるいは何万年の歳月を耐えてきた代しろ物ものだ。〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉が三発あったとしても、すべてを一気に破壊することはできないかもしれない。

　まして──〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉の爆発がこれに該当するかどうか分からないけど──通常の爆弾の爆発力というのは、基本、上へ上へと向かうものなのだそうだ。だから、ここで爆発させただけだと、ただ、〈竜の巣〉のある丘の表面のみを吹っ飛ばして、施設を剝き出しにするだけにしかならない可能性もある。

「動くな、貴様らもだ！」

　と〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の兵士達が威嚇するのは、僕達ではなく、ファルメルさんとその部下、フォグロン商会の人達だった。彼らは皆、魔力豊富なエルフで、しかも風の魔法を使える者が多い。むしろ僕らよりも脅威に感じているのかもしれなかった。

　いや──それに、しばらく僕らの様子を見ていれば、ファルメルさんがミュセルの母親で、かつフォグロン商会のまとめ役だというのは分かるだろう。だからこそ彼らは、ミュセルの背後に忍び寄って人質にとったのだ。

　自暴自棄なのは間違いないけれど、何も考えていないわけではないらしい。

　厄介だ。とにかく厄介だった。

「やめろ！　無意味だ、今はそんなことをしている場合ではないのだぞ!?」

　アマテナが改めてそう叫ぶ。

　僕とテレジア達の会話を聞いていたアマテナは、彼らの行為の無意味さを説いた。

　反応炉云うん々ぬんの話は日本語で行われたので、魔章指輪をしている僕や美み埜の里りさんの言葉しかアマテナ達には分からなかっただろうけれど、それでも、頭の良いアマテナには大まかなところは理解できたらしい。

「お前達がよく分からないままに弄いじり回したこの遺跡の底で、今、この世界を丸ごと滅ぼしかねない代しろ物ものが暴れているのだ！　これを鎮めることができるのは、この男のみなのだ、バハイラムもエルダントもない、みんなまとめて滅ぶのだぞ!?」

「そんな戯ざれ言ごと、信じられるか！」

〈墓守隊〉の兵士達はそう怒鳴り返してくる。

　うん。まあそうなるよね……

　世界が滅ぶとか、いきなり言われてもそりゃ分からないわけで。

　テレジアの話を信じるなら、この世界って僕らの地球の未来の姿なわけだけど、下手するとあのバハイラムの兵士達は、世界が丸いってことすら、知らない可能性がある。世界という単語は理解していても、その具体的な形状や範囲を知らない以上、『世界が滅ぶ』なんてのは形けい而じ上じよう的てきすぎるというか、机上の空論というか、まあ、具体的なイメージなんて湧かないだろう。

　ましてやそれが自分達が迂う闊かつに遺跡を弄くり回したせいだ、とか言われたら、理解できても受け容れがたいだろうし。

「追ってきたらこのエルフを殺すからな！」

　そう言って傾斜路の方にじりじりと進んでいく〈墓守隊〉の兵士達。

「ミュセル！」

　ファルメルさんが咄とつ嗟さに前に出ようとして、しかし部下の人達に押さえ込まれる。

　わりと冷静沈着なイメージのあるファルメルさんだけど、やはり母親、娘を人質にとられれば平静ではいられないということか。

　まあそれは僕も同じというか、さっきからもう自分でも馬鹿馬鹿しいくらいに狼狽うろたえちゃって、対処法がまったく思いつかないんだけど。

　どうする？　どうする？

　落ち着け、慌てるな、そして考えろ──加か納のう慎しん一いち！
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　細かなことはさておき……急がねばならないことは、陛下はもちろん、コルドバル卿きようもザハール宰相もよく理解してくれていたようだった。

　私がエルダント城で御三方に事情を説明、『禁忌の鎧よろい』の貸与とバハイラムへの搬送を求めてからおおよそ一時間。コルドバル卿は『禁忌の鎧』搬送部隊を編成し、『禁忌の鎧』を──かつて慎一さん達が使用した四個すべてを城下の錬兵場に運び出した。

　地震で尚も帝都マリノスが混乱中であることを思えば、これは、奇跡に近い素早さだと言えるだろう。

　そして──

「──これって」

　私が最も驚いたのは搬送部隊の編成だった。

「〈フェイドラ〉……」

　そう。かつて凝り性のドワーフ達によって造られた機械仕掛けのドラゴン。魔法によって駆動し、エルフの風系魔法による制御により、本物同様に空を飛ぶこともできるそれは、兵器としての有用性を認められ、量産が開始された──まあ、そこまでは私も話に聞いていたのだけれど。

　それが五体。何故か全身赤い色に塗られた一体と、緑色に塗られた──しかし何故か一部が妙に暗い赤で塗られた四体が、錬兵場にずらりと並んでいた。

　なるほど、確かに空を飛べる〈フェイドラ〉ならば、国境線の山岳地帯の踏破に手間取ることもなく、比較的早く第三王都に着くことができるだろう。実際、私達もバハイラム入りは竜の背に乗って行ったわけだし。

　しかも……

「違う違う──マークは右肩！」

「もっと暗い血の色なんですよ！」

　とか何とか〈フェイドラ〉の足元で声を上げている少年少女二人に、私は見覚えがあった。

「あなた達──」

「ヒカル先生！」

　二人の内、女の子の方が私に気付いたらしい。

　私のところに駆け寄ってきたのは、エルダント軍の兵士ではなくて、オタク学校における私や慎しん一いちさんの生徒二人──ドワーフのロミルダと、エルフのロイクだった。

「あなた達……まさかあなた達が？」

「はい！」

　と笑顔でロミルダが頷うなずき、深刻な表情でロイクも頷く。

　二人共やる気満々、といった態ていなのだけれど──

「でもこれって軍事行動で……」

　侵略するつもりはないにしても、本来、敵対国に兵器で乗り込む以上、これは兵士の仕事であるはずなのだが。まだ子供で学生の二人を搬送部隊に組み込むなど、無茶も良いところだ。そう私は思ったのだが。

「ミノリ先生が危ないんですよね!?」

　と両手の拳を握りしめてロイクが言う。

　ああ。彼がやたら気合入っているのは、このためか。

　ある一件からロイクはやたらと美み埜の里りさんを信奉しているというか、懸け想そうしているというか……とにかく美埜里さんが大好きなのである。だから彼女が大変だと聞くといても立ってもいられない、ということであるらしい。

　でもって──

「この馬鹿エルフが」

　ロイクを指さしながらロミルダが苦笑を浮かべた。

「そのまま飛び出していきそうだったもので」

　喧けん嘩か仲間のロミルダは付き合いで、ということか。

　まあ本人達は頑として認めないが、はたから見るとこの二人、非常に仲が良いので……ロイクが行くと決めれば、ロミルダがついてくるのは不思議でもなんでもない。そもそも最初に試作された〈フェイドラ〉を動かしてバハイラム王国に慎一さんを救出に行った際も、この二人が動かしていたということだし。

　……ということは。

「ひょっとして、経験者ってこと？」

　いくらロイクやロミルダが勢い込んだところで、そもそも、コルドバル卿きようが許さなければこの場にはいないだろうし、何より、今回の件が二人の耳に入るとも思えない。コルドバル卿はむしろこの二人が適任と判断して呼び出したのだ。

「はい、僕達はバハイラムに〈フェイドラ〉で侵入した経験もありますし、何より〈フェイドラ〉の扱いにかけてはいちばんの熟練者なので！」

　とロイクが自慢げにそう言ってくる。

「もちろん、僕達が乗る初号機は、隊長機ってことで伝統に従い、赤で塗装してから、角つけてもらいました！　万事、抜かりありません！」

「何の伝統なんですか、何の」

　というか、そういう抜かりのなさは今は意味がないのだけれど。

「僕達の操作が上手いんで、三倍早く見えるんですよ」

「聞いてません」

「ちなみに量産機の方は吸血部隊仕様ということで肩を赤く」

「だから聞いてません」

　業の深いオタク特有のネタをとりあえずかわしながら──今はいちいち応じている余裕がない──私は緑の方の〈フェイドラ〉を見る。あちらにもそれぞれ、操縦士と副操縦士といった感じでエルフとドワーフ、さらに作業員として人間の兵士が乗るようで、〈フェイドラ〉一体につき四、五人が乗り込むという感じらしかった。

　要するに〈フェイドラ〉が派手で威圧的に見えるものの、実際の運営人員としては二十名から二十五名の小部隊だ。一時間で手配できたのもこの人数だからだろう。

「──ヒカル！」

　名を呼ばれて振り返ると、ちょうど、ペトラルカ・アン・エルダント三世陛下と、ガリウス・エン・コルドバル卿きようが揃そろってこっちにやってくるのが見えた。

「陛下、コルドバル卿──」

「最低限かつ、最速の兵力で、とりあえずバハイラムの第三王都に辿たどり着くことだけを目標にしている」

　とコルドバル卿が言った。

「──といえば聞こえは良いが。この時間で用意できるのはこれが限界だ。これ以上の部隊を手配する時間はなかったし、後々『ただ品物を送り届けるだけ』という言い訳もきかなくなるからな。特に周辺諸国に対しては」

「それはそうでしょうね……」

「とはいえ、正直帰りのことまでは考えていない」

　あっさりコルドバル卿はそんなことを言ってきた。

　まあ確かに速度優先で強引にバハイラム王国軍の頭上を飛び越えて第三王都にたどり着けたとして──しかし帰りもそのまま相手が指をくわえて見てくれているとは思えない。バハイラム王国は〈フェイドラ〉のような兵器こそないものの、傀く儡ぐつ竜りゆうという、一種の生物兵器を保有している。アレとの戦闘になれば、〈フェイドラ〉も無傷ではいられないだろう。

　つまり──

「片道切符の特攻隊ってことですか!?」

「そうなるな」

「彼らは子供で学生ですよ？」

　と私はロイクとロミルダを指さすが、コルドバル卿きようはわずかに肩を竦すくめてこう言った。

「しくじればこの首都マリノスも含めエルダントの国土の何割かが吹き飛ばされるのだろう？　ならば学生だ、兵士だ、大人だ、子供だ、と区別する意味はあるまい。適任者を投入するだけだ」

「それは──」

　その通りなのだが。

「では陛下。行って参ります」

　そう言ってコルドバル卿が陛下に一礼する。

　陛下は渋々といった様子で頷うなずいて──

「帰れるかどうか分からないなどと、無責任なことを申すな。必ず、シンイチ達を連れ帰って参れ。お主の責任でな。いいか、勅命じゃぞ」

「……御意」

　と苦笑を浮かべてコルドバル卿が頷く。

　それはつまり、コルドバル卿も必ず生きて帰ってこいという意味だ。

　いや、それ以前に──

「いや、ちょっと待ってください、コルドバル卿も？」

「そうだ」

　コルドバル卿は平然と言った。

「私とて座して待つのは性に合わぬのでな」

「でも──」

　騎士団の団長であり、事実上の将軍職にあるコルドバル卿が自ら出るつもりだったとは、私も驚かされた。要するにこの美形青年騎士は、子供達だけに危ない橋を渡らせるつもりはなかったのだ。

「私にもしものことがあっても、陛下がおられれば問題ない」

　平然とコルドバル卿はそんなことを言ってくる。

「それに──私個人としても、シンイチの手助けをしてやりたいと思うし、ミノリにもいろいろと『びぃえる』本をもらった恩がある。まあ、せっかくの地位と権力だ──この程度のワガママは通させてもらう」

「…………」

　私は呆あきれて言葉も出ない。

　もっと冷静沈着な人かと思っていたけれど、意外に『熱い』人だったようだ。

「妾わらわのワガママは許さぬくせにな」

　と不満そうに言うのは陛下だ。

　彼女のことだから、自分も慎しん一いちさんのところに行く、と駄々をこねたのかもしれない。

「陛下は皇帝であられますので」

　と澄ました表情でコルドバル卿きようが言う。

「玉ぎよく体たいにもしものことがあれば我が国の一大事」

「皇位継承第一位が何を言うか。──まあ良い」

　陛下は溜ため息いきをついてから、顔を上げて言った。

「ペトラルカ・アン・エルダント三世の名の許に命じる！　とっとと行って、世界を救ってこい！」

「御意」

　私達は──私、ロイク、ロミルダ、そしてコルドバル卿は、揃そろって可愛らしい皇帝陛下に向け、頭こうべを垂れた。
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〈竜の巣〉の広間は緊張の空気に満ちていた。

　奥へと──より下の階層へと繫つながる傾斜路の入り口で僕らに対して身構えている、〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の兵士達。

　ミュセルが彼らに人質にとられてしまった。

　迂う闊かつなことをすれば、今すぐこのエルフ娘の白い喉を搔かき切るぞ、と言わんばかりにエレアマチ族の兵士が彼女に短剣を突きつけている。でもってその後ろには魔法兵器〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉を三つばかり携えた〈墓守隊〉の他の兵士達が並んでこちらを睨にらんでいた。

　対して──こちらは僕と、エルビア、美み埜の里りさん、アマテナ、クラーラ、そしてファルメルさんとフォグロン商会の面々、それにテレジアである。

　そして──

「…………」

　対立する二つの集団の間で、バハイラム第三王都の一般住民が何人か、困惑の表情で視線を右往左往させている。どっちに味方するべきか、迷っているのだろう。

　もともとバハイラムの人達なんだから、問答無用で〈墓守隊アンダーテイカーズ〉に味方しそうなものだけど、〈墓守隊〉の兵士達はこの〈竜の巣〉を守るために自爆するなんて宣言しちゃってるから、そりゃ一般市民としては彼らの側につくのを躊ちゆう躇ちよせざるを得ないだろう。

　ましてや僕らの側にはアマテナとクラーラがいる──つまり、僕らの側にもバハイラムの兵士はいるのだ。しかもアマテナは『自爆なんて馬鹿な真似をするな』と先に説得を試みているから……たぶん、バハイラムの標準的な価値観からしても、道理というか良識というか、それはこっちにあるように見えているだろう。

　バハイラムの一般市民はまあ数えないとしても、人数から言えば同等だ。

　ただし相手はミュセルという人質と、三つの〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉がある分だけ、僕らよりも有利な立場にある。〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉──あれが僕達の世界の爆弾と同じかどうかは分からないけれど、一つ爆発させれば連鎖的に他も爆発する可能性があった。たとえミュセルのことがなかったとしても、迂う闊かつに彼らに近づくわけにはいかなかった。

　駄目だ。真っ当な方法ではどうにもならない。

　だからこそ美み埜の里りさんも、そしてアマテナも、厳しい表情のまま動かないでいるのだろう。普通の方法でこの状況を打開できるなら、僕なんかよりも遥はるかに強い兵士である彼女らが、とっくに何とかしてくれていたはずで。

　となると──

「……ふ、ふふふ、ふふふふふはははは、はははははは！」

「な、なんだ!?」

　高々と響く哄こう笑しように〈墓守隊〉の兵士達がびくりと身を竦すくませる。

「はははははははははははははははははははははははは！」

　……とりあえず笑ってみた。

　いや。笑ってどうなるものでもないのだけれど。

　正攻法が駄目なら、口八丁手八丁で相手を煙けむに巻くしかない。

　となると、僕にできるのはできるだけハッタリかませて、相手の隙を作る程度だ。相手が戦意喪失してくれればそれでいいし、そうでなくともこっちの奇行に気をとられて隙ができれば、美埜里さんやアマテナ、クラーラ辺りが何とかしてくれる、はず。たぶん。きっと。そうじゃないかな。

　なので──

「はははははははははは、うわははははははははははは！」

　笑いながら僕は考える。

　えーと。えーと。とりあえず笑ってみたけど、この後どうしようか。

　考えろ、考えるんだ、加か納のう慎しん一いち！

　何かナイスな感じの時間稼ぎを……！

「馬鹿か、お前らは！　いや、馬鹿だな、ははは、とんだ馬鹿がいたものだ！」

　とりあえず上から目線でディスってみる。

「馬鹿だと？」

　とミュセルに短剣を突きつけているエレアマチ族の兵士が、ぎょろぎょろと目を動かしながら言う。

　お。乗ってきた乗ってきた。

　じゃあ次──ええと。

「僕達にこの〈竜の巣〉を渡さない？　そのために自爆する？　あははははは！　いやあ、結構結構、いいな、是非、やってくれ！」

「なっ……？」

　目に見えて〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の間に動揺が走る。

　というか僕の視界の端で、フォグロン商会の人達がはっきりと分かるくらいに狼狽うろたえているのが見えるんだけど──お願いだから余計な突っ込み入れないでね!?

「もともと僕達はこのバハイラムの軍事施設を破壊するために派遣されてきたわけだからな！　その任務、お前達が代わりにやってくれるというのなら、こんなに楽なことはない！」

　人間、やるなと言われればやりたくなるし、やれと言われればやりたくなくなる。

　この場合、むしろ〈墓守隊〉は自爆することで、自分達の矜持プライドを守り、同時に僕らの──エルダント勢の鼻を明かそうとしているわけだけど。むしろそれは僕らにとって願ったり叶かなったりだ、とか何とか言ってやれば、自爆を躊ちゆう躇ちよするかもしれないわけで。

「な、なにを──」

「お前達は、傀く儡ぐつ竜りゆうをもの凄い新兵器だと考えているみたいだな。エルダントの側からすれば、喉から手が出るくらいに同じ兵器がほしい、だから、その生産拠点を僕達が奪いに来たのだと、そう考えたわけだ！　あはははは！」

「違うというのか！」

「違うよ、全然違う。僕達は──というかエルダント帝国はすでに、傀儡竜と互角以上に戦える兵器を造ってる。実際、エルダント帝国は傀儡竜を二度か三度、倒してるよ、一人の被害も出さずにね！」

　これは事実だ。

〈フェイドラ〉で僕を救出しに来てくれたときに一度。また、制御を離れた傀儡竜がエルダント領内に迷い込んだときに一度。厳密に言えば、どっちも最終的な決め手は自衛隊の兵器だったわけだけど──その辺はたぶんごまかしがきくだろうと僕は踏んでいた。

　大きな噓うそを信じさせるためには、小さな本当をたくさん混ぜること。そうすると相手は俄が然ぜん信じ込みやすくなる。相手にも確認しやすい幾つかの小さな真実が、噓に説得力を持たせてくれるのである。

　これは昔、ラノベ作家をやっているうちの親父から教わったことだ。

　実際に傀く儡ぐつ竜りゆうが倒されたことを、〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の兵士達が知っているかどうか分からないけれど……傀儡竜が新兵器で、その素材となる竜の製造をここで行っていたのだとしたら、『自慢の新兵器』が倒された情報は何らかの形で兵士達の耳に入っている可能性が高い。

　つまり彼らは、僕が全部が全部出で鱈たら目めを言っているわけではないことが分かるという寸法。後はとりあえず堂々と言い切ったら良い──はず。

「だからさ、エルダント帝国としては、その新兵器が量産できて数が揃そろうまでの時間稼ぎがしたかったわけ。なんだかんだ言って、傀儡竜が強力な兵器であることは間違いないんだしね。こっちの新兵器の数が揃う前に、傀儡竜を量産されたら、たまんない」

「……！」

〈墓守隊〉の兵士達が顔を見合わせる。

　お。動揺してる動揺してる！　よっしゃ！

「だから、傀儡竜の生産拠点、それを潰しに来たわけ。別に傀儡竜なんてエルダント帝国はほしくないんだよ。占領して奪うつもりなら、もっと大部隊で来てるって」

「…………！」

「とりあえず、傀儡竜の生産が遅れてくれればいい。止まってくれればなおいい。そういうわけで、そっちでこの〈竜の巣〉を爆破してくれるっていうのなら、どうぞ、助かりますからやっちゃって？」

　と手をひらひら挑発的に振って見せながらも、僕の背中は冷や汗でぐっしょりだった。

　万が一、『そうか、それじゃあ』と〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉をこの場で起動・爆発させられたら、僕ら全員、死んでしまう。さすがにそれだけは避けたかった。

　で──

「ああ、でも正直、僕は生きてエルダント帝国に帰りたいんだよね」

　肩を竦すくめて笑ってみせる。

「だから自爆するっていうのなら止めないけど、僕らが逃げた後にしてくれるかな」

「……！　こっちには人質が──」

「まあ、彼女も破壊工作部隊として僕と一緒に送り込まれた以上、覚悟はしてるよ。ねえ、ミュセル？」

　僕は笑いながら、スマートフォンの画面に最大フォントで書いた日本語──『うそ。はなしあわせて』を掲げて見せながら言った。彼女が読み取れるかどうか、ぎりぎりの距離だったけど──

「え？　あ、はい、もちろんです！」

　とがくがくとミュセルは頷うなずいた。

「ミュセル、君の功績はちゃんと、コルドバル卿きように報告しておくよ。君の家族の面倒はちゃんとエルダント帝国がすべて見る。病気の弟も、この重要任務を成功させた功労者の身内ということであれば、生涯、帝国が面倒を見てくれる。だから安心して死んでくれ！」

「わ、分かりました！」

　いや、ミュセル、そんな嬉うれしそうに頷いたらさすがに不自然だから、もうちょっと悲壮的な感じで──とは言えないので、まあ僕は強引に先に進めることにした。

「シンイチさ──」

「…………」

　僕の作戦がいまいち理解できていないのだろう──エルビアが血相変えて何か言おうとしたのだけれど、素早く彼女に駆け寄ったクラーラが彼女の口を押さえ、アマテナが妹の肩に手を置いてその動きを止めた。

　さすがに察しが良い。感謝。

「まあでも、死なずに済むなら死なない方がいい。いくら任務とはいえ、ね」

　僕は『いくら任務とはいえ』のところに大おお袈げ裟さなくらいに抑揚をつけて言った。

　そう。ある種の自殺志願とか、性的倒錯とか、そういう例外を除けば、人間、誰だって死にたくはないだろう。生きていられるなら生きていたいと思うはずだ。それは〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の連中だって同じはず。

　格好付けて、仕事だ、任務だ、使命だと自分に言い聞かせて、自爆を選ぼうとしているけれど──それが全部『無駄』だと言われたら、連中はどう思うか。

　彼らだって木の股から生まれてきたわけじゃあるまいし、家族も、そしておそらく友人や恋人とかもいるはずで、そんな人達に自分達が『結局自爆しても敵に利しただけの間抜け』だと思われると分かっていて、なお、命を捨てることができるだろうか。

　まあ、たぶん、無理だ。

「だからまあ、その危ない魔法兵器を起動するのは、僕らが安全なところまで離れてからにしてくれるかな？　そしたら、そうだな、とりあえず〈墓守隊〉はバハイラム帝国のために立派に自爆したって噂うわさを流すくらいはしてあげられるかも？」

「…………」

　それまでとは微妙に異なる、何か、白けたかのような表情が〈墓守隊〉兵士達の顔にぽつりぽつりと浮かび始める。

　とりあえず、異常な状況に激げき昂こうして、自爆するだの何だのと盛り上がっちゃっていたわけだけど、それがあんまり意味がないどころか、他人から見たら間抜けにすら見えるという事実を、認識してくれたようだった。

　もちろん、僕の言ったことはハッタリだけど、まったくの噓うそというわけじゃなし、そもそも自爆しても意味がないのはその通りなのだ。僕らはただファルメルさんらを助けにきたのであって、〈竜の巣〉を占拠しに来たわけではないのだから、自爆は本当に無意味な行為でしかない。その点だけはもう完全に本当のことだった。

「それじゃ、僕らはこれで──」

　僕はハッタリを続けながら、〈墓守隊アンダーテイカーズ〉とミュセルに背を向ける。

　ミュセルを見捨てるようなことを言ったせいか、ファルメルさんがすごい目で僕を睨にらんでいるけれど、とりあえず、笑顔で『じゃあ行きましょうか、皆で』と言ってみる。

「そうね。早くしないとバハイラムの奪還部隊も来そうだし」

　と美み埜の里りさんが乗ってくれる。

　確かに〈竜の巣〉が超重要軍事施設であること、そもそもここが第三王都であることを思えば、バハイラム軍がやってくる可能性は高い。

　さらに──

「いや、待て、シンイチ。ここはきちんとこいつらが自爆するのを確認してからの方がいい。万が一にも生き残られては、私の裏切りがばれてしまう」

　とアマテナまで乗ってきてくれた。

　結果──

「…………」

〈墓守隊〉の兵士達が次々に目を伏せる。

　そして最後に……

「くそっ……」

　ミュセルを人質にとっていたエレアマチ族の兵士が、彼女から手を離し──その背中を押した。

　ミュセルはつんのめるようにして二歩、三歩と歩いてから、驚いたように背後を振り返る。だが〈墓守隊〉の兵士達はいずれも意気消沈した様子で、もう彼女に興味をなくしているようだった。

「ミュセル！」

　とファルメルさんが飛び出して、ミュセルを抱き締める。

　よし。とりあえずミュセルは無事に取り戻せたみたい。〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉も使うだけ無駄だと思ったのだろう。〈墓守隊〉の兵士達は足元にその魔法兵器を置いたまま、触ろうとする様子もない。

　良かった。なんとかなった。

　いやもう本当に、冷や汗どころか、不安で胃が溶けるかと思ったよ。

　短く溜ため息いきをつく僕の横で──

「やるじゃねーか」

　と腕を組んで評してくるのはテレジアである。

「だがあの連中を押さえ込むなら早くした方がいいぞ」

「え……？」

「外を巡回警備中のＢＯＵ部隊から連絡があった」

　とこめかみを人差し指でこつこつと叩たたきながらテレジアは言う。

　どうやらこの人形少女、裸族と──地下施設で造られたＢＯＵ、すなわち僕らが亜人種と呼んでいた遺伝子改造兵士と通信ができるらしい。こういうところはサイボーグ、もといアンドロイドは便利である。裸族の方は脳に通信機でも埋め込んでたりするんだろうか。それはともかく──

「実際に、そのバハイラムだったか？　もともとここに居座ってた連中らしい軍隊が、こっちを目指して進軍中だそうだ。ＢＯＵ部隊が相手をしているが、結構な数らしくてな」

「そうなの？」

　僕は〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の兵士達の方をちらりと見るけれど、彼らは特に反応を示していない。考えてみればテレジアは魔章指輪をしていないので、彼女の言葉を兵士達は理解していないようだった。どうもテレジアもそれを見越したうえで喋しやべっているみたいだったけれど。

「こういう形の紋章が記された旗を掲げてるとかで──」

　とテレジアが毎度の如く、掌てのひらを壁につけると、そこに映像が描き出される。

　写真ではなくＣＧで描かれたと思おぼしき紋章の図。

　バハイラム王国の国旗と、その下に──部隊章らしい紋章がもう一つ。

　まあ僕が見ても分かるのはその程度だったのだけれど。

「──これは？」

「東方第二軍団の……」

　と反応したのはアマテナとクラーラである。

「なんだかこの旗を掲げた軍隊が来てるらしいよ」

　と僕はアマテナの耳元に口を寄せて囁ささやいた。

「……！　東方第二軍団が？　となると──」

「お姉様──」

　アマテナとクラーラが顔を寄せ合って何やらぼそぼそとやっていたけれど。

「シンイチ。その部隊はたぶん、囮おとりだ」

　アマテナが囁くような口調で言った。

「囮……？」

「東方第二軍団は、姉のジジレアも所属する軍団だが、奇襲や、奇計奇策を得意とする将軍が率いている。真っ当に堂々と攻めてくるとは考えにくい」

　アマテナは眉をひそめてそう言った。

「奇計奇策…………」

　言葉にすると簡単だけど、具体的にじゃあ、その将軍とやらは何をどうするつもりなのか……奇襲、奇計、奇策、いずれにせよ、この〈竜の巣〉を取り戻そうとしているのは間違いないだろう。

　となると──

「どこかの銀行強盗モノみたいに、地下道を掘ってきたりして」

　などと僕がその場の適当な思いつきを口にした、その、瞬間。




　──轟ごう音おん。




「──え？」

　奥の方、すなわち下の階層に続く傾斜路のさらに奥から聞こえてきた轟音に、皆が顔を見合わせる。

「テレジア？」

「いや、施設に異常は──いや、これは？」

　とテレジアが若干、困惑したような表情を浮かべている。

　この施設の管理者として、各種装置に通信回線を介して接触できる彼女にもよく分からないということか。

　つまり──

「──！」

　鎧よろい姿すがたの兵士達が傾斜路の奥からあふれ出てきたのは、次の瞬間だった。

　って──まさか、本当に!?

「殺せっ！　皆殺しだ！」

　鎧姿の兵士の一人が、剣を掲げてそう叫んだ。
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　轟ごう々ごうと音を立てて風をまとい、翼を広げ、鋼鉄の竜が舞い上がる。

　深紅の〈フェイドラ〉を先頭に、濃緑の──右肩だけを何故か血のような赤で塗られた〈フェイドラ〉四体が遥はるかな蒼そう穹きゆうへと飛ひ翔しようし、そこで隊列を確認するかのように揃そろって大きく旋回。それから『禁忌の鎧よろい』搬送部隊は、西に向かって飛び去っていった。

「…………」

　その様子を練兵場から見送りつつ、妾わらわは溜ため息いきをついた。

　本当ならば、妾わらわがあの紅い〈フェイドラ〉に乗ってシンイチのところに駆けつけたかった。だが、さすがにエルダントの皇帝たるこの身でバハイラムの領内に、それも強引に侵入する一隊に混じるわけにはいかない。

　また──ヒカルの話を疑うわけではもちろんないが、本当に世界の危機だったとしても、それはそれとして、地震の被害でエルダントには帝都マリノスを含め、各所に被害が出ている。国民の間に動揺が広がり、これを機に、とバハイラム以外でも不穏な動きを見せる国が幾つかある以上、皇帝が帝都を留守にするわけにもいかなかったのだ。

「──城に戻るぞ」

　妾は近衛騎士達にそう告げると踵きびすを返し、錬兵場の端に停められている羽車に向けて歩き始める。

　そのとき──

「──陛下！」

　何やら大慌てといった態ていで、ザハールと、そして数名の兵士が錬兵場に入ってくる姿が見えた。兵士達の肩にはそれぞれ所属を示す紋章が縫い込んであるが、彼らはどうやら、この神聖エルダント帝国と日本を繫つなぐ『チョウクウカンツウロ』を管理している部隊の者のようだった。

　もっとも管理と言っても、いつぞやの魔力消失騒動からこっち、『チョウクウカンツウロ』に設けられた『蓋』の開け閉めと、周辺施設の警備を行っているだけなのだ。『チョウクウカンツウロ』そのものは、我々がどうにかできるような代しろ物ものではない。

「なにごとじゃ!?」

　ザハールがわざわざこんな場にまで妾を呼びに来るということは、よほどに何か大事が生じたのに相違あるまい。

「それが──その」

　ザハールが口籠もる。

　珍しい。非常に珍しいことだった。

「何が起きているのか、よくわからんのです」

「わからない？」

　よく分からないが、しかし、ザハールがこうまで慌てるほどの緊急事態ということか。

　妾が目を向けると、ザハールはその禿とく頭とうに浮かぶ汗を手巾で拭きながらこう続けた。

「何分、前例のないことでありますゆえ……」

「陛下……恐れながら、言葉でご説明申し上げるより、陛下のお目で実際にご覧になった方が早かろうと思われます」

　と兵士もそう言い添えてくる。

　つまりはザハールのみならず、兵士も、要するに誰が見ても『大変なこと』と分かる何かが『チョウクウカンツウロ』に起きているということか。

「このややこしいときに……」

　とこぼしつつ、しかし妾はふと気付く。

『チョウクウカンツウロ』で何が起きているのかは分からないが、それは、この地震やシンイチ達の一件とは無関係か？　それとも──これらはどこかで繫つながっているのか？

　もし後者だとすれば、『チョウクウカンツウロ』の異常は偶然ではなく、必然ということになる。

「分かった。案内せい」

　妾はそう告げると、改めて羽車に乗り込んだ。
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〈竜の巣〉は大混乱に陥っていた。

　もともといたバハイラム兵──〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の兵士達は、いきなり、予想もしていなかったところから同じバハイラムの兵士がやってきたことで、どう対応すべきか分からなくなってしまったらしい。

　僕達の説得──というかハッタリで、〈墓守隊〉の兵士達は自分達の立場がかなり微妙なものになっていることを意識していた。最重要機密の施設を事実上、他国の人間に占拠されているような状態で、生きていても責任を問われるのは必至、けれども自爆しても結局、エルダントに利する状態になるだけ、ならば──といろいろ諦めていたところに、まさかの援軍である。

　しかも……これはアマテナから聞いた話だけれども、〈墓守隊〉と他の軍隊とはあまり仲がよろしくないらしい。積極的にいがみ合うほどではないにしても、『あいつら気に喰くわない』的な感じで〈墓守隊〉は通常の軍隊から見られていたんだとか。

　まあ、この種の軋あつ轢れきが生じるのもお約束というか、お偉いさん直属のエリート部隊と、現場たたき上げの部隊とが反目するなんてのはそれこそ、漫画やアニメなんかでもよく聞く話だ。

　だから、ドワーフの『工兵』──彼らの魔法で坑道を掘って侵入してきたのだろう──を先頭に侵入してきた、東方第二軍団の兵士は、〈墓守隊〉の兵士達が生きていることに喜ぶ様子もなく、ほとんど無視するような形で僕達に襲いかかった。

　こうなると〈墓守隊〉の兵士は立場がない。

　東方第二軍団の兵士に加勢するのも何か躊躇ためらわれるが、かといって僕らの側について同じバハイラム兵と戦うというのもおかしな話だ。なので、彼らは何をするでもなく、混乱する現場で右往左往するだけだった。

　そして──

「殺せッ！　皆殺しだ！」

　東方第二軍団の兵士達がいきなりそんなふうに叫ぶものだから──軍人ではなかったバハイラムの一般市民や、フォグロン商会の人達はただ狼狽うろたえるだけだ。特にバハイラムの一般市民は、自分達はエルダントの兵ではないのだと釈明しようとして前に出たとたん、東方第二軍団の兵士に斬り殺されそうになっていた。

「よさんか、この者達は──」

　東方第二軍団と一般市民の間に割り込んでそう叫ぶアマテナとクラーラだが、どうも相手は聞く耳持たない様子でそのまま斬り掛かってくる。アマテナとクラーラは短剣を抜いて相手の攻撃を受け止めたりしているけれど、明らかに多勢に無ぶ勢ぜい──というか彼女らは東方第二軍団を殺すつもりはないわけで、ひたすら防御に徹している分、押され気味。

　でもって……

「てめえら、人の家で好き勝手してくれてんじゃねえかよ!?」

　わりと早々にテレジアが、きれた。

「ぶち殺される覚悟はあるんだろうな!?」

　そう言ってテレジアは、だん、と足音を立てて跳躍──いきなり東方第二軍団の真ん中に着地すると、その華きや奢しやに見える手足をぶん回して、あたるを幸い、兵士達を薙なぎ払い始めた。

　がん、がん、がががん、と素手の殴打とはとても思えない打撃音が続く。というかこれはあれか。殴られた鎧よろいが凹む音か。

　うわ、鎧よろい兜かぶとが拳の形に凹んでる……！

「な、なんだこいつは!?」

「つ、強ッ……!?」

　東方第二軍団の兵士達もこれで、大混乱に陥った。

　もともとテレジアは人間ではなくて人形だ。それも軍ミ用ル基ス準ペ性ツ能クの。そりゃ殴り合いをしたら強いに決まってる。しかも基本が光流ヒカルさんのアバターと同じものであると考えると、たぶん、もともとはスライム状のものが、一時的に人の形をとっているに過ぎない。ちょっとやそっと斬られようが突かれようが、痛くも痒かゆくもないだろう。

　とはいえ、やっぱり一人は一人だ。

　彼女が大暴れしたところで、百人以上押し寄せてきた東方第二軍団の兵士をまとめて制圧なんてできはしない。あるいは、僕らを守ることなく、東方第二軍団を皆殺しにするつもりであったなら、時間は掛かってもテレジア一人で何とかなったかもしれないが。

　ともあれ──結果として、テレジアの乱入は、ひとかたまりになっていた東方第二軍団の兵士を、四方八方に散らすことになった。

　つまり……

「慎しん一いち君！」

「シンイチ様！」

　僕の方にやってきた数名の兵士を、美み埜の里りさんとエルビアが迎え撃つ。さすがにこの乱戦で銃を使うわけにはいかないと判断したのか、美埜里さんは軍用ナイフ、エルビアは素手で兵士と渡り合っている。

「こんのぉっ！」

　エルビアは掌しよう底ていとでもいうのか、指を折りたたんだ状態の掌てのひらで相手を叩たたいたり──何となく猫パンチっぽい──足払いを掛けたりして戦っている。そういえば彼女が積極的に『攻撃』している姿ってあまり見なかったけど、さすがにアマテナの妹でウェアウルフだけあって、いざ戦うとそれなりに強いようだった。

　美埜里さんの方はというと、言うに及ばず。

　そもそもドラゴンに回し蹴りかましちゃうような人だし、ウェアウルフのアマテナとも互角にやり合える技の持ち主だっていうし。

　なので大混乱の最中とはいえ、僕はわりと安全だった。

　そんでもって──

「こんの空気頭めがッ！」

「泥臭いチビどもめ！」

　見れば、少し離れたところで、ミュセルがファルメルさんやフォグロン商会の人達とやっぱり風の魔法で兵士達とやり合っているけれど、こちらは最初に入ってきたドワーフの工兵らしき連中と魔法合戦になっている感じで、あんまり斬り合い、殴り合いにはなっていない様子。

　ドワーフの工兵が真っ先にミュセル達を狙ったのは、やっぱりエルフとドワーフの仲の悪さからか。エルダントじゃわりと彼らも仲良くなってきているような印象があるけど、このドワーフはバハイラムの兵だから、その辺、わりと露骨に敵意が出ちゃうらしい。

「シンイチ様──」

　ミュセルは僕の方を気にしてくれているようだけど、僕らの間にも東方第二軍団の兵士が入り乱れているので、こっちに駆けつけることができないみたい。というか迂う闊かつにこっちに合流しようとする方が危ないだろう。

　とはいえ──

「くっそ、数がやべえな」

　テレジアが獅し子し奮ふん迅じん──というより破壊神じみた活躍をしつつも、そう叫ぶ。

　まあそれはその通りだろう。

　壁を背にして戦える屋内であるうえに混乱している現場なので、多勢に押し包まれて潰される、ってことにはなっていないけど──こっちは全部で三十人前後、相手は百名、単純に考えてもこっちの三倍だ。しかもテレジアに関しては早々に『こいつはやばい』と思ったのか、東方第二軍団の兵士達は、彼女を遠巻きに囲んで、魔法を撃ったり、剣先で突いて牽けん制せいする戦法に切り替えたようだった。

「外のＢＯＵを呼び戻すわけにもいかねえし！」

「……あ、そうか」

　外のＢＯＵ──裸族やドラゴンは、もともとテレジアが巡回警備に出していたみたいなのだけれど、今現在、三方向から第三王都に攻めてきているという東方第二軍団とやり合っている最中だ。実際にはゲリラ的に攻撃を仕掛けて、足止め、というのが基本みたいだけど──何にしても裸族やドラゴンを呼び戻すってことは、一緒に残りの東方第二軍団をこの〈竜の巣〉まで招いちゃうことであり、下手をすると、今、僕らが戦っている連中と、地上からやってくる連中とに挟み撃ちされちゃう可能性があった。

　むう。これってけっこうやばい……!?

　僕もエルビアと美み埜の里りさんを〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉で援護しつつ、何とかならないかと考える。

　けれど──

「ああ、くそ、面めん倒どう臭くせぇ！」

　テレジアが喚わめくと、だん、と再びもの凄い足音を響かせて跳躍。空中で一回転を決めながら僕と美埜里さんの間に狙い澄ましたかのような感じで着地した。

　その両手が、美埜里さんのうなじと、僕の額にそれぞれ当てられる。

「え？　な、何を──」

「このままじゃ埒らちが明かねえからな。ＢＯＵは無理だが、純然たる人間なら一時的に施設管理権限を付与できる。いくぞ！」

「いや、ちょっと待っ──だから、何を!?」

　と問うてもテレジアは答えてくれる様子はなく。

　次の瞬間、彼女の掌てのひらと、僕の額や美埜里さんのうなじの間で、青白い光が瞬いた。

　痛くもなければ熱くもない。

　ただ──

「──え？」

　何か、何だかよく分からないけど、感覚が少し──変わったような？

　何をされたのかよく分からないのだけれど、その作業はもう終わったみたいで──テレジアは再び襲いかかってきた東方第二軍団の兵士とやり合い始めて、僕らから離れていった。

　いや。放置されても困るんですけど。

　いったい何が……？

「慎しん一いち君！」

　美み埜の里りさんの声に我に返った僕は、三人ばかり、東方第二軍団の兵士がこっちに突っ込んでくるのを見た。

　僕はほとんど反射的に、何度も繰り返してきた〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉の呪文を詠唱──って。

「あれ？」

　詠唱が終わる前──どころか、僕が身構えたその瞬間に発動した〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉は、兵士達をあっさり吹っ飛ばし、それどころか、その背後にいた数名もまとめて壁際まで飛ばして叩たたき付けてしまった。

　な、なにこれ？

　呪文詠唱も終わってないのに、桁違いのパワーアップとか……

「マイクロマシンへの干渉権限を二段階引き上げた」

　テレジアが戦いながらそう言って寄よ越こした。

　襲ってきた部隊にはエレアマチ族もいたみたいで……そいつらがまとめてテレジアに攻撃を仕掛けている。さすがにエレアマチ族相手だとテレジアも多少苦戦するらしい。当初のようにあたるを幸いとばかりに片っ端からぶっ飛ばす、なんて真似はできないようだった。

「この施設内限定だけどな。細かい演算は施設の通信ネットワークが分散処理するから、お前らは適当にイメージして相手をぶっ倒せ！」

　え。あの、どういうこと？

　彼女の言うマイクロマシンって──つまりこっちの世界でいう精霊だっけ。でもってその干渉権限を引き上げたってことは、それだけ、簡単にマイクロマシンを使った各種作業、つまりは魔法が使えちゃう？

　しかも呪文詠唱の部分は施設の通信ネットワークが肩代わりしてくれるってことか。

　僕と美埜里さんは、ただ、適当に頭の中で技とか魔法とか、好きにイメージしてやれば、それを使える……!?

「……ってことは？」

　僕は試しに有名なアレをやってみることにした。

　すなわち──

「かぁああああめぇえええええはぁああああ」

　右手を引いて。左手を伸ばして。両手を揃そろえて右脇に。

　溜ためて溜めてぇ──

「ちょっと慎一君!?」

　流石さすがにまだ事態を把握しきっていない美埜里さんが驚いてこっちを振り返ってくる。

　しかし──

「めぇええええええええええ──はぁッ！」

　と叫んだその瞬間。

　僕が突きだした両手からは、いきなり、光の奔流がどばっと迸ほとばしり、東方第二軍団の兵士を吹っ飛ばした。

　おおっ！　出た、本当に出たッ！

　というか、身体の動きも妙に軽いけど、これって──マイクロマシンが技の動きをサポートしてくれてるってことかな。ぱっと見ても分からないけど、こう、透明なパワードアシストスーツみたいな感じで？

「美み埜の里りさん、これいけますよ！」

　僕は拳を握りしめて言った。

　すると何故か、僕の拳に覆い被かぶさるように『グッ！』という書き文字が浮かんで消える。擬音オノマトペまで出ちゃうのか、これ。

　ということは──

「イメージして適当に技名を叫べば、その通りの技が出ます！」

　僕は腰をくいっと曲げて関節の限界に挑戦するようなポーズを決めながら、言った。

　おお、僕の周囲に『ゴゴゴゴゴ』とか擬音の文字が浮かんで消える！

　すげえ、憧れのＪＯＪ●立ちが！　完璧に！

「はぁ？」

「漫画とかアニメの技がそのまんま使えます！」

「そんな馬鹿な──」

　と言いつつも、美埜里さんは足を大きく引いて──

「百八式波●球!?」

　とか言って、何もない空中を蹴る動作。

　すると、いきなり空中にサッカーボール大の何かが出現して、美埜里さんの蹴りに従い飛んでいく──それもなんだか『グワシャ』とか『ゴッ』とかいう文字を撒まき散らし、空中に幾つもの円や円えん錐すいを描いてその真ん中をぶち抜きながら！

　当然、その軌道上にいる東方第二軍団の兵士は全員、なぎ倒されていた。

　もの凄い威力である。なんかアマテナとかクラーラとか、フォグロン商会の人達も何人か巻き込まれてなぎ倒されていたような気もするけど……まあ、皆、すぐに身を起こしてるみたいだから大丈夫か。

「なんなんですか、その技」

「いや、サッカーの王子様のキャラが使う技なんだけど」

　と美埜里さんがさすがに自分でもびびってる感じで言った。

「弐拾壱式くらいでやめとくべきだったかしら」
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「巻き添え、たくさん出そうですしね」

　と言いつつも、僕も美み埜の里りさんも、おおむね状況を理解した。

　要するに好き勝手にイメージするだけでその通りの技が出るのだ！　それも擬音オノマトペとなんか演出効果つきで！　すごい！

　文字通りのチートである。

　これならあの『北斗百●拳』だって『二重●極み』だって『奇面フラッ●ュ』だって『ティロ・フィ●ーレ』だって『八つ裂●光輪』だって『ギャラクティカ・マグ●ム』だって『菩●掌』だって『硬質化パ●チ』だって『爆霊●獄』だって『エターナルフォースブリザ●ド』だって『ダイヤモン●エターナル』（以下略）やり放題ってことか！

「うふ。うふふふ。うふふふふふふ」

　あ、変な笑い漏れた。

　しかし僕は──そして美埜里さんも、たぶん、周りがどん引きするくらいに嬉うれしそうに笑いながら、それぞれ身構えると……

「駆逐してやる！」

　とか何とか叫びながら、大混乱の中に割って入る。

　立体起動装置とかほしいところである。

　ともあれ──

「ザンギュラのスーパーウリアッ上ッ！」

「ソニックぶぅんむッ！」

「お兄ちゃんどいてそいつ殺せない！」

「カタルシス●ェイブ！」

「ファイナ●だよーん！」

「左舷、弾幕薄いよなにやってんの！」

　…………等々。

　僕達は思いつく限りの技だの何だのを叫びながら──一部、なんか違うような気がするけど──あたるを幸いといった感じで東方第二軍団の兵士達を蹂じゆう躙りんしていく。

　気分はもう完全に某社の●双シリーズまんまである。さしずめ『異世界無●』とかそんな感じか。何コンボ出るか楽しみである。

「なんだ、こいつら!?」

「出で鱈たら目め──ぎゃああああ!?」

「た、助けっ……！」

　まあ東方第二軍団にしてみれば、いきなり僕と美埜里さんがそれまでと桁違いの強さを発揮して乱入したもんだから、わけが分からず、狼狽うろたえるしかない。特に僕なんかは女性の後ろから支援に魔法撃ってる程度の雑ざ魚こに思われてただろうし。

　これで大乱戦の流れは一気に変わった。

　しかし──

「う、うわ、うわあああああ!?」

　奇人、もとい鬼神の如き僕らの戦いぶりに恐れをなしたのか、〈墓守隊アンダーテイカーズ〉の兵士の一人が錯乱したような声を上げる。ちょうど──そのすぐ側そばにはミュセルやファルメルさん達の姿も見える。

　でもって彼の足元には、さきほどから放置されていた〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉が──

「──！」

　兵士が起動キーらしい札を、〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉に差し込むのが見えた。

　まずい！

「──！」

　僕がそう感じるのと同時に、ミュセルが〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉に向かって走りながら、右手を掲げるのが見えた。

　どうやら〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉の爆発力を、竜巻状態にした風の魔法で押さえ込んで周囲に被害をもたらさないようにしようというのだろう。ペトラルカにもらった衣装──魔法を強化するそれを着ている彼女は、普段の何倍もの威力の風の魔法を操れる。だからこその行動なのだろうけれど……さすがにそれは無茶だ。

「うっ!?」

　ミュセルの発動させた風の魔法にはね飛ばされて、〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉を起動させた兵士が床の上に倒れる。彼と入れ替わるようにしてミュセルは今にも発動せんと光り始めた〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉に覆い被かぶさるばかりに飛びかかって──

「え、ええと、ええと」

　僕は咄とつ嗟さにそちらに向かって喚わめいた。

「バリヤーッ!!」

　何の捻りもないけれど、半球状態の力場障壁をイメージして〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉を押さえ込む。薄青く光る半球の、見るからに『バリヤー』って感じの何かが出現し、その直後──〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉は直径一メートル弱のその半球状の空間の中で、炸さく裂れつした。

　ぼぐぅん……

　とくぐもった爆音と共に、半球の『バリヤー』が光る。

　それから何秒かその『バリヤー』の中で炎が荒れ狂っていたようだけれど、それはすぐに消えて──綺き麗れいに『バリヤー』の形に、丸く焼け焦げ、さらにはその中央に深々と穴が穿うがたれた床だけがそこに残った。直径三十センチほどだろうか。深さは分からないけど、まあ人間が落ちちゃうような大きさじゃないだろう。

「ふう。なんとかなった」

　僕は安あん堵どの溜ため息いきをつく。

　なんでもとりあえず言ってみるものである。

「シンイチ様……！」

　ミュセルもが目を丸くして僕の方を振り返ってくる。

　僕の『バリヤー』が〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉を完全に押さえ込んでしまったことにびっくりしたのだろう。まあ僕もびっくりしたけどさ。

　それより──

「ミュセル、無茶しないでよ」

　僕は言った。ミュセルが〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉に向かって駆け出したときには、本気で背筋が凍る想いだった。

「何年分か寿命が縮んだよ」

「す、すみません……」

　と謝ってくれるものの、上手くいったからか、ミュセルも笑顔だ。

　そして──次の瞬間。

「えっ……？」

　まず最初に、ぴしり、と音がした。

　黒い焼け跡の穴を中心に、放射状の亀裂が床の上に走る。

　その亀裂の先にいるのは──ミュセル!?

「あっ!?」

　崩落は、一瞬だった。

　ミュセルの身体が、空中に浮いたかと思うと──次の瞬間、その姿は一気に数倍に広がった穴の向こうに消えてしまう。

「ミュセル!!」

　僕は咄とつ嗟さに彼女が消えた穴の縁に駆け寄った。

「ミュセル、ミュセル!?」

　彼女の名を呼ぶが、返事がない。

　輻ふく射しや熱ねつなのか何なのか、妙に穴の周辺は熱い。ストーブに顔を近づけているかのようで、長く留とどまっているとそれだけで火傷やけどしそうだった。だが僕は我慢してその直径三メートルほどの穴を覗のぞき込む。

　驚いたことに、その穴は──連なっていた。

　下の階層の床にもさらに同じような穴が開いており、さらにその下にも……少なくとも三層をぶち抜く縦穴がそこに生じているのだ。

　単に床が割れただけじゃない。

　複層に亘わたって床が貫通されている。

　これは──

「まさか……僕のせいか!?」

　あの〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉を押さえ込んだ、僕の半球状の『バリヤー』……あれがもし、モンロー・ノイマン効果みたいに、爆発の力を一点に集中させて、この施設の床を複層にわたって貫通するような威力を発揮させていたとしたら!?

　ちなみにモンロー・ノイマン効果、単にモンロー効果と言われるそれは、現代では成形炸さく薬やく弾だん、特に戦車砲や対戦車ミサイルに用いられるもので……要するに火薬の爆発力を一点に集中させることで、超高速・超高熱の噴流と化し、分厚い装甲もぶち抜けるようにしたものだ。凹面鏡やパラボラアンテナの原理と似ている。

　あるいはもともと、この施設の床が、経年劣化や度重なる地震で傷んでいたということも、あるかもしれない。

　何にしても決定打を加えてしまったのは僕だ。

「ミュセル!!」

　熱さを堪こらえ、目を凝らして覗いてみても、三層以下は暗くてよく見えない。

　そしてミュセルの姿も……見えない。

　黒々とした、地獄に続くかのような穴がただ僕の視線と叫びを吸い込むばかりだ。

　代わりに僕の顔を打つのは、猛烈な、熱気。

　これは〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉の熱だけではないだろう。熱風は明らかに穴の底から途切れることなく噴き上がってきている。

（これって地下の反応炉の……）

　反応炉があるのはいちばん下の階層なのだそうだけど。暴走する反応炉から漏れてきた熱が下の階層を熱しているのか。そして温められた空気が今穿うがたれた穴から、噴き出ているのだ。たぶん。

　こんな熱気の中に落ちたら……即死はしないまでもただじゃ済まない。

「ミュセル──ッ！」

　もう一度僕は声を大にして叫んでみたが、返事は──なかった。





第三章　ファイヤー？　ファイヤー！







　蒼そう穹きゆうを、五組の翼が切り裂きながら進んでいく。

　基本、翼に風の魔法をあてて揚力を得ながら飛んでいるので、特に羽ばたいているわけではなく、当然、エンジン音もなく──〈フェイドラ〉の飛行は安定したものだった。私達の側そばでは風切り音を凄く感じるけれど、地上から見上げれば、ほぼ無音だろう。

『禁忌の鎧よろい』搬送部隊は、順調に国境を越えて、バハイラム領内に侵入を果たしていた。

　あるいは国境付近に展開中のバハイラムの部隊に目視された可能性はあるけれど、地上から見上げる限り、〈フェイドラ〉と普通の竜を区別するのは難しいだろう。編隊を組んで飛んでいるとか、妙な配色カラーリングになっているとか、その辺で不自然さを感じることはあるかもしれないが。

　この調子であれば、第三王都に辿たどり着くのに、あと一時間も必要ないだろう。

　ちなみに私達は今、〈フェイドラ〉の背中に固定された座席に乗っている。

　おかげで真下を見て目が眩くらんだりすることはないけれど、代わりに翼の向こう側に広がる景色を──遥はるか遠くまで延々と果てなく続くこの大地を見渡すことができた。

「…………」

　神聖エルダント城のような一部の例外を除き、この世界には高層建築というものがない。だからこそ少しでも高く飛べば、非常に広い範囲を見渡すことができる。視点の高さが変わるというのは、見える範囲が変わるということであり、世界に対する立ち位置も変わるということだ。

　昔……宇宙から地球を見下ろして、『宇宙を知った人間は決して前と同じではいられない』と説き、人類の対立の愚かさを説いた宇宙飛行士がいたが、あの宇宙飛行士と規模や程度は違えど、同じ感覚が空を飛ぶ者には生じるのかもしれない。

　実際──

「これは……見事なものだな」

　と感嘆の口調で言うのは、ガリウス・エン・コルドバル卿きようだ。

　彼は怜れい悧りな美貌を備えた騎士で、いつも冷静沈着といった風情だが、今はその白い顔を興奮でわずかに赤らめている。二十一世紀の日本に生きていて飛行機も別に珍しくない私や、実際に何度もこの〈フェイドラ〉で飛行を体験しているロイク、ロミルダはさておき、コルドバル卿は今回の飛行が初めてだ。その分、感動というか衝撃というか、大きな影響をこの体験で受けているのだろう。

「怖いですか？」

　と念のために尋ねてみたが、コルドバル卿きようはむしろ苦笑を浮かべて首を振った。

「いや。むしろ思っていたよりも平気だな。もっと揺れるものかとも思っていたが、羽車よりもよほどに安定している」

「まあ飛んでますからね」

　地面のでこぼこに左右されない分、細かな揺れは生じにくい。乱気流にでも巻き込まれればどうか分からないけれど──

「あの辺りはウェルホス山脈か」

　と北の方を見ながら、呟つぶやくように言うコルドバル卿。

　その口調に何か感慨のようなものを感じて、私は尋ねてみた。

「あの山岳地帯が何か？」

　山岳地帯、といってもあまり険しい感じではなく、丘陵地に少し毛が生えた感じの低い山が幾つか連なって広がっている感じだ。エルダントとバハイラムの間にある山岳地帯はかなり険しくて、徒歩で越えようとするとそれなりに時間が掛かるようだけれど、あちらはそうでもなさそうだった。

「……いや」

　曖昧に首を振るコルドバル卿。

「若い頃に、あの向こうの国にしばらく留学をしていたものでな」

「あっ……」

　それは、あれだ。

　この間、ちょっと揉もめ事ごとっぽくなった──第五だか第六だかの王子が、ペトラルカ・アン・エルダント三世皇帝陛下に求婚して騒ぎになりかけた、ツェルベリク王国のことだ。

　噂うわさでは、この王子──ルーベルトとかいう名前だったか、とにかくその人が、コルドバル卿と、同性でありながら恋人同士だったとかそんな話があったとか。

「…………」

　どこか寂しげな、物憂げな……美み埜の里りさんがこの場にいれば大喜びしそうなコルドバル卿の横顔だったけれど、あいにくと私は特にＢＬ趣味はない。なので私は余計なことは言わず、黙って視線を前に戻した。

　そして──

「あれっ!?」

　と次に声を上げたのは、私達の前の席で、この〈フェイドラ〉を操っていたロミルダだった。ちなみにロイクは風の魔法に専念しているので、彼が機関士、〈フェイドラ〉の姿勢制御だの何だのは操縦士役であるロミルダの担当なのだけれど──

「どうしたんですか？」

「なんか影が──」

　とロミルダが呟つぶやいたそのとき。

「──!?」

　私達の周囲にいきなり、陰りが生じた。

　それはつまり──

「上!?」

　反射的に頭上を見上げた私は、そこに、まるで空に映る影の如く、〈フェイドラ〉と平行に移動する黒い異い形ぎようを見た。

　いや。影ではない、これは実体だ！

「ドラゴン!!」

　私の叫びに応じたわけでもないのだろうけれど、私達のすぐ上、距離にすれば十メートルばかり上空を飛んでいた黒いドラゴンは、その長い首をわずかに曲げて、こちらを見た。

　その頭部に鋼鉄製らしき鈍にび色いろの楔くさびが深々と突き刺さっているのが見える。

　あれは──

「傀く儡ぐつ竜りゆう、バハイラム軍か！」

　とコルドバル卿きようが叫ぶ。

　そう。あれはバハイラムの生物兵器だ。それが私達のすぐ上を、つきまとうように飛んでいるということは──

「まずい、魔法が!!」

　ロイクが悲鳴じみた声を上げる。

「ロミルダ、距離を」

「分かってる!!」

　私達の〈フェイドラ〉は大きく旋回を開始。けれども傀儡竜はそれを追ってやはり旋回を開始。振り返って見れば、他の〈フェイドラ〉にも同数の傀儡竜がつきまとっているのが見えた。

　この世界の竜は、半精霊生物だそうだ。

　だから基本的に魔法攻撃が効かない。正確には魔法攻撃は竜に近づいた時点で魔力を竜の魔法代謝系に吸い取られて、術式が破綻してしまい、本来の威力を発揮できないのだ。

　そしてそれは魔法攻撃に限らない。

〈フェイドラ〉を飛ばしている風の魔法、〈フェイドラ〉を操っているドワーフの傀く儡ぐつの魔法、それらもドラゴンが近づいてくれば、次第に効きが悪くなり、最終的には消滅する。

　そうすれば〈フェイドラ〉はもう、墜落するしかない。

　実際──私達の後ろを飛んでいた護衛役の〈フェイドラ〉が、傀く儡ぐつ竜りゆうの体当たりを喰くらって、姿勢を崩し、墜落し始めるのが見えた。

「駄目、振り切れない！」

　ロミルダが悲鳴じみた声を上げる。

　どうやら運動性能という意味では、このバハイラムの生物兵器の方が上であるようだ。

「国境を越えた時点で察知されていたか……」

　悔しげにコルドバル卿きようが呟つぶやく。

　私達の側では気がつかなかったけれど、〈フェイドラ〉が国境を越えた際に、バハイラム側に見つかっていたのだろう。以前、バハイラムに拉致された慎しん一いちさんの救出に〈フェイドラ〉を使ったというし、〈フェイドラ〉の製造そのものはわりとエルダントでも堂々と行っていたから、『竜に似た人工物の兵器をエルダントが持っている』という情報はバハイラム側が持っていてもおかしくはない。

　ましてある程度、実際のドラゴンの姿や動きを知っていれば、低空飛行をする〈フェイドラ〉の姿に違和感を感じてもおかしくはないだろう。

　かくして、バハイラム側は『エルダント帝国の侵略部隊』と私達を勘違いして、傀儡竜の部隊を送り込んできた、というわけだ。

　傀儡竜の背中に私達のような『お客』の姿は見えないので、おそらく傀儡竜を操っている魔法使いがこの近くにいるはずだけれど、それがどこにいるのか、そもそも傀儡竜を操る魔法が、どの程度距離を隔てても届くのか、こちらには分からない。

「まずいですね……」

　窮地だった。このままでは全員墜おとされる。

　いや、墜とされないまでも時間稼ぎをされてしまったら、『禁忌の鎧よろい』が〈竜の巣〉に届けられない。そうなれば暴走した反応炉が爆発して──

「墜ちる、墜ちるッ！　ロイク！」

「駄目だ、魔法が──」

「ああ──もうっ!!」

　ロミルダが自分の席にある操そう縦じゆう桿かんのようなものを握って引く。

　がちん、と金属音がして、緩やかに上下していた〈フェイドラ〉の翼が完全に固定、同時に尻しつ尾ぽの動きが急に、カクカクとした、機械的なものに変わった。

　非常用の、魔法を使わない操縦装置なのだろう。私達の〈フェイドラ〉もまた、風の魔法をはぎ取られ、高度を下げていたが、墜落することなく滑空していく。

　そして──

「うわわわわわわわっ!?」

　悲鳴を上げるロミルダ。

　がくがくと激しい震動と共に、巨体で地面を抉えぐりながら〈フェイドラ〉が胴体着陸をする。本来であれば足を使って綺き麗れいに着地するはずが、今は傀く儡ぐつの魔法も上手く使えなくなっているため、胴体を直接使って着陸せざるを得なかったのだ。

「まずい、これでは」

　安全ベルトを外して立ち上がりながらコルドバル卿きようが頭上を見上げる。

　私達の他の〈フェイドラ〉も着陸を余儀なくされているのが見えた。

　地に這はった偽物の竜の上を、本物の、しかし額に楔くさびを刺した傀儡の竜が円を描いて飛んでいる。

〈フェイドラ〉は空戦能力がないが、あちらには竜のお家芸ともいうべき『炎の吐息』がある。あれを頭の上から吐かれたら、私達は逃げる間もなく消し炭になってしまうだろう。そして魔法で防御しようにも、竜が近づいてくればそれも霧散してしまう。

　駄目だ。打つ手がない。

　後はもう走って逃げるくらいしか──

「くっ──」

　コルドバル卿は、万が一のときのためにと座席の横に括り付けてあった弓を外し、これに矢をつがえながら叫んだ。

「ヒカル！　『禁忌の鎧よろい』を持って逃げろ！　ここは私が──」

「コルドバル卿!?」

　コルドバル卿は続けざまに矢を放つが、さすがに上空を自由自在に飛び回る傀く儡ぐつ竜りゆうには命中しない。矢で竜を打ち落とせるとは彼も思っていないだろう。自分が囮おとりになって、その間に私達が『禁忌の鎧』を抱えて逃げる隙をつくろうというのだ。

　だが──

「無理です……！」

　小さくまとめて木箱に入れていてさえ、一抱えほどもある『禁忌の鎧』を、私や、ロイクやロミルダだけで持って逃げるのは難しい。重量はともかく、大きな荷物を抱えて走るのは非常に困難だ。紐ひもを掛けて引きずるという手もあるが、傀儡竜がそれまで待っていてくれるとも思えない。

「むっ……」

　コルドバル卿が悔しげに唸うなる。

　駄目だ。やられる。

　私達は頭上で二頭の傀儡竜が、その顎あぎとを開いて『炎の吐息』の照準動作に入るのを見た。

　しかし──

「──え？」

　それは何の脈絡もなく、まったく唐突に、生じていた。

「なに……!?」

　辺りの風景が、一変したのだ。

　私達や、〈フェイドラ〉や、そして傀く儡ぐつ竜りゆうといった『登場人物』は変わらない。けれども辺り一帯の風景が、砂と石の多い荒野のそれから、何か、不思議なわけの分からないものに変わっていた。

　虹色の光が渦を巻き、空も、地も、渾こん然ぜん一いつ体たいとなって混ざり合っていく。生乾きの風景画の上に何色もの絵の具をぶちまけ、さらに筆を突っ込んでめちゃくちゃに搔かき回したかのような、そんな印象だ。

「な、なんだ、なんだこれ!?」

　とロイクが焦っているところを見ると、どうやらこの異世界特有の現象、というわけでもないようなのだけれど。

「これは──まさか」

　とコルドバル卿きようだけが何か心当たりがある様子。

　そして今まさに私達に攻撃をしかけんとして、口を開いていた二頭の傀儡竜は──いやそれ以外の三頭も、ゆっくりと滑空しつつ、大きな螺ら旋せんを描いて、着地。翼を折りたたみ、長い首を下げて、その場に座ったまま動かなくなった。

　まるで『お座り』を命じられた犬みたいだけれど──

「これは……幻惑の魔法か」

「幻惑？」

　コルドバル卿の言葉に私は首を傾かしげる。

　要するにこの風景は幻ということだろうか。しかしそれはいいとして、何故、傀く儡ぐつ竜りゆうは攻撃をやめたのか……？

　私がそんなことを考えていると。

「やれやれ。危機一髪だったか」

　そんな声が不意に、私達の背後から聞こえてきた。

　この声──……！

「やはりお前か」

　とコルドバル卿が振り返って言う。

　その声には何というか、複雑なものが滲にじんでいた。

「──ルーベルト」

「どうした、もっと嬉うれしそうにしてくれ、ガリウス。久しぶり、というわけではないが」

　と言うのは、騎乗用の大型鳥に乗った、ツェルベリク王国の王子──ルーベルトだった。

　彼は供の者を連れた様子もなく、それどころか何の脈絡もなく、降って湧いたかのようにそこにいた。唐突という意味では、彼の登場もまた風景の変化と同様にひどくいきなりのことだった。

「何故お前がここに？」

「何故？　何故と聞くか？」

　ルーベルト王子は肩を竦すくめて苦笑する。

「わざわざ我が国に緊急の魔法を使って信を送ったのは君達だろうに。それともあれは君のあずかり知らぬこと──ザハール老辺りの御節介だったのかな？」

　そう言うルーベルト王子は何故か妙に楽しげだ。

　対して──

「いや、それは──」

　とコルドバル卿きようが顔をしかめる。

　確かに今回のことで、いらぬ干渉を受けたくないと、コルドバル卿とザハール宰相が、周辺諸国に緊急手段を使って連絡を入れていたのは私も知っている。その連絡の中に、〈フェイドラ〉部隊にはガリウス・エン・コルドバル卿も同行しているという旨、記されていたのかもしれない。

　で、それを見たルーベルト王子は、このエルダントとバハイラムの国境近辺までやってきて、様子を窺うかがっていた──ということだろう。名目上はおそらく国境視察とか、その辺なのだろうけれど。

（そういえばツェルベリク王国は精神操作系の魔法が発達してると……）

　ということは、この異様な風景も、そうした魔法の効果だろうか。

「まあ、ついでだよ」

　とルーベルト王子は苦笑しながら告白してきた。

「我々もバハイラムの傀く儡ぐつ竜りゆうの話は聞いていたからね。対抗のための戦法、戦術を練っていたところだ。で、ちょうど良い実戦の機会があったというわけだ」

　ルーベルト王子曰いわく。

　傀儡竜は、竜の魔法代謝系に影響されにくいよう、増幅された通信系の魔法で、竜の頭に撃ち込んだ楔くさびの中の魔法術式を操るものであるわけだが……これを操る魔法使いや、魔法具の操作者は、傀儡竜の側そばについているか、そうでなくとも姿の見える範囲にいる可能性が高いのだという。

　おそらくこれは、ラジコンなんかと同じ考え方なのだろう。

　今でこそかなり電子装置による制御が行き届いた、ドローンなんて代しろ物ものが普通にあるけれど、基本、遠隔操作というのは操作する対象が目に見える範囲にいないと、何か起こったときに対処できない。

　だから背中に操縦者を乗せているのでもない傀く儡ぐつ竜りゆうは、近くにこれを操る者がいるはずだ──というのが、ルーベルト王子達の読みだった。

　そして、ツェルベリク王国お得意の精神干渉系──幻惑の魔法で辺り一帯を包み込んでやれば、間違いなく動揺して、操者の、ひいては傀儡竜の動きが鈍る。

　その間に操者を見つけ出して制圧してしまえば、操者を失った傀儡竜は、大人しく次の命令が来るまで着陸して待つだろう──そういう判断だったとか。

「多分に推測混じりだな」

「もちろん、だからこれは実験だよ」

　とルーベルト王子は悪びれた様子もなく笑う。

「それとも何か、私が君を助けるためだけに、無理を通してろくに休みもとらず、騎鳥を乗りつぶす勢いで飛ばして、ここまでやってきたとでも？」

「…………」

　コルドバル卿きようはしかめ面でそっぽを向いた。

　あ。顔が少し紅い。

「……ならば、礼を言う必要もないな」

　ややあって、彼は絞り出すようにそう言った。

「ああ。ないよ」

「ではこれで失礼する、急いでいるのでな」

　そう言ってコルドバル卿は弓を座席の横に再び括り付け、ロイクとロミルダに急ぎ離陸するように命じた。

　その様子を、面白そうに淡い笑顔で眺めながら──

「ガリウス」

　ルーベルト王子はそう呼び掛ける。

「なんだ」

「気をつけていきたまえ。君は見た目に反して少々熱くなりすぎる」

「…………忠告は、感謝しておく」

　若干、ぎこちない口調でそう告げるコルドバル卿。

　次の瞬間、ルーベルト王子の姿は──煙のように消えていた。

「あっ……」

「奴の姿も、幻惑の一部だったということだ」

　とコルドバル卿が言う。

「まやかし尽くしだな。いかにもあの男のやりそうなことだ」

「……はぁ」

　ルーベルト王子が供の者を連れていないのも、これで合が点てんがいった。幻を投影するだけならば護衛など必要ないだろう。おそらく本物の──実体のルーベルト王子は、少し離れた場所から、複数の魔法使いを連れてこの大規模な幻惑の魔法を仕掛けているのだ。

　この魔法の場合──竜に対して直接仕掛けるものではないし、一定の距離をとっていれば、魔力を吸われて阻害される可能性は低い。

　よく考えられた対傀く儡ぐつ竜りゆう戦術だと思う。

　あるいは──魔法の有効射程というか、効果範囲のことは私は分からないのだけれど、ルーベルト王子達ツェルベリク勢は、国境を越えていない可能性すらあった。領土侵犯をせず、直接攻撃系の魔法も使用していないのであれば、後々、この『手助け』がバハイラム側にばれたとしても、何とでもごまかしは利くだろう。

　ルーベルト王子は、その言葉通り、ついでに──いや、コルドバル卿きようをダシに使って、対傀儡竜戦術の有効性について実地検証をしただけなのか。

　それとも、その説明すら、まやかしで、本当は──

「…………」

「…………」

　何か言いたげにロイクとロミルダが顔を見合わせていたが、そのまま二人は何も言うことなく〈フェイドラ〉を離陸させる。まあ賢明な判断だろう。他人の色恋に余計な口を挟むと、たいていはとばっちりを食らうものだ。

　ロイクが再起動した風の魔法を受けながら、ゆっくりと〈フェイドラ〉は五体共上昇を開始──風景は相変わらず極彩色の抽象画みたいな状態だけれど、幻と分かっているならば、構わずもともと目指していた方向に飛べば良いだろう。

　そして──

「思わぬ道草を食った、急ぐぞ！」

　この話はこれで終わりだ、とでも言うかのように、強い口調でコルドバル卿は言った。
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　東方第二軍団との戦闘はまだ続いていた。

　僕と美み埜の里りさんとテレジアが暴れまくった結果、全体的に東方第二軍団はめちゃくちゃに引っ搔かき回されており、まとまった軍隊としての動きは、ほとんどできていないのだけれど──それでも個別の兵士達はまだ戦闘を放棄していない。

　ファルメルさんやフォグロン商会の人々、バハイラムの一般市民、そしてエルビアやアマテナ、クラーラといった味方を巻き込まないように──というか巻き込んでも致命的なことにはならないようにと、僕らがある種の『手加減』をしていたため、いったん、ぶっ倒してもすぐに息を吹き返して復活してくる兵士達がおり……なかなか敵の数が減らないのだ。

　しかも──

「ミュセルーッ！」

　僕はといえば、戦闘どころじゃなくて。

　もう何度目になったろうか。

　僕は穴の底に向けて大声で叫ぶ。

　だけど返ってくるのは──穴から昇ってくるのは火傷やけどしそうな熱風ばかりで、ミュセルからの返事はなかった。声が届かないほどに深いのか。それともミュセルが返事ができない状態なのか。

　それとも……

「──シンイチ様！」

　いっそ、穴の中に飛び込んで、と思った僕を……しかし背後から羽交い絞めにしてきたのはクラーラだった。小柄で幼い外見の彼女だけれど、さすがにウェアタイガー、かなり力が強い。今にも飛び降りそうになっていた僕は、彼女に引っ張られ、その場に尻餅をついた。

　そして──

「シンイチッ！」

　僕の側そばでエルビアと共に戦いながら──どうやら僕を守ってくれているらしい──アマテナが叫ぶ。前述の通り、東方第二軍団の兵士達はまだ戦うのをやめていない。むしろ僕が暴れるのをやめたので、好機とばかりに押し寄せてきているようだった。

「今は目の前の戦いに集中しろ！」

「いや、でも、ミュセルが──」

「すでに死んでいるかもしれません」

　僕が考えを及ぼすことすら躊ちゆう躇ちよしたその一言を言ったのは、クラーラだった。

「そんな、馬鹿な、何を──」

「ここにいても汗をかくほどの熱気が昇ってきます」

　クラーラはいつも通り抑揚に乏しい声で──感情の感じられない口調で、そう言ってくる。

「〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉だけの熱とは思えません。たぶん、この底は──」

「うるさいよっ！」

　僕はほとんど考えることもなく、そう叫んでいた。

「…………！」

　僕を羽交い絞めにしているクラーラが、びくりと身を震わせる。

「シンイチ様──」

　まるで怯おびえるような、初めて聞くクラーラの声。

　それで……僕は我に返った。

「あ、ご、ごめん──でも」

　僕は肩越しにクラーラを振り返って言った。

「今の僕は無敵モードだし──」

　テレジアに『権限』を与えられているので、呪文詠唱も必要なくてイメージをそのまま魔法として再現できる。ちょっとやそっとの苦境なんてものともしない──はずだった。

　しかし……

「シンイチ！」

　アマテナが再び声を掛けてくる。

「気持ちは分かるが、ここでお前も飛び込めば、犠牲者が二人になるだけだ」

「駄目っすよ、シンイチ様、ミュセルが心配なのは分かるっすけど！」

　とエルビアもそう言い添えてくる。

「だから、今の僕なら大丈夫──」

「いや、やめておいた方がいいな！」

　と──少し離れたところで戦いながら、ひどく醒さめた口調で言ってくるのは、テレジアだった。

「お前に一時的に付与した管理権限は、あくまでこの施設の中、それも管理システムが正常に働いている領域だけのものだからな。反応炉の側そばでは使えねえよ。一応、マイクロマシンは反応炉の周りでも存在するだろうが、ネットワークの演算能力が使えなけりゃ、いちいち自分でマイクロマシンの使い方を定義して編成しなきゃなんねえ」

「それって──」

「さっきみたいに、好き勝手に思いつく限りに、いろいろな現象を呼び起こせないってこった」

「…………」

　僕は言葉に詰まった。

　そうだ。考えてみれば、その『管理権限』とやらでのマイクロマシン制御が──つまりは魔法が自由自在に使えるのなら、そもそも『禁忌の鎧よろい』を持ってくる必要がない。反応炉の周りは高熱のせいで、ネットワークを介した演算能力が使えない──他の区画との通信が上手く働かないらしい。

　ああくそ。どうでもいいんだそんな理屈！

　ミュセルが、ミュセルが落ちちゃったんだ。

　それも僕の咄とつ嗟さの選択ミスで──僕のせいで。

　もし彼女がこれで死んでたりなんかしたら……

「…………」

　ふと顔を上げると、ファルメルさんと目が合った。

　彼女もまた、さきほどまで穴の中に飛び込もうとして、部下の人達に止められている状態だったけれど──

「…………」

　僕よりは早くに落ち着いたのか、辛つらそうな表情で目を伏せる。

　駄目だ、駄目だよ、貴女あなたが諦めたら駄目でしょう！

　僕は叫びそうになるのをかろうじて堪こらえることができた。

　諦めたくて諦めているわけではないだろう。まともに考えて、自分が飛び込んだところでどうにもならないのだということが、彼女には分かっているだけだ。

　しかし──

「──あれ？」

　戦う兵士達の剣けん戟げきの音と、怒号と、入り乱れる足音と、その他もろもろ、の中でどうしてその声が聞こえたのかはよくわからない。知り合いの声だったからだろうか。

　そう。それは前に一度会ったことのある人の声で──

「何？　なんでここにいるの、あなた達？」

「──ジジ姉!?」

　最初に彼女の名を叫んだのはエルビアだった。

　僕も声のしてきた方を見て──驚く。

　そこにいたのは、エルビア達の長姉、ジジレア・ハーナイマンだった。以前僕の屋敷で会ったときと異なり、軽装ながら鎧よろいを身に着けて、小剣を腰に下げているけれど──この特徴的な人を僕も見み紛まがうことはない。

　何しろエルビアやアマテナと同じ顔をしているのに、なんというか、雰囲気がまったく違うのだ。妹達と異なり、小悪魔っぽいというかなんというか、美人なのだけれど、ものすごく策士っぽい雰囲気がある。もっといえば、妙に胡う散さん臭くさい。

「ジジレア！　今すぐ戦闘中止を命令しろ！　この戦いは無意味だ！」

　とアマテナが叫ぶ。

「んー？」

　ジジレアは束つかの間ま、飄ひよう々ひようとした──場違いなくらいに緊張感のない仕草で首を傾かしげて、僕らの方を見ていたけれども。

「でもそこの彼、シンイチだっけ？　と、そこの女性はエルダントの客分よね？」

　ジジレアは美み埜の里りさんの方にも目を向けて言う。

「エルダントが〈竜の巣〉を占領するために動いているんじゃないの？　そこの彼は先に潜入して後続を招き入れるための下準備をするとか」

「違う、シンイチは──」

　とアマテナが説明しようとした、そのとき。

「──！」

　轟ごう音おんと共に〈竜の巣〉の入り口の扉が開く。

　何か大きなものが──それこそドラゴンくらいの巨体が、閉じられていた扉を蹴破って入ってきたのだろう。何事かと僕らはそちらを見て──

「おまたせですッ！」

「馬鹿──ッ！」

　赤い〈フェイドラ〉の頭の上で、得意げに叫ぶロイクに、美み埜の里りさんが怒鳴った。

「え？　え？　ミノリさん──」

「なんてタイミングで入ってくるの……！」

　まったくです。

　偶然ながら、〈竜の巣〉奪還のために地下から侵攻してきた部隊の指揮官が、ジジレアだったため、この無意味な戦闘を止めることができるのではないか──と思った矢先。

　ジジレア達の邪推を、これ以上はないってくらいに裏付ける形で〈フェイドラ〉が突入してきたものだから、こうなるともう、説得や釈明は無理だ。

　しかし──

「遅いッ！」

　そんなことは今はもうどうでもいい。

　僕はロイク達に文句を言いながら、〈フェイドラ〉の足元に走った。

「え？　シンイチ先生？」

「あの──」

　美埜里さんばかりか、僕にまで文句を言われて、困惑の表情を浮かべるロイクと、そしてその脇のロミルダ。よく見れば、〈フェイドラ〉の背中には光流ヒカルさんとガリウスも乗っているのが分かった。

「遅いって、これでも凄く──」

「ミュセルが下に落ちたんだ！　『禁忌の鎧よろい』がないと助けにいけない！」

　光流さんの言葉に覆いかぶせるようにして僕はそう訴えた。

「下？　あっ──」

　光流さんも床に穿うがたれた穴には気が付いたようだ。

「早く、早く貸して、『禁忌の鎧』！」

「アタシも行くっす！　アタシのも持ってきてるんすよね!?」

　エルビアも〈フェイドラ〉に駆け寄りながらそう叫ぶ。

「あ、ああ、もちろん──ミュセル・フォアランの分もあるが」

　と答えるのはガリウスである。

　彼も今一つ、状況が理解できていないみたい。まあ当然だけど。

「それも持っていきます、とにかく早く！」

　ばんばんと〈フェイドラ〉の脚を叩たたきながら僕は叫ぶ。

　幸いなことに……ジジレアを含め、東方第二軍団の兵士達は、困惑するかのように動きを鈍らせていた。

　彼らは〈フェイドラ〉の実物を見るのは初めてだろうし、そのうえ、見るからに『援軍ですよ』とばかりに突っ込んできたロイク達に、僕や美み埜の里りさんが喜ぶよりもまず文句を言ったせいで、何が何だかよく分からなくなっているのだろう。

　さすがに戦闘を止めるほどではないようだけれども。

「ちょっと、アマテナ？　エルビア？　これどういうことなの!?」

　とジジレアが苛いら立だたしげに尋ねてくるのを背中で聞きつつ──僕とエルビアは、〈フェイドラ〉の腹部から『禁忌の鎧よろい』の木箱を降ろして、開ける。

　僕が慌ててその『禁忌の鎧』に手を伸ばすと──

「おい、シンイチ、だったか！」

　相変わらず東方第二軍団の兵士達を蹴散らしながら、テレジアが声を掛けてくる。

「メンテナンス・モードで起動しろ！」

「メンテナンス？　え？」

「その〈アイアン・クラブ〉は女性用──Ｆ型だろ。緊急起動モードで男性でも着用できるが、そのままじゃいろいろ面倒くさいことになるしな。メンテナンス・モードで起動すればＦ型の長期作戦用の排はい泄せつ物ぶつ処しよ理りユニットは外れるから、股間のイチモツが圧迫されることはねーはずだぜ！」

「女の子がイチモツとかゆっちゃらめぇ！」

　などと思わず叫ぶ僕。

　とはいえ、これは良いことを聞いた。

　この『禁忌の鎧』はもともと女性用だからか、その、僕の股間のアレが、実は装着するときにけっこう、邪魔になる。『充分に小さいから緊急起動モードならば大丈夫』とか失礼なことを『禁忌の鎧』から言われたが、だからといって股間のアレはいつも同じ状態とは限らなかったりするわけで。

　でまあ、緊迫した状況ならばさておき、なんというか、その、アレがこう、おっきくなったりとかするととたんにいろいろ圧迫されて、非常に辛つらいというか苦しいというか、男の子に生まれてきたことを後悔しちゃうような状態になってしまうのである。

　これは正直、きつかった。

　だけどどうやらそのメンテナンス・モードというのに設定するだけで、その股間を圧迫しまくる部品は外れてくれるらしい。というかたぶんだけど、メンテナンスってことは整備するための状態で──排はい泄せつ物ぶつ処しよ理りのための部品は、洗浄や滅菌がしやすいように外れるのだろう。

「シンイチ様！」

　すでに『禁忌の鎧よろい』を装着したエルビアが僕を急せかすように声を掛けてくる。

「分かってる！　えっと、メンテナンス・モードで起動して！」

　僕は木箱の中の『禁忌の鎧』にそう声を掛けながら、手を伸ばした。
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　風の魔法を使っている最中だったのが幸いしたのでしょう。

　そして陛下からいただいた魔法衣の効果も大きかったと思います。

「…………」

　私は相当な高さを落ちたにもかかわらず、怪け我がをすることもなく、生きていました。周囲を強く激しく循環する風が幾重にも層を成し、落ちた際の衝撃を和らげてくれたからです。さらに言えば、この風は落ちた先に待ち受けていたものからも、私を守ってくれました。

　それはつまり──

「暑い……」

　猛烈な暑さ、いえ、熱さから、という意味です。

　私が落ちた先は、風の魔法で幾重にも守られていてさえ、肌を火で炙あぶられるかのような熱気が渦巻いている場所でした。もし風の魔法がなければ──もちろんその場合は普通に床に叩たたきつけられて死んでいたでしょうが、それはさておき、この熱のせいで早々に焼け死んでいたかもしれません。炎が直接触れずとも、伝わってくる熱気だけでものは焼けるのです。料理をしていればその辺の道理は自然と身につくものでした。

　それはともかく──

「シンイチ様……お母さん……」

　私は頭上を見上げます。

　私はいったい、どれほどの距離を落ちてきたのでしょうか。上を見上げても距離がよく分かりません。風の魔法で周囲を覆っているせいもありますが、風景が全体的に歪ゆがんで常に揺れており、距離感がどうにも摑つかめないのです。

　周囲を見回してみても同じです。とにかくどちらを向いても景色が陽炎かげろうのように歪み揺れていて、ここがどういう場所なのかもよく分かりません。おそらく〈竜の巣〉の最下層、底に近い場所だとは思うのですが。

「みんなは……大丈夫ですよね……？」

〈駆逐する炎イマルフエ・ビスルペグゼ〉の爆発はシンイチ様が押さえ込んでくださったようですし、その後、何かが落ちてくる様子もないので、たぶん、もう上での戦いは終わっているのでしょう。あの様子だとシンイチ様とミノリ様だけでも十分、勝てそうな感じでした。

「…………」

　とりあえず上に呼び掛けてみようかとも思いましたが、風の魔法で自分を覆っているせいで、おそらく自分の声は魔法の外側に届きませんし、外の声も私の耳には届きません。聞こえるのは轟ごう々ごうと私の周りを回る風の音だけです。この魔法を解くわけにはいかないのですから、声でやりとりすることは私にはできないのです。

「シンイチ様……」

　私は頭上をもう一度見上げてみるのですが、やはり視界は不安定に揺れて歪んでよく見えません。それどころか気分が悪くなってきさえします。

　いえ。この気分の悪さはむしろ──

「…………」

　全身が汗ばんでいるのが分かります。

　ですが汗をかいているうちはまだ良いのだとか。とことん暑さに晒さらされ続けると、最後には汗もかけなくなり、干ひ涸からびて死ぬそうです。

　私にはどれだけの時間が残っているのでしょうか。

　視界が歪ゆがんで歩くのも覚おぼ束つかない状態なのですが、やはり、何とかしてこの場を離れ、上に昇るための道を探すべきなのかもしれません。

　けれど──

「…………」

　私は一歩踏み出そうとして、しかし何もかもが──世界そのものが傾くかのような違和感を感じ、その場にしゃがみ込んでしまいました。いえ。傾いていたのは世界ではなく私です。その程度のことを理解するだけの意識はまだ残っていました。

　…………駄目かも。

　私は朦もう朧ろうとし始めた意識でそう考えます。

　魔法はまだしばらくは使っていられると思いますが、これを御する私の意識がそう長く保もちそうにありません。考えてみれば当たり前です。風の魔法で熱をある程度まで伝わりにくくすることはできますが、それはあくまでも『伝わりにくくする』程度であって、完全に遮ってしまえるわけではありません。

　私の周りの温度はじりじりと上がっていく一方なのです。

　暑い。暑い。とめどなく全身から汗が滲にじんできて気持ちが悪い。

　頭の中を占めるのはそんなことばかりで──

「シンイ……チ……さ……ま……」

　ぼんやりと私はそのお名前を呟つぶやいていました。

　もう会えないのでしょうか。

　もうお話しできないのでしょうか。

　ああ。

　もう一度シンイチ様のお声を聞きたいです。

　もう一度シンイチ様のお顔を見たいのです。

　もう一度シンイチ様のお手に触れた…………

　…………

「ミュセル。美お味いしいよ」




　シンイチ様が笑顔でそう言ってくださいます。




「一緒に写メ撮ろうか！」




　そういえばお会いしたばかりのときにそんなことを──




「ミュセル」




　シンイチ様が笑顔で私の名を呼んでくださいます。




「ミュセル」




　シンイチ様が恥ずかしそうに目を伏せて──




「ミュセル」




　シンイチ様が──




「ミュセル」




　…………




「ミュセル」




　…………あれ。

　わたしは……なにを。

　しんいちさまは、しんいちさまの、こと。

　おもいでが、いっぱい、あふれてきて。

　むかしの、ことが、たくさん、おもいだされて。

　しんいちさまとおあいしてから、しんいちさまといっしょに、たくさんのひとたちとおあいして。

　へいかとか。みのりさまとか。まとばさまとか。えるびあさんとか。ひかるさまとか。あまてなさんとか。くらーらさんとか。ふぁるめるさん……おかあさんにもあえて。

　とてもとてもたのしくて。しあわせで。

　だからもう──…………




「──ミュセルッ!!」

　しんいちさまがさけんでおられます。

　なんだかとってもあわてていらして。

　あれはいつのことだったのでしょう。

　よくおもいだせない──

「ミュセル！　ミュセル！　しっかり、今、『禁忌の鎧よろい』被かぶせるから！　被せる瞬間に合わせて、魔法を解いて！」

　しんいちさま。

　しんいち──

「──シンイチ様!?」

　緩み切って拡散していくばかりだった私の意識が、奇跡的に、輪郭を取り戻しました。

　それはきっと、シンイチ様が呼びかけてくださったから。

「ミュセルッ！」

　気がつけば、すぐ側そばにシンイチ様のお姿がありました。

　いえ、そのすぐ横にはエルビアさんの姿もあります。二人共、以前、お屋敷で身につけて大騒ぎになった『禁忌の鎧』を帯びたお姿で。

　ああ。間に合ったんだ。

　私はぼんやりとそんなことを考えて──

「ミュセル！　ミュセル、聞こえてる!?」

「あ、は、はい……き……聞こえて……ます……シンイチ様……！」

　私は首を振って朦もう朧ろうとしていた意識を引き締めます。

　大丈夫、シンイチ様が来てくださった。この方のお側そばにいる限り、私は何も心配しなくて良いのです。この方なら何とかしてくださる。いつも、そうでした。

　だから──

「いくよ、ミュセル！　三つ数えてから『禁忌の鎧よろい』被かぶせるから！」

「はい……！」

「三、二、一、今ッ！」

「──！」

　私は魔法を解きます。

　私を取り巻いていた風の渦がゆっくりと消えて──代わりに、猛烈な熱気が私の肌を焦がさんばかりに押し寄せてきて、熱いと言うより、痛いとさえ感じながら私は悲鳴を上げました。

　けれど……

『保護対象者確認。環境調整。強制冷却開始』

　前にも聞いた『禁忌の鎧』の声が私の頭の中に響きます。

　冷気が私の周りに満ち、痛みが引いていくのを感じながら、私は身体の中に残った熱も棄ててしまおうと、長い息を吐きます。

　そしてそんな私を、鎧ごしですが、シンイチ様は抱き締めてくださって。

「ミュセル、大丈夫、ミュセル？」

　ひどく不安げにそう尋ねてこられます。

「はい、なんとか……大丈夫、です」

「良かった……！」

「良かったっす！」

　シンイチ様が私の肩にぶら下がるようにして長い溜ため息いきをつかれ、エルビアさんもまた、その後ろで嬉うれしそうにそう言ってくださいました。

　そして……

「良かったな」

　とエルビアさんの後ろからもう一人、人影が出てきたのですが。

「──え？」

　その人は、燃えていました。

　本当に、文字通り、全身のあちこちに火がついていました。

　あろうことかその人は、鎧も着ず、風の魔法も帯びず、普通にそのまま、この立っているだけで身体が焼け焦げる場所にいるのです。

「テレジアさん!?」

　その人はこの〈竜の巣〉の、もともとの管理人を名乗る、人形娘でした。

「も、燃えて──」

「ああ、気にするな。これはただのアバターだからな」

　とテレジアさんは何ほどのこともないような口調でそうおっしゃいます。燃えながら。

　汚れを叩たたいて落とすように、何度か彼女が掌てのひらで燃えている箇所を叩くと、いったんは火が消えるのですが……すぐにまた煙を上げ始めたかと思うと、火がつくのです。

　これでは消しても消してもきりがありません。

「着替えられる衣装みたいなもんだ。そもそも俺の生身の肉体なんざ、とっくに滅んでなくなってるしな。とはいえ、このアバターも長くは保もたねえだろう。行けるところまでお前達を案内するが、俺のアバターが完全に機能停止した場合、そこから先は頼む」

　そこから先？

　その言葉で私は理解し、思い出しました。

　シンイチ様達はただ私を助けに来られただけではないのです。もともとこの〈竜の巣〉のハンノウロ、とかいうものが暴れているのを、鎮めねばならず、そのためにハンノウロの近くまで行ける鎧よろいとして『禁忌の鎧』が必要とされていたのでした。

「ごめん、本当はいったん、上に連れて行って休ませてあげたいんだけど」

　とシンイチ様が申し訳なさそうにおっしゃいます。

　けれど私は首を振って言いました。

「大丈夫です、一緒に連れて行ってください」

　こんな私でもいないよりはマシでしょう。お手伝いできることがあるならしたいと私は思います。

「わかった、じゃあ行こう、ミュセル、エルビア。テレジアさん、案内お願いします」

「心得たぜ」

　テレジアさんは頷うなずくと、熱気の中を歩き始めました。

　やっぱり、髪やら何やら──あちこち、火を噴きながら。
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〈竜の巣〉──最下層。

　ミュセルが落ちたところから、さらに二階層下……そこに暴走中の対つい消しよう滅めつ反応炉はあった。

「……うわ」

　おっかなびっくり、灼しやく熱ねつ地獄と化したその場を歩き、傾斜路を下りながら……僕は、思わず変な呻うめき声ごえが漏れるのを止めることができなかった。

　灼熱地獄、そんな言葉が生なま温ぬるく感じてしまうくらいに、そこはもう、ひどいありさまだったからだ。

『禁忌の鎧よろい』──いやＰＤＷＳが僕達の目の前の透明力場壁に、ある種の画像補整を掛けてくれているので、熱で視界が歪ゆがみまくることはないのだけれど。だからこそ余計にこの最下層の惨状が、ごまかしようがないくらいにはっきりと分かった。

　すでに樹脂製らしき部品は、施設の備品だろうと何だろうと、溶け落ちるか、燃え上がるかしている。壁にはあちこち穴が開き、金属製と思おぼしき骨組みが露出しているところも多い。火事の跡の、柱やら何やらが瓦が礫れきに印象が近い──と思ったけれど、よく考えたら今この最下層は現在進行形で火事の最中とも言える。

　金属も、熱で赤くなっていて、今にも溶け出しそうな箇所があちこちにある。

　これは──万が一にも『禁忌の鎧』をここで脱いだら、その瞬間に僕らは松たい明まつみたいに燃え上がっちゃうだろう。いったい、何度あるのか気になったけど、怖くてＰＤＷＳの支援ＡＩに尋ねるのも躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　確か華氏四百五十一度──摂氏でだいたい二百三十度ちょいが、紙が自然発火する温度だそうだけど。たぶんその辺は余裕で突破しちゃってるだろう。昔『華氏４５１度』って未来の焚ふん書しよ坑こう儒じゆを描いたＳＦ小説があって、映画化されたり、オマージュとして『リベリオン』なんて映画になったり、ラノベになったりしてたのでその数字だけは覚えて…………って今、そんなこと考えて現実逃避してる場合じゃない。

　などと──僕が最下層の状態に恐れおののいていると。

「悪ぃ、そろそろ限界だ」

　とさっきからずっと文字通りに炎上しているテレジアがそう言って、その場に座り込んでしまう。というか燃えたままでよく今まで行動できたものだ。正直、彼女自身は特に痛がる様子もなかったけれど、その身体が燃えたり溶けたりして、悲惨な状態になっていくのを見るのは正直、キツかった。

　なまじ人間そっくりに動けるようになっているからか、人工骨格やら人工筋肉やらの付き方が人間のそれに似ており、ひどい火傷やけどを負っているかのようにも見えるからだ。いっそコードとかモーターとか……いかにも、ロボットだから、マッスィーンだから、的なモノが傷口から見えればまだ、『人形』であることを意識できてそうグロく感じなかったのだろうけれど。

　ともあれ──

「お前達だけで先に行ってくれ。後はもうここをまっすぐ行くだけだ」

「それはいいけど、えっと、大丈夫なの？」

　確か人形のボディに意識を載っけてるだけだから、いざとなったら、ネットワーク経由で人格データごと逃げる、なんてこと、言ってたけど。この状況でネットワークとか生きてるんだろうか──というか……

「最下層じゃ、ネットワークが生きてないとか言ってなかったっけ？」

「……よく覚えてやがんな」

　とテレジアはその顔を歪ゆがめる。

　あるいは苦笑を浮かべたつもりなのかもしれないけれど、あちこち溶けたり焼けたりしているその顔は、痙けい攣れんしているようにしか見えなかった。

　やっぱりこれはまずいだろう。彼女はもう笑うことさえまともにできない状態だ。

　しかし──

「もともとこっちはアバター、生物的にはもうとっくに死んでる人間の人格を移植しただけの、いわば幽霊みたいなもんだからな。気にするな」

「ちょっ……なんだよそれ!?」

　僕は慌ててテレジアの側そばに膝をついて言った。

「『俺のことはいいから先に行け』とか、死亡フラグでしょ！」

「フラグ？　まあよくわかんねえけど、気にするなって」

「そういうわけにはいかないよ！」

　すでにテレジア本人は故人で、ここにいるのは彼女の人格を複写・再利用しただけの機械なんだとか言われても。実際、生きた人間みたいに見えるし、そんなふうに振る舞われたら、『あ、そうですか、じゃ』と放っておくわけにもいかない。

　亜人種だろうがロボットだろうが人間に見えるなら皆、人間だ。少なくとも僕にとってはそうだ。ロボット少女のヒロインにだって萌もえられる、オタクをなめんなよ！

　いやそうではなくて。

「そうっすよ、よく分からないけど、とにかく駄目っすよ！」

　とエルビアもテレジアの前に跪ひざまずいてそう言った。

「ヒカル様と同じなんっすよね？　だったら人間──」

「いや、だから……」

　光流ヒカルさんと同じアバターを使っているから、人間だ、というのがエルビアの理屈らしい。どうやらエルビアは本人が死んだ後も、意識や人格だけが肉体を離れて残っている、という構造が理解できていないらしい。まあこれって要するにサイバーパンクだものなあ。ＳＦ、特にネットワーク系のネタを扱ったものとか読み慣れてないと、よく分からない概念ではある。

　ともあれ──

「エルビア、テレジアさんを上に連れてって」

　僕はエルビアの肩を──正しくは彼女の『禁忌の鎧よろい』の肩部の部品を摑つかんで、そう言った。

「……え？」

「たぶん、今ならまだ間に合うし、何層か昇ればネットワークも生きてる──というか、まあとにかく、助かるかもしれないから！」

「わ、分かったっす！」

　一も二もなく頷うなずくと、テレジアは『禁忌の鎧よろい』のごっついアームを器用に動かしてテレジアを抱え、そのまま走り始める。

「シンイチ様、ミュセルも気をつけて！」

　走りながらこっちを振り返ってそんなことを言ってくるエルビア。

　ああもう──そんなことされたら見てるこっちがはらはらしちゃうよ。ただでさえ視界が熱で歪ゆがんでいるというか、ゆらゆら揺れ続けて画像補整が追っつかないときがあるみたいだし、足場もどれだけ保もつか分からないわけだし。ちゃんと前見て歩いてても転んじゃいそうな気がする。

「分かってる！　分かってるから、前向いて走って！」

「了解っす！」

　そう言い残すと、エルビアとテレジアの姿は、長い傾斜路の向こうに消えていった。

　そして──

「ごめん、ミュセル」

　僕はミュセルの方を振り返って言った。

「よく考えたら君も今のうちに──」

「いえ。私はシンイチ様のお手伝いをしますから」

　ときっぱりミュセルはそう言ってくる。

「まだ魔法も使えるようですし」

「え？　あ、本当だ」

　言われてみれば、ミュセルは魔法をまだ使い続けていたらしい。ＰＤＷＳの画像補整のせいで気付かなかったけど、風の魔法を使って空気を動かして、微々たるものだけど僕らの周囲の熱を、他に運んでくれているようだった。

　しかしこの状況でも動くか。マイクロマシン。

　思ったより頑丈みたい。

　いや、そういえば──前に親父の書斎の本か何かで読んだことがあるのだけれど、マイクロマシン、特に医療用のそれの動力として現状、いちばん有望なのは、赤外線なんだそうだ。

　赤外線は生きている人間の人体ならあちこちに……体内にもある。もちろんそれは微々たるエネルギーなんだろうけど、マイクロマシンみたいな小さいものを動かすエネルギー源としては充分ありなんだとか。

　で、この世界の魔力とか精霊達とか──マイクロマシンも赤外線を動力源としているのなら、この、高熱の領域、赤外線でまくりのこの場は、むしろ活性化したりする？

　前述のように、施設の管理システムに繫つながるネットワークが機能していないので、僕の妄想をそのまま魔法として出現させることはできないみたいだけど、普通の魔法はまだ使えるのかもしれない。

　とはいえ──

「だからっていつまで保もつか分からないしね。急ごう」

「はい！」

　僕達は床を蹴って走り出す。

　さっきはエルビアの走り方に不安を覚えた僕だけど──実際自分で走ってみると、この『禁忌の鎧よろい』は──ＰＤＷＳは、もともと自身を支えるのにも力場を使っているらしく、無理矢理に足場の悪い場所で走っても、まず転倒したりはしないようだった。

「いまさらですけれど……凄いですね、この鎧……」

　とミュセルが言う。

「熱を遮ってくれるだけでも凄いけど、確かにね」

　なまじ、その防御力を──装甲を鋼鉄のような固体にしていないのが、良いのだろう。

　ＰＤＷＳが単に鋼鉄製の鎧を動力機構で動かすような、『着る戦車』とでも言うべき代しろ物ものであったなら、あっという間に全体が熱せられて故障していただろうし、僕らもそのまま中で蒸し焼きになっていただろう。ぞっとする死に方だ。

　そういえば『ファラリスの雄牛』だったっけか？　牛を模した金属の像の中に人間を閉じ込めて、外から火で炙あぶるという残酷な処刑法が古代ギリシャだったかローマだったかにあったって話を聞いたことが──

　いや。今は思考を脱線させている場合ではなくて。

「私──」

　ふっと透明な力場の中でミュセルが、淡い笑みを浮かべるのが見えた。

「さっき、シンイチ様が助けに来てくださったとき、本当にもう駄目かと思ってて」

「あ、そうなの？」

「何故か、昔の、シンイチ様との思い出が次々と頭の中に浮かんできて……」

「うわ。それ走そう馬ま燈とうってやつだよね」

　間一髪っていうか、危なかったんだな、本当に。

　正確には『走馬燈のように』死の間際に見るパノラマとかそんなのだけども。

「ソーマトー、ですか？」

「人間、死の間際にね、それまで生きてきた自分の人生を振り返ってしまうもんなんだってさ。だからむしろ、そういうの見ない方が、安心って言うか」

「はぁ……でも」

　くすりとミュセルは笑って。

「本当……シンイチ様とご一緒して、ニホンに行ったときのこととかも思い出して」

「あー。アキバとか行ったよね」

「シンイチ様」

　笑みを深めながらミュセルは少し、甘えるような口調で──

「これが終わったら、私また、ニホンに行きたいです」

　なんてことを言い出した。

「駄目だ！」

　僕は強い口調でそう言った。

「そんなの駄目だミュセル！」

「え？　あ、す、すみません、私、身のほど知らずな、厚かましいことを──」

　とミュセルは怯おびえたように目を伏せる。

　そんな彼女に、僕はさらに語気を強めて言った。

「『これが終わったら、私また、ニホンに行きたいです』なんて言ったら駄目だ！」

　僕は拳を握りしめて──というか、ごついＰＤＷＳのアーム・クローをがちんと閉じて掲げながら言った。

「それは死亡フラグだから！」

「……え？」

「そーゆーこと言うキャラはその後に死んじゃうのがお約束だから！　この世の摂理だから！　走そう馬ま燈とうよりやばいから！」

「え？　は、はあ……」

　目を瞬しばたたかせて頷うなずくミュセル。

　まあ僕としてもさすがに、死亡フラグが立って死んじゃう──なんて本気で思ってるわけじゃないんだけど。なんだかミュセルは妙に物分かりが良いというか……僕が言うのもなんだけど、『シンイチ様と一緒なら……』と極限状況下でも、あっさり足あ搔がくのを諦めちゃいそうな気がして、不安なのだ。

「とにかく今はこの暴走してる反応炉停めることだけに集中して！」

「は、はい！」

　ミュセルが笑顔で頷いてくれるのを確認すると、僕は彼女と共に、さらに奥へと急ぐのだった。
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　チョウクウカンツウロ。

　それは我が神聖エルダント帝国と『近くて遠い友邦』であるところのニホンを繫つなぐ不可思議な穴である。それがいつ、どのようにしてできたのかは誰も知らない。我が国の魔法使い達はもちろん、ニホンの学者達にも分からぬそうだ。

　ともあれ、それは我が国とニホンとの国境であると同時に、唯一にして無二の国交路である。他に同様の穴は存在しない。少なくとも見つかってはいない。他国に同様のものがあるという話もついぞ聞いたことがない。

　だからこそ我が国は、この不思議な穴を丁重に扱い、守ってきた。

　魔力喪失騒動があった際にはこの穴から魔力が、ニホンに流出していたらしいと知り、我らは分厚い『蓋』を造って普段はこの穴を塞ぐことにした。我が国に得難い富や文化をもたらしてくれるこの穴が災厄の元凶であってはならない。だからこそ必要なときに出入りでき、必要のないときは精霊を含めていっさいのものが出入りできぬようにとの配慮から蓋は造られたのだった。

　今……もともとはただの草原に開いた穴だったそこには、衛兵の詰め所と、鎖で蓋を上下させて開閉するための櫓やぐらと滑車、その他もろもろが設けられている。一見した限りでは、普ふ請しんの現場のようにも見えるが、間違っても他国に占領されぬよう、衛兵は魔法を使える者を含め、百名近くを駐屯させていた。

　そして当然、ニホン側もジエータイと呼ばれる衛兵達を何人か、我が方の衛兵と共にこの穴の防衛に置いている。

　だから、兵に呼ばれて妾わらわがチョウクウカンツウロのところにやってきた際も、衛兵詰め所に、ジエータイの車が停まっているのを見ても驚きはしなかった。

　ただ──

「──陛下」

　そこからマトバが出てきたのは意外であった。

　この男はニホン政府の交渉役としてしばしば我が国とニホンを行き来しているが──マトバにとってこの場所はあくまで通過点に過ぎず、ここに留とどまることはめったにない。錬兵場の端に設けられたジエータイの兵舎か、さもなくばシンイチの──〈アミュテック〉の屋敷か、妾がこの男の姿を見るのは、おおむね、このいずれかだ。

「マトバか。どうしたのじゃ」

　とりあえず妾は素知らぬ顔でマトバに尋ねる。

　この男──実のところ、敵ではないにしても、頭から信じて良いかどうかは疑問が残る。腹に一いち物もつあるというか、笑顔で謀略策略を練ることができる類いの人間だ。だから話をする場合、こちらの手の内はできるだけあかさぬ方向で臨むのが良い。

　もっとも、ここに来るまでの間に、チョウクウカンツウロに起きたことについては、ザハールから大まかに聞かされていただけで、妾も大したことは知らないのだが。

「チョウクウカンツウロに、異常が生じているようで」

「……衛兵から聞いたのか？」

　妾わらわはザハールの方を一いち瞥べつしてからそう応じる。

　しかしマトバは首を振った。

「我が方からも確認されております。一部、昇降機エレベーター関連の機材が落下、チョウクウカンツウロ周りの地盤に亀裂が生じているとのこと。まあこれは地震、で説明がつくのですが……」

　ここでマトバが顔をしかめる。

　珍しい。いつも愛想笑いばかりをしている男なのだが。

「昇降機の鋼紐ワイヤーが、たるんできておりまして」

「……そのようじゃな」

　同様のことは妾もザハールから聞いた。

　鋼紐ワイヤーのたるみ。それは実のところ、そう厄介でも危険でもない。たるんだ紐ひもは巻き取れば良いだけのことである。問題はどうしてそれがたるんだか。つまり──

「直接、ご覧になった方が早いかと思われますな」

　とマトバ。

「もとよりそのつもりじゃ。ザハール」

「はっ──」

　ザハールが頷うなずき──あらかじめ妾が到着すればそうせよと衛兵達に命じておったのか、チョウクウカンツウロの蓋が、鎖に引かれてゆっくりと上に持ち上がり始めた。

「──ご覧ください陛下」

「…………」

　ザハールに促され、妾は木の柵が設けられた穴の縁に歩み寄る。

　柵に身体を預けるようにしながらその中を覗のぞき込むと──

「これは……!?」

　さすがの妾も驚きの声が漏れた。

　妾は過去に何度かこのチョウクウカンツウロを覗いてはおるし、一度はこれをくぐってニホンに行ったこともある。勇気ある者どもが直接、この穴の中に降りて調べたところによると、これは細長い──かなり細長い構造になっており、中間地点で少し絞られるような形になっているという。いわばチョウクウカンツウロとは、縦に大きく引き延ばした、砂時計のような構造になっているのだ。

　だから上から穴の縁に立って覗き込むと、黒々とした闇の向こうに、ぽつんと小さな白い点が見える──そんな光景が見えた。見えたはずだった。少なくとも以前、妾が見たときにはそうなっていた。

　なのに──今は違う。

　穴が、広がっている。

　中間での『くびれ』がなくなったのか。それとも双方の距離が縮まったのか。

　いずれにせよ穴の中に見えるのはもはや、白い点ではなく、はっきりとニホン側の風景だということが分かった。ニホンは穴を丸ごと、屋根で覆っているようで、空の代わりに、鉄の棒を梁はりに使った倉庫のような建物の、天井と壁が見えたのだ。

「どういうことじゃ!?」

「……我々のブツリ学者達の意見でありますが」

　そう前置いてマトバは言った。

「何らかの膨大なエネルギーが、二つの世界の間に穴を開けてしまった。で、その穴が広がっているということは、そのエネルギーがさらに増大している可能性が大きいとのことで……」

「…………」

「距離も測ってみたところ、明らかに縮まっています。おそらくこの調子であれば、一ヵ月かそこらで、二つの『穴』はぶつかって一つになるでしょうな」

「それはむしろ、行き来するうえでは楽になって良いことではないのか？」

「衝突の際に何が起こるかは、我々にも分からんのですよ」
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　とマトバは懐から取り出した手巾で額に浮かんだ汗を拭きながら言った。

「万が一、二つの世界がぶつかるようなことがあれば……」

「…………」

　妾わらわはザハールと顔を見合わせる。

　国と国、いや、世界と世界の衝突。

　確かにどうなるのかなど、見当もつかない。船と船がぶつかるだけでも大事になるであろうから、それが国や世界の規模となると──

「細かく計測したところ、この穴の距離は必ずしも常に縮まっているわけではなく、太さも変化し続けていて不安定です。放っておいても、以前と同じ状態に戻ることもあるのでしょう。しかし……」

　マトバはここで言葉を切って、妾やザハールの方を窺うかがうように見つめてくる。

　何を躊ちゆう躇ちよしておるのか。妾は無言で頷うなずいてマトバを促した。

「最も確実な安全策は、この穴を、完全に塞いでしまうことである、と」

「……なに？」

　それはつまり──

「…………」

　マトバはただただ手巾を使って額の汗を拭き続けている。

　だが妾はすでに奴の方など見てはいなかった。

　チョウクウカンツウロをもう一度覗のぞき込む。

　言われてみれば、確かに穴の中に見える風景は揺れているというか、今ひとつ、安定はしていないように見える。二つの世界に繫つながる、不可思議な穴が、揺れて、震えて、安定しない。それは、確かに見る者に不安を与える光景であった。

「まさか、マトバ、ニホンは──」

「そのまさか、であります、陛下」

　そう言って、マトバは長い長い溜ため息いきをついた。
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　思った以上にそれは──奇妙な代しろ物ものだった。

　対つい消しよう滅めつを利用した反応炉。

　物質と反物質を触れ合わせて膨大なエネルギーを生み出す──僕が知る限り、理論上、最も高効率の出力機関。

　何となくだけれども、僕はそれを、原子炉のような形で想像していた。

　具体的にはでっかい容器というか、ボンベのバケモノみたいな巨大な鋼鉄の筐きよう体たいに、何本かのパイプが繫つながっているような。

　いや。実際、ボンベのバケモノみたいな代しろ物ものはあったし、そこにパイプも何本か繫がっていたのだけれど。

　それ以上に──

「なんだこれ……」

　そのボンベのバケモノを取り巻く形で五本ばかり、でっかい輪っか状の部品が回転を続けているのだ。直径十メートルくらいの、巨大な円環。それがまるで何かを封じるように、相互に逆回転しながら──

「対消滅反応炉……磁場リング!?」

　ふと僕はその言葉に思い至った。

　もちろん、僕は科学者でも何でもない、というかぶっちゃけ文系のオタクだけれど。

　ＳＦ作品を結構な数見てきたおかげで、それが何なのかの想像がついた。

　確か、物質と反物質というのは、触れただけで反応が始まって、その質量のほとんどをエネルギーに変換する。それこそ、一定量を集めて圧縮したら分裂が始まる核燃料どころの話じゃない。触れるだけでだ。

　だから通常物質だらけのこの世界で、反物質というのは、恐ろしく扱いが難しい。

　保存容器に入れれば、その容器を構成する物質と反応して爆発してしまう。だから反物質というのは、真空の容器の中で、空中に浮かせた状態でしか保存できない。そしてそのために使われるのが、電磁場だ。力場によって──磁力線によって反物質を空中に固定して保存するのである。

　おそらく、あの回転する円環は、反物質と物質の接触を制御するための、複雑な力場の『回路』を構成している。エンジンの燃料バルブとか、噴射パイプとか、そういうのを力場で仮想的に造って、物質と触れる反物質の量を調整しているのだ。

「あんなの、いざ、停めろっていわれても……」

　いや。完全停止させたら駄目なのか。

　あの磁場リングが機能停止してしまったら、重力のあるこの地上では、反物質が下に落ちて、そこで物質と接触する。そうなったら暴走どころかその瞬間に全部吹っ飛んでしまうだろう。

　なんだこの無理ゲー!?

　いや、ええと、テレジアによると、とりあえず緊急停止装置ってのがあるはずだから、それを使えば磁場リングの機能は維持したまま、反物質を真空中に完全固定して、隔離できる──はず。

　確か反応炉がある部屋の、入ってすぐ右の壁際に──

「──え」

　そちらを見て僕は固まった。

　誰かいる。いや。何かいる。

　人影がゆらゆらと立ち上がってこっちに向かってくる──人影!?　ここで!?

「シンイチ様、あれって」

「…………」

　僕が目を凝らすと、その行為をＰＤＷＳの支援ＡＩが認識したのか、目の前の画像補正が掛かっていた立体映像３Ｄが、拡大表示ズーム。

　その人影の姿が露あらわになった。

「ゾンビ……なわけないよな。なんだ!?」

　それは人の形をしてはいるけれど、明らかに人ではなかった。

　いや。もともとは人の姿をしていたのかもしれない。あのテレジアのように、あるいは光流ヒカルさんのアバターのように。形は違うけどその胸元に、淡く光る『部品』があるのは一緒だった。

　人形だ。おそらくはテレジアと同じようにこの施設に保管されていた──

『「なんだ？」──対象情報の検索を要請と判断。検索終了。施設管理用擬人筐きよう体たいＭＤ０３３Ｍと推測。簡易人工知能搭載の擬人機械ガイノイド』

　などとＰＤＷＳが僕に告げてくる。

　簡易人工知能……それって。

「つまり中身に人間は入ってないってこと？」

『肯定。生体部品非搭載。疑似人格、複製人格、いずれも非搭載』

「…………」

　要するにあれはメンテナンス専門のロボット達なのだ。

　あんまり高度な人工知能は搭載されていない。管理及び保全のための、比較的単純で、繰り返しの作業をするためならそんなもの必要ないし、高度な判断が必要になれば、それこそテレジアのような『権限』を持った者がやるだろう。人型をしているのは、単純に、人間が扱う施設の中で作業をするから、その方が利便性が高い──通路だの階段だのが共用で使えるから、ということか。

　ともかく……

「グロいな……」

　さきほどのテレジアどころの話ではない。

　顔が、腕が、脚が、胴が、すでにあちこち溶けている。おそらくはこの場の高熱のせいだろう。人間を模して柔らかくできていた部分が──人間で言えば皮膚やそのすぐ下の肉の部分が、いずれも熱に耐えられなくて崩れているのだ。

　あちこち溶解が進みすぎて、半分、骸骨のようになっている奴もいる。

　しかも──

『──警告』

　とＰＤＷＳが告げてくる。

『ＭＤ０３３Ｍはいずれも警備モードで稼働中と推測。ＩＦＦに反応なし。当方が侵入者と判断された可能性大』

「──え？」

　ＩＦＦって確か敵味方識別装置の略だっけ。identification friend or foe。軍を扱ったアニメや小説でよく出てくる単語だ。

　……ってちょっと待って!?

　つまりそれってあの人形達の敵味方識別装置の故障で、僕らが『敵』認定されてるってこと!?　警備モードって言った!?　でもってあの人形達がこの施設の保全を担当する機械なのだとしたら、当然……

「シンイチ様!?」

　ミュセルが叫ぶ。

　それまでは、ゾンビみたいにてんでばらばらに辺りを徘はい徊かいしていた人形達が、一斉にこっちを向くのが見えた。蒼あおい、この高熱の地獄の中ではことさらに目立つその眼光が、焦点を合わせるかのように、瞬またたいた。

「やばい！」

　僕が叫ぶと同時に、人形達は一斉に、両手を突き出してこちらに向かってきた。もう完全にゾンビ映画の一場面だ。まさか握手を求めて僕らに近づいてきてるってわけでもないだろうし。

　分かりやすくもおぞましく、両腕をかかげて人形達が僕達に迫る。

　その数──多すぎてよく分からない。たぶん、少なくとも五十かそこらはいるはず。

「僕達は敵だって思われちゃってる！」

「せ、説得を……!?」

　と一応ながらも聞いてくるミュセル。優しい子である。そして僕ならまずそれを考えると理解してくれているのだろう。確かにアレがテレジアと同じ、人間の意識を搭載したアバターであれば、僕も何とかその方向で考えていただろうけれど──

「無理だ！」

　僕はそう断定した。

　人形達のＩＦＦが揃そろって故障するような状況で、簡易の──程度の低い人工知能が『説得』に応じてくれるとは思えないし、それが可能だったとしても、時間的余裕はなさそうだ。施設の管理保全用に配置された人形達がここまで壊れるレベルだと、もういつ反応炉が爆発してもおかしかないわけで。

「アレはただの壊れた人形だから！　やっつけて突っ切る！」

「〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉ッ！」

　僕とミュセルは咄とつ嗟さに魔法を使ってこれを迎え撃った。

　もともと人形達は戦闘用ではないのか、それともこの熱のおかげであちこち不具合が出ているのか、わりとあっさりと先頭を走っていた人形が吹っ飛ばされて床に転がる。

　それは良いのだけれど……

「あっ……!?」

　僕は思わず声を上げていた。

　人形達が吹っ飛ばされた先で、パイプに引っかかる。よほどに強くぶつかったのか、それともこちらも熱で劣化でもしていたか、パイプはあっさり外れて折れ曲がり、そこから蒸気を噴き出した。

「まずい……！」

「シンイチ様？」

「ミュセル、飛び道具はまずい、施設を壊しちゃうかも！」

　僕は人形達の方を見ながら言った。

　パイプの一本くらいはまあ大丈夫だと思う。けど、あの磁場リングやアレを制御する装置まで壊してしまったら、たぶん、その瞬間に反応炉は爆発する。

「とにかく、あいつらを倒すのは後回し、まずあそこに辿たどり着くことだけ考えて！」

　僕はあらかじめテレジアに教えてもらったその制御装置の操作盤を指さして叫んだ。

「は、はい！　でも──」

「襲ってきたら、殴り倒して！」

　その程度ならたぶん、深刻な被害は出ないだろう。

　幸い、今の僕らはＰＤＷＳを──つまりは強化服を着ているわけで、ゴリラとだって灰色熊とだってたぶん、ガチで殴り合いができる。

「魔法を使うならさっきみたいに守りに使って！　ビームも駄目だから！」

「はい……！」

　そこからはもう、無我夢中だった。

　僕とミュセルは次々と襲いかかってくる人形達を、ＰＤＷＳの重機みたいなアームで殴り倒しながら前に進む。ＰＤＷＳの本来の防御に加えて、ミュセルが風の魔法を使って防御してくれているおかげで、人形達に押さえ込まれることもなく、じりじりとではあるけれど、制御装置の操作盤に近づいていく。

　ある意味、人形達は暴走状態だったのが幸いした。

　これがもしテレジアほどではないにしても、ある程度の自律的な判断力がまだあって、僕達の目的を察知、先に制御盤を押さえられていたら、その場で僕達は『終了』していたことだろう。まあ、そんなまともな思考ができる状態じゃないからこそ、襲ってきているのだろうけれども。

　ただ……

「はあっ……はあっ……」

　僕達は五分も経たたないうちに完全に息が上がっていた。

　もちろん、ＰＤＷＳは僕達の動きを完璧に支援してくれているのだけれど、むしろ、伝わってくる熱のすべてを防ぎきれないらしく、じりじりと温度が上がり続けているのだ。ミュセルの風の魔法がなければ、もっと早くに僕達は暑さでその場に倒れていたことだろう。

　早く制御盤に辿たどり着かないと。

　僕達は殴り倒しても殴り倒しても起き上がってくる人形達に辟へき易えきしつつ、さらに進む。

　しかし──

「シンイチ様……！」

　僕の名を呼ぶミュセルの声が──よれている。

　暑さに加えて、魔法を使い続けたせいか、疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった感じだ。

「あっ──」

　ミュセルが脚をもつれさせて倒れてしまう。

　そこに人形達がのしかかり──

「ミュセル！」

「だ、大丈夫です、行ってください……！」

　むしろミュセルは自分にのしかかってくる人形達をＰＤＷＳのアームで捕まえて放さないようにしながらそう言った。

「ミュセルッ……！　でも……！」

　僕は息を吞のむ。

　しかし──

「えっと、あの、そう──『ここは俺に任せて先に行け』！　です！」

　とミュセルは笑顔を取り繕ってそう言ってきた。

「──！」

　僕は雷に打たれたかのように身を震わせる。

　なんと！　そう、これは、あの、憧れのシチュエーション！　男たるもの、いや、女でも一生に一度は言ってみたい台詞せりふランキング常に上位キープの！　なんかこれもまた死亡フラグになる場合もあるけど！　ミュセルに先を越されてしまうなんて！

　…………などとボケている余裕はさすがの僕にも、もうなくて。

「ご、ごめん、頼む！」

　僕は後ろ髪を引かれる思いで、しかしミュセルをその場に残して、さらに前に進んだ。

　もう時間がない。

　制御盤まであと五メートルほど。

　蠢うごめく人形達の向こうに、明らかに緊急停止装置です、的に、黄色と黒の縞しま模も様ようで囲まれたレバーが見えた。もともとはカバーか何かがついていたのかもしれないけれど、とっくにそれは溶けるか燃えるかしたらしく、レバーは剝き出しになっている。

　そして──

「──!?」

　僕は進路を塞がれて、思わず立ち止まった。

　立ちはだかるのは、言うまでもなく人形達なのだけれど。

　彼らの動きが、変わっていた。

　五、六体の人形が、一ヵ所に集まり、互いに抱き合うようにしているのだ。なんだこれ。スクラムでも組んで壁でも作るつもりか。でもそれにしては──

「え？　が、合体!?」

　左右の手足がそれぞれ一体ずつ。胴体部分に一体。でもって身体を丸めた一体が頭部になって。もちろん、形としてはあちこちひどく歪いびつだけれど、人形達は身長五メートル弱の巨人へと変化していた。あちこち元から溶けかかっていた部分が、そのまんま混ざり合って、グロさはさらに増している。すでにメカなんだかバイオ系のモンスターなんだかよく分からない見た目である。

　いや、それよりも──

「そんなんありか!?」

　昔の合体ロボアニメじゃあるまいし！　いや、まあ雑ざ魚こキャラが集まって合体して巨大化してボスキャラ化するのは定番の演出だけどさ！　ずるいよ！

　などと抗議──というか何というか──をしても仕方ないわけで。

「ど、どうすんだ、これ!?」

　動揺する僕に、カニのような二本の『爪』が──正確には『爪』状態になっている人形の両腕が──迫ってくる。『爪』の先端でさらにもともとの人形の指がわしゃわしゃと、虫の足みたいに動いているのが、もの凄く気持ち悪い。

「──ッ!?」

　僕はＰＤＷＳのアームでこれを受け止める──ものの。

　アームを、人形の手が正面から受け止め──はせず、自らは指先だの何だのが潰れながらもこれを下へと受け流す。結果、僕は下向きに姿勢を崩し、そこにとどめ、とばかりに人形の頭突きが……いや、巨人の『拳』が、激突していた。

　まるででっかい鉄てつ槌ついでぶん殴られたかのように、俯うつぶせで地面に叩たたきつけられる僕。

「うぎょっ!?」

　思わず変な声が出た。

　もちろん、ＰＤＷＳの防御力場が僕の身体を守ってはくれている。それがなければそれこそ、僕は床で顔面粉砕されてジ・エンドだったろう。しかし衝撃やら加速やらまでは防御力場がすべて無効化してくれるわけでもなく。

　さらに──

「ぐぎょっ!?」

　また変な声が出た。

　巨人に背中から踏んづけられたからである。もちろん、僕の身体は（以下略）。

「敵味方識別装置故障してるくせに、こういう知恵回るとか、ずるくない!?」

　と抗議したところで、合体巨人が『それもそうですね』なんて言ってくれるはずもなく。まあ、現場で咄とつ嗟さに編み出したというより、最初からこの『合体』は人形達の機能として組み込まれていただけなのかもしれないが。巨人化することで、等身大の人形では作業に無理がある、大きな荷物を運んだり取り付けたりできるとか、そんな。

　ともあれ──

「くっ──」

　もう一度踏みつけようというのか、巨人がいったん、足を上げる。

　僕はその隙にごろりと半回転、巨人の足が踏み降ろされる直前に、立ち上がっていた。

「……そうか。なるほど」

　と──僕は熱でとりとめもない思考に落ち込んでいきそうな自分の脳を[image: ]しつ咤たしつつ、考える。

　正直、力比べではあんまり勝てそうにない。

　ただ、巨人は全体的に動きが鈍いうえに、大ぶりというか、仕草の一つ一つがやたらに大きい。どうも身体の重量配分というか、均衡バランスがあまり良くないので、あまり素早く動くと倒れてしまうのだろう。この辺はやはりもともと作業用というか、戦闘機能はあくまでオマケなのだろう。

　ということは──

「やっぱり対処法も定番で！」

　僕は走る。まっすぐ──巨人に向かって。

　もちろん、巨人は僕を殴り潰そうと、右手を掲げるけれども、やはりその動きは鈍い。

　僕はそこで──

「だあああああああああ！」

　スライディング。

　ずさあ、と分かりやすい音こそしなかったけれど、ＰＤＷＳはがに股気味の巨人の足の間をくぐり抜ける。よっしゃ！

　そもそもアニメだの何だのじゃ、敵が合体して巨大化ってのは定番だけど、実際巨大化するっていうのは、あくまで『見た目としての分かりやすい手て強ごわさ』を演出するために最適ってだけで、本当に桁違いに強くなるかどうかは疑問だ。

　第二次世界大戦で大艦巨砲主義の権化みたいな戦艦大和が、連合軍の航空機の群れに波状攻撃喰くらって沈んだように──物量や、高い機動性を持つ複数の相手に、巨大な単体戦力は対応が追いつかなくなるのが常だ。

　巨体は死角も多いし隙も多い。人型ならなおさらだ。

　でもって──

「──ッ！」

　巨人の股間を通り抜けた僕は、その場で半回転、俯うつぶせ状態に。

　見上げると、当然、巨人は身を捻って僕を追いかけようとしている。もともと人形の集合体なので、不自然なくらいにぐるんと身体を捻ることができるようで、巨人はそのまま僕の方に腕を伸ばしてくる──けれど。

「──ケーブルッ！」

　ＰＤＷＳの支援ＡＩが僕の考えを読み取って、アームの先端部、鋼鉄の爪部分を発射。

　ケーブルに繫つながれた、いわば巨大な『錨いかり』は、不自然な体勢で腕を伸ばしていた巨人の左足を直撃。そのままがちんと爪を食い込ませる。衝撃で巨人の姿勢が崩れ、その動きが止まった。

「よっしゃ！」

　僕はそのまま立ち上がって走り出す。

「おおおんもおおおおいいいいいい、こんだああああらあああああッ！」

　などとメロディに乗せて叫びつつ、僕は全身でソレを引っ張った。

「しれんんんんんのぉおおみいいいぃちぃいいいいおおおおおおおおおおッ！　とぉ！」

　ぴんと張られた鋼紐ケーブルが巨人の左足を引っ張り、浮かせる。

　まるで足をすくわれたかのように、巨人の姿勢は決定的に崩れ──その場に転倒していた。

「やっぱ、巨大歩行兵器の対策っていえばこれだよね！」

『スター・ウ●ーズ』の中に出てくる帝国軍の歩行戦車スノーウ●ーカーなんかの場合は、四本足を縛る形で転倒させてたけれども。大型の、重量のある歩行兵器ってのは、不整地での走破性は高いけれども、姿勢を崩すと転倒して、にっちもさっちもいかなくなる。

　ともあれ──

「よし！」

　巨人の転倒を確認後、僕はアームの鋼紐ワイヤーを巻き取って回収。

　制御盤の方に向かって再び前進する。床がすでに熱であちこち歪ゆがんでいるのが見えるから、さすがに走らず、慎重に歩いて行く。

　あと四メートル。

　あと三メートル。

　あと二メートル。

　あと──

「よし、これを──」

　僕は

　僕はＰＤＷＳのアームを伸ばしてこれを摑つか──

「──！」

　がくん、と僕の身体、というかＰＤＷＳが姿勢を崩す。

　振り返れば、人形の一体が僕の左足にしがみついているのが見えた。

　人形は足が潰れていて、歩行はできないみたい。おそらく匍ほ匐ふく前ぜん進しんか何かで僕に追いついてきたのだろう。たぶん、あの巨人合体していた内の一体だ。合体を解いて個別に追っかけてきたのだ。

「このっ──」

　蹴り放そうとしても、姿勢が崩れていて上手くいかない。それどころか僕はその場に倒れてしまった。まずい。このままだと後から追いついてきた人形達に、数で押さえ込まれてしまう。

　それに──

「ひっ──」

　半分、顔の溶け崩れ、骸骨みたいな金属骨格が剝き出しになった人形がのしかかり、透明な力場装甲越しに僕を睨にらみ付ける。ゾンビというより、ターミ●ーターだ。

「ああくそ、退どけよ、放せよ、お前とターミネー●ーごっこしてる場合じゃないんだよ！　溶鉱炉の中に叩たたき込むぞ！」

　などと怒鳴ってみても、人形が怯ひるむはずもなく。

　距離にすればわずかに三十センチほどが、どうしても届かない。

「こなくそおおおおおおおおおおっ！」

　僕は似合わない雄お叫たけびを上げると、ＰＤＷＳのアームを、のしかかっている人形の背中に回す。そしてそのまま、締め上げた。

「ぬうううううりゃあああああああ！」

　ぶっといアームに締め上げられ、人形はほどなくして上半身と下半身がぷちん、といった感じでちぎれる。実にスプラッタな感じだけど、もう、いまさらで気持ち悪いとも僕は思わなかった。

　よし。これでいける──と思った瞬間、さらに後ろから追いついてきた二体が僕のＰＤＷＳを押さえ込んでしまう。

　しつこい！

　とはいえ毒づこうが罵ろうが、人形が腕を緩めてくれるはずもない。

　でもってＰＤＷＳの性能でももう、何分もこの熱に耐えられそうになかった。

　あと三十センチ。あと三十センチをどうやって──

「──って」

　僕はさきほど、アームで上下に締めてちぎった人形の残骸に気がついた。

　その腕を摑つかんで振り上げると──

「代わりによろしく！」

　僕は、マジックハンド代わりに人形の上半身を使い、摑み掛かる形に固まったままの人形の手を引っかけて、レバーを倒した。

　とたん──

『権限者による、手動緊急停止機構、作動要請』

　ＰＤＷＳが何やら唱える様に言ってくる。

『確認──手動停止を実行しますか？』

　これはあれか、施設の管理機構と通信して最終確認してるのか。単にレバーを倒すだけじゃ停止してくれないらしいが。

「実行して！　とにかく停止！」

　焦り気味に僕がそう叫ぶと──

『常温対つい消しよう滅めつ反応炉、手動緊急停止』

　そんな声が響いたかと思うと──頭上で回転していた巨大な磁場リングがいったん、その回転を停める。

　そして──

『反物質、貯蔵封印モード』

　そしてそんな宣言と共に、ゆっくりと磁場リングが回転を再開した。ただし回転の速度が先ほどよりも何となく遅い気がする。

「な、なんとかなった──か……？」

　余剰熱量も迅速に放出が開始されたみたいで、急速に反応炉周りの温度が下がっていくのが分かった。まあ、それでもしばらくはこの反応炉付近に生身で近づくことなんてできないだろうけれど。

　思わず長い溜ため息いきが漏れる。

　とりあえず反応炉の爆発だけは防げたみたい。

　この異世界もまずは安泰か。

　後は──

「こっから還かえらないとね」

　僕は少し離れたところで人形達にのしかかられたままじたばたしているミュセルのＰＤＷＳを確認すると、強引に、人形を一体一体、自分のＰＤＷＳからはがし始めた。





終章







「はー…………」

　僕はいつもの食堂でミュセルの淹いれてくれた朝のお茶を飲みながら、長々と安あん堵どの溜め息をついた。

〈竜の巣〉のドタバタから二日、僕達はエルダントに戻ってきていた。

「やっぱり我が家がいちばん、我が家で飲むミュセルのお茶がいちばんだよ！」

「恐れ入ります」

　とミュセルが笑いながらそう言ってくれる。

　食卓にはすでに朝食が並んでいて、美み埜の里りさん、エルビア、光流ヒカルさん、それにブルークの家族も勢せい揃ぞろいで、いつもの朝の風景がそこにはあった。

　いや、結構、結構。

　穏やかな日常って素晴らしいネ！

「今回ばかりは戻ってこられるかどうか、心配だったけれどね」

　と美み埜の里りさんが苦笑して言う。

　ちなみに僕とミュセルが、ゾンビだかエ●ドスケルトンだかよく分からないものを引っぺがし、ぶん殴り、何とか〈竜の巣〉の第一階層にまで戻ったとき……そこではすでに、バハイラム東方第二軍団と、ガリウス達とのドタバタは終了していた。

　テレジアのおかげだ。

　焼けただれたアバターは自動再生に回し、予備のアバターに意識を移し替えた彼女が出てきて、『この施設は封鎖して凍結する』と言い出したのだ。

　今回の大騒ぎ──発端である第三王都の崩壊や群発地震も含め──は、すべて、バハイラムの〈墓守隊アンダーテイカーズ〉がよく分からないままに施設を弄いじくり回した結果なのだと言われれば、当の〈墓守隊〉はもちろん、僕と美埜里さんにぶん殴られて半壊状態にあった東方第二軍団の兵士達も、異論を言えるはずもなく。

　また反応炉を停止状態にした結果、施設のＢＯＵ生産機能もまた、凍結。

『竜の生産工場』という機能が使えなくなった以上、バハイラムにとって、この施設の利用価値は大幅に下落してしまった。

　ガリウスもエルダントの地震がこの施設の底にあるモノの暴走だと説明されれば、そんな危ないものをどうこうしようとは思わなくなったみたい。

　結局、テレジアは僕達を〈竜の巣〉から追い出した後、裸族とドラゴン達を回収し、〈竜の巣〉の入り口や、東方第二軍団が掘り進んできた地下道をすべて閉ざしたうえで、『侵入してくる者は例外なく迎撃する』と宣言。

　今や第三王都はテレジア達の国同然──バハイラムでも不可侵領域扱いになりそうだとか。エルダントにほど近いバハイラム領に、そういう場所ができるのは、国土防衛のうえでむしろ好都合ということで、ガリウス達は納得して引き上げることになった。

　まあ途中で、第三王都周囲で東方第二軍団の包囲を突破しないといけなくて、軽く戦闘っぽいものはあったけれども──これは〈フェイドラ〉の飛行能力で強引に抜けることができた。

　で……

「まあでも、今回は驚かされることばかりだったですね」

　と光流ヒカルさんが言う。

　確かにそれはその通り。

　というか──

「この異世界が私達の遥はるかな未来だとか……」

「……それね」

　今ひとつ実感がないというか、テレジアの説明だけ、言葉による説明だけだったから、『実はこうなんですよ』とかいまさら言われても、なんだか今ひとつ、納得がいかない。

　まあ、ＰＤＷＳのこともあるし、状況証拠的なものは山ほどあるのだけれど。

　未来といっても、分岐した平行世界パラレル・ワールドの可能性もあるし、千年とか万年とかの単位で隔たっていれば、それはもう異世界そのものと言っても過言ではないわけで。

「ってことは、実は、シンイチ様ってアタシ達のご先祖だったんすか？」

　とエルビアが首を傾かしげて聞いてくる。

　さすがに彼女やミュセルは今ひとつ時間移動のことは分かってないみたいだけど、僕達が彼女らから見て『過去』の住人であるということは理解しているみたいだった。

「まあそうなるのかなあ。ＢＯＵだって──亜人種だって、遺伝子操作されてるとはいえ、基は人間の遺伝子使ってるんだろうしね」

「っていうことは、シンイチ様もミノリ様も、もの凄い長生きでお爺じいちゃんお婆ちゃんなんすか!?」

「いや違うから！」

　やっぱり時間移動のことは分かってないっぽい。

　まあそんな感じで、僕らがわいわいと朝食をとりながら賑にぎやかに喋しやべっていると。

「──お邪魔するよ」

　そう言って食堂の入り口に現れたのは。

「あ、的まと場ばさん、佐さ藤とうさん」

　そこには的場さんと、その護衛役を務める自衛官の佐藤さんが立っていた。

「ちょうど、朝食中なんですけど。的場さん達も食べます？」

　ミュセルの朝食──いや朝食に限らず彼女の作ってくれるご飯は本当に美お味いしいので、機会があれば僕はそのことをできるだけ多くの人に知ってもらいたいのである。朝食はわりといつも多めに作るので、二人くらい増えても大丈夫な、はず。

「いや、たいへん魅力的な提案だが、結構だよ」

　と的場さんは言った。

「とても喉を通りそうにない」

「……へ？」

　この人がそんなナイーブな発言をするなんて。

　というかひょっとして、体調悪かったりする？

「今日はね、君達に通告に来たんだよ」

　と的場さんは、懐ふところから手巾を取り出して額を拭きながら言った。

「通告？」

「日本政府の決定を伝えにきた」

　そう言って、的場さんは僕達を見回す。

「日本政府の決定って──」

「後日、正式に文書と動画で連絡が来るとは思うけれどね」

　文書。動画。いったいどういうことだろうか。

　こんなに改まって的まと場ばさんが僕達に告げに来る内容って──

「慎しん一いち君、光流ヒカル君。長い間、〈アミュテック〉の運営、ご苦労だった」

　的場さんはわずかに眉尻を下げてそう言った。

「古こ賀が沼ぬま君も護衛の任務、ご苦労」

「ちょっと待ってください、何を──」

「我々は──日本政府は」

　的場さんは一瞬、躊ちゆう躇ちよするように言葉を切る。

　そして──

「この世界から、永遠に撤収することに決めたんだよ」





（つづく）







あとがき




　どうも、[image: ]です。

『アウトブレイク・カンパニー』16巻をお届けいたします。




　まあ色々あって前巻、今巻と刊行がやたら間が空いてしまいました。

　大変申し訳ない。特に上下巻構成で間が空くとか本来あってはならん事なのですが。




　本編をお読みになっていただければ、そろそろ、このシリーズも終わりだなと察していただけると思いますが……実はプロット立ててみると、残り一巻で終わるつもりが微妙にしっくりこなくて、再構成中です。

　本来は次の巻で最終巻のつもりでありましたが──さて、次も上下巻になるか、かなり分厚くなるか、微妙な所かと思われます。すんません。

　前にも書きましたが、終わり方だけは当初から決まってるので、どう紆余曲折を組み込むかなのですが。やっぱり最後は既存キャラ大集合して力を合わせ、ラスボスと最終決戦したいじゃないですか＜そんなの居たか？




　うちは詳細プロットを私が思いつくままに口述して、アシスタント（兼内弟子）が勉強を兼ねてこれを書き付けるという企画書の作り方をしてるんですが、そのアシスタントが最終巻のプロットをメモりながら『いやあ、もうすぐアウトブレイク～も終わりかと思うと感慨深いです』と言ったりして、改めて私も感慨にふけってみたり。

　考えてみれば最初にコレの企画立てたの、２０１１年ですしね。その当時のファイル名見ると『シム・アキバ（仮）』になってたり。

　でも逆に言うと十年は経ってない訳で。その間にアニメ化やらコミック化やらあって、色々ドタバタでありました。




　さて、次で最終巻──になるかどうか未だに予断を許しませんが！（他人事のように）

　読者の皆様には最後までおつきあいいただけると幸いです。





２０１６年11月11日
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